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項      目 頁 

第１ 基本方針  １ 

第２ 主要事業 １０ 

第３ 実施事項 ２０ 

基本目標 1  地域福祉を支える人づくり ２０ 

実施目標１ 住民の意識と主体的な行動力を高めます ２０ 

実施目標２ 地域福祉活動の核となる人材を育成します ２１ 

実施目標３ 福祉サービスの担い手を確保・育成します ３１ 

基本目標２ 地域福祉を支える仕組みづくり ４３ 

  実施目標１ 住民主体による地域福祉活動・生活支援を推進します ４３ 

実施目標２ 支援を必要とする住民の地域生活を支えます ４７ 

基本目標３ 地域福祉を支える基盤づくり ６３ 

  実施目標１ 市町社協を支援します ６３ 

実施目標２ 社会福祉事業者を支援します ６７ 

  実施目標３ 県社協の基盤強化を図ります ６９ 

重点プロジェクト事業 ８０ 

 

本計画書は別途作成した「第四次活動推進計画」の理念・体系に基づいて作成

しています。 

目  次 
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第四次活動推進計画の基本理念 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「“共生・支え合い”による地域社会の実現」をめざし、個人の尊厳の

保持を旨とした福祉サービスの質の向上を図るとともに、住民一人ひと

りの自己実現に向けた自助努力と、「他人を思いやり、お互いを助け合お

うとする精神」を基礎とする「住民主体」を原則に、行政や多彩な主体

と協力して、福祉のまちづくりを推進します。 

 

基  本  理  念 

 

「 “共生・支え合い”による地域社会の実現 」

をめざし、福祉サービスの質の向上と住民主体の

福祉のまちづくりを推進します 
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第四次活動推進計画の基本目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 基本目標２  

地域福祉を支える仕組みづくり 

 

地域福祉は、住民を主体に行政や多彩な主

体が役割分担し、協働していくことが重要

です。本会は、自助、共助、公助があいま

って、地域に根ざして協働する「地域福祉

を支える仕組みづくり」を推進します。 

 基本目標１  

地域福祉を支える人づくり 

 

地域福祉の基礎となるのは、他人を思い

やり、お互いを支え、助け合おうとする

心です。本会は、住民の意識と主体的な

行動力を高めていくとともに、人と人を

つなぎ・支える「地域福祉を支える人づ

くり」を推進します。 

基本目標３ 

地域福祉を支える基盤づくり 

 

地域福祉は、住民を主体に行政や多彩な主体がつ

ながり、その力を結集していくことが重要です。

本会は、県域の地域福祉推進の中核として、「地

域福祉を支える基盤づくり」を推進します。 

第四次活動推進計画の推進期間 

平成２７年４月～平成３２年３月 
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【推 進 体 系】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 住民の意識と主体的な

行動力を高めます 
 

２ 地域福祉活動の核とな

る人材を育成します 
 

３ 福祉サービスの担い手

を確保・育成します 

１ 住民主体による地域

福祉活動・生活支援を

推進します 

 

２ 支援を必要とする住

民の地域生活を支え

ます 

１ 市町社協を支援します 
 

２ 社会福祉事業者を支援

します 
 

３ 県社協の基盤強化を図

ります 

〇広域機能   〇行政等の補完機能 

〇専門機能   〇政策提言・連絡調整機能 

〇情報提供機能 

めざすべき福祉社会 

福祉サービスの質の向上と住民主体の福祉のまちづくりの推進 

地域住民 

ＮＰＯ 

社会福祉法人 
市町社協 

民生委員･児童委員 

ボランティア 

市町行政 

福祉サービス事業者 

社会福祉施設 

関係機関･団体 

地域福祉を支える 

人づくり 

地域福祉を支える 

仕組みづくり 

地域福祉を支える 

基盤づくり 
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第四次活動推進計画の見直しと後期計画の策定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後期計画の取組視点 

１ 「地域共生社会」の実現に向けた“我が事・丸ごと”の地域づくり 

（全世代型の地域包括ケアシステム） 

(1) 地域の支え合いの再生、包括的な相談支援の推進 

(2) 福祉以外の分野との協働促進 

(医療、教育、環境、農林水産、観光、多文化共生など)  

(3) 社会福祉法人の地域公益事業及びネットワーク化の推進 

２ 介護・保育人材の確保 

(1) 福祉現場のイメージアップ及び無料職業紹介事業によるきめ細やかなマッチ

ング 

(2) 静岡県・静岡市 保育士・保育所支援センター事業による潜在保育士の掘り起

しと就業支援 

後期計画の推進期間 平成 30年４月～平成 32年３月 

第四次活動推進計画(平成 27年度～31年度)の検証 
 

計画の３年次にあたる平成 29年度までの事業の進捗状況・社会情勢を踏まえ、
全体的な見直し 

 

【国が進める取組】 

 地域包括ケアシステムの強化の

ための改正社会福祉法等による

福祉諸制度の見直し 

１ 「我が事・丸ごと」の地域づくり 
(1) 住民の地域福祉活動への参加

促進 
(2) 包括的な支援体制の整備 
(3) 地域福祉計画の充実 

(策定の努力義務化) 
２ 介護保険と障害福祉制度に共

生型サービスを位置付け 

【県が進める取組】 

静岡県の新ビジョンの推進 

(新総合計画) 

計画期間：平成 30年度～平成 39 年度 

１ 安全・安心な地域づくり 
(1) 命を守る安全な地域づくり 
(2) 安心して暮らせる医療・福 

祉の充実 
２ 未来を担う有徳の人づくり 

(1) 子どもが健やかに学び育つ 
社会の形成 

(2) 誰もが活躍する社会の実現 
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市町社協等関係機関・団体と連携協働のもと、全県的な福祉啓発活動を
実施するとともに、社会的排除、孤立に向き合い、社会的包摂に向けた
福祉教育を推進し、住民の主体的な行動力の向上（ボランティア活動等
の促進）を図ります。 

 
「住民主体の支え合い活動」の活性化を図るため、地域の多彩な主体の
やる気を引き出し紡ぐ「情熱」のある人材を、市町社協等と協働して育
成するとともに、活動しやすい環境づくりを進めます。 

 

第四次活動推進計画(後期) 

後期計画の推進期間 平成 30年４月～平成 32年３月 

※ゴシック体表記の実施事項は重点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 全県的な啓発活動の推進 

ふじのくに健康福祉キャンペーン推進協議会と協働した地域づくりの推進 

（福祉以外の分野との協働） 

２ 地域福祉教育の推進 

  地域福祉教育に係る手引書の作成及び活用促進 

３ ボランティア活動の推進 

(1) 市町ボランティアセンターの運営支援 

(2) 多様な分野とのネットワークの構築 

(3) 市民活動への支援(活動助成) 

(4) 県災害ボランティア・情報センターの機能強化 

４ 企業の社会的貢献活動の推進 

 

 

 

 

 

 

 

１ 小地域福祉活動リーダー及び寄り添い型の生活支援サポーターの育成支援 
２ 民生委員・児童委員活動への支援 
(1) 先進事例の収集・提供  
(2) 市町民児協研修への講師派遣、リーダー層への研修 

３ 地域福祉に係るコーディネート機能の強化 
 (1) コミュニティソーシャルワーカーの育成 
(2) 生活支援コーディネーターの活動支援 

４ コミュニティワーク研修の充実 

 

基本目標１ 地域福祉を支える人づくり 

実施目標１ 住民の意識と主体的な行動力を高めます 

実施目標２ 地域福祉活動の核となる人材を育成します 
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福祉・介護職場の魅力ややりがいの発信と、きめ細やかな就労支援によ
り、より多くの人材を確保するとともに、人材の育成と職場定着率向上
を支援します。 

 

 
地域の生活課題に対し、市町社協をはじめ、地域住民や民生委員・児童
委員、関係機関・団体など地域における幅広い協働・連携の場づくりや
仕組みづくりに取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１ 福祉サービスの担い手確保（無料職業紹介事業、就職＆進学フェア、職場体

験、静岡県・静岡市保育士・保育所支援センター） 
  ⇒就職人数：年間 1,000人、全国３位以内 
２ 福祉の仕事の正しい理解の拡大 
３ 質の高い人材の育成支援（研修実施、職場内研修の支援） 

⇒平均研修満足度 95％以上 

４ 職場環境の改善支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 居場所づくりの推進 
(1) 居場所の立上げ支援(養成講座、ふじのくに型実践者派県事業、居場所立上

助成事業、企業への協力の働き掛け)) 
(2) 居場所実践者の交流 
(3) 学生の地域活動応援事業の実施 

２ 生活支援サービスの活性化（担い手養成、立上支援） 
３ 公営集合団地における支え合い活動の推進 

(1) 国際交流協会と協働（外国籍住民の意識調査等） 
(2) 地域連携会議の設置(全世代型) 
・事業所・関係団体へのアンケート調査 
・地元大学との連携 
・ニーズに応じた活動の開発 

４ 子どもの貧困対策の推進（重点プロジェクト） 
５ 多文化共生の推進(多文化ソーシャルワーカーの養成) 
６ 災害時要援護者支援体制の強化 
 ・災害における社会福祉協議会アクションプランの推進 

  ・静岡県災害福祉広域支援ネットワークの強化 

 

 

 

実施目標３ 福祉サービスの担い手を確保・育成します 

基本目標２ 地域福祉を支える仕組みづくり 

実施目標１ 住民主体による地域福祉活動・生活支援を推進します 
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深刻な生活課題を抱えている人々に対し、市町社協・福祉事業者等と関
係機関が連携・協働し、自らの力を引き出して課題解決に導き、社会的
な孤立防止、経済的困窮状況からの脱却に取り組みます。 
また、個別課題への支援を通し、新たな住民のつながりの再構築を支援
する等の地域づくりに努めます。 

 

 
市町社協連絡協議会と連携し、地域の最前線で地域福祉の推進をリーダ
ーする市町社協の自律的な経営と役職員のスキルアップを支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 生活困窮者の理解促進と自立支援の仕組みづくりへの支援 
(1) 生活困窮者自立支援事業における支援者同士の連携促進 
(2) 生活福祉資金貸付制度の活用 

２ 権利擁護体制の構築 
(1) 市町社協連絡協議会相談部会の設置 
(2) 「権利擁護における社協活動方針」の作成 
(3) 市町社協経営基盤強化検討委員会と連携した「我が事・丸ごとの体制づくり」

への取組 
３ 行政・各関係機関、団体種別協議会、職能団体との連携・協働の促進 
(1) 地域包括ケア推進に向けた保健・医療・福祉・介護の専門職連携の強化(コミ

ュニティソーシャルワーカーの育成等) 
(2) 生活支援コーディネーターの活動支援 
(3) 「福祉サービス運営適正化委員会」機能の強化 
(4) 福祉サービス第三者評価事業の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 市町社協相互の連絡調整 
(1) 市町社協連絡協議会の運営(市町社協会長会議等の開催) 
(2) 市町社協連絡協議会介護保険部会の開催 

２ 調査研究・政策提言 
(1) 市町社協経営基盤強化検討委員会の開催 
(2) 社会福祉法人制度改革への対応(法人のネットワーク化) 

３ 市町社協への活動支援及び市町行政との連携強化 
４ 役職員のスキルアップ支援(階層別研修、分野別研修の実施) 
 

 

 

 

実施目標２ 支援を必要とする住民の地域生活を支えます 

基本目標３ 地域福祉を支える基盤づくり 

実施目標１ 市町社協を支援します 
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地域住民の安全・安心を支える福祉の拠点として、住民から必要とされ
る良質なサービス提供主体を目指す社会福祉事業者の、自律的かつ安定
的経営を支援します。 

 
地域福祉の総合的な推進を継続的に実施するために、安定的な組織運営
を可能とする多様な財源確保と組織構成の拡大を図り、職員が専門性を
発揮できるための人材育成を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 法人経営、施設運営に資する多角的な支援 

(1) 福祉施設経営指導事業による専門相談の実施 

(2) 経理、人事労務、施設運営管理に係る研修会の開催 

(3) 社会福祉法人による地域における公益的な取組の推進 

(4) 施設整備や設備の充実のための助成 

(5) 福利厚生事業のメニューの充実と加入促進 

２ 多様な事業体、関係団体の連携・協働の推進 

(1) 地域ニーズに対する公益的活動の普及・啓発 

(2) 静岡県災害福祉広域支援ネットワークの強化 

・認知度の向上 

・登録員養成研修の開催 

・計画的な資機材の整備と事務局組織の強化 

 

 

 

 

 

 

 

１ 会員の拡大（会員制度の見直し） 

２ 政策提言機能の発揮（調査研究、政策提言） 

３ 人材育成（職場内研修、人事交流） 

４ コスト削減（事業の重点化、業務の効率化） 

５ 多様な財源確保（共同募金の有効活用） 

６ 危機管理体制（災害発生時の初動体制整備、コンプライアンスの徹底） 

７  経営の透明性 

 

 

 

 

 

 

実施目標２ 社会福祉事業者を支援します 

実施目標３ 県社協の基盤強化を図ります 
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推進期間の５年間で２つの事業に、特に重点的に取り組んでいます。 

重点プロジェクト事業は、複数の基本目標をまたぎ、かつ、組織をあげて横断的

に取り組む事業として位置づけています。 

 

１ 「ストップ！子どもの貧困」ネットワークプロジェクト 

貧困の連鎖によって、子どもたちの将来が閉ざされることのないよう、多様な機

関・団体等がつながり、子どもの貧困対策に向けた仕組みづくりを推進します。 

 

● 子どもの貧困に係るシンポジウムの開催や先進的な取組の情報収集・提供 
● 子どもの居場所づくりの推進(立上支援、居場所実践者の交流等) 
● 野外活動など様々な体験機会の提供や学習支援の充実 
● 「施設入所児童等自立促進事業」の検証及び新たな身元保証制度の検討 

（身元保証等に係るニーズ把握、新たな仕組みの検討） 

 

２ 権利擁護を軸とした地域のつながりプロジェクト 

 

地域で生きづらさを抱える人が安心して生活するために、権利擁護の充実を目指
して、市町（地域）に向けた働きかけを行うとともに、あらゆる機関がつながりを
もち、支え合う仕組みづくりを推進します。 

 

● 障がい者の社会参加の促進 

● 「権利擁護における社協活動指針」の作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点プロジェクト事業 
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主要事業 

基 本 目 標 １ 地域福祉を支える人づくり 

実 施 目 標 １ 住民の意識と主体的な行動力を高めます 

重点事項 “社会的包摂”に向けた地域福祉教育の推進 

 地域に生活するすべての人が、お互いに支え合いながら『みんながしあわせ』と

感じられる地域共生社会の実現を目指し、市町社協等関係機関・団体と連携協働の

もと、地域福祉教育を推進した。 

 

  

【成果】 

  本県における福祉教育の取組が 50年の節目を迎えるにあたり、シンポジウムを開催し、これ

までの福祉教育の歩みを振り返るとともに、「今、なぜ福祉教育が必要なのか」について、関係

者が共有・確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 事  業  内  容 

１ 福祉教育副読本｢みんなちがってもおなじ『いのち』｣活用モデル事業の実施 

（市町社協と連携・協働し、活用の促進を図った。） 

モデル市町 実施期間 

島田市、袋井市 平成 28年度から平成 29年度 

磐田市、藤枝市 平成 29年度から平成 30年度 
 

２ 地域福祉教育に係る手引書の作成【新規】 

・学校、当事者団体、福祉施設及び社協が協働して地域福祉教育を実践するため、特に

学校現場における地域福祉教育に係る手引書を作成 

・広く活用してもらうため、地域福祉教育を実践する団体へ配付するとともに、本会ホ

ームページに掲載し、データで取得できるようにした。 

３ 地域福祉教育推進シンポジウムの開催（8/9）100人 

・場所：静岡音楽館 AOI 

・内容：講演、シンポジウム 

地域福祉教育推進シンポジウム 

平成 29 年８月９日 

 

 

静岡県地域福祉教育の手引き 
～みんなちがってもおなじ「いのち」～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人 静岡県社会福祉協議会 

静岡県地域福祉教育推進委員会 
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実施目標２ 地域福祉活動の核となる人材を育成します 

重点事項 住民主体の活動を進める人材養成 

複合的な課題を抱える人や家族に対して総合的な支援を行う地域福祉コーディ

ネーターや、地域住民が主体となる活動を促し継続的な支援や調整を行う人材を育

成した。 

 

 

【成果】 

 地域福祉コーディネーターの養成数は、第４次活動推進計画の数値目標(５年間で 150 人)

に向けて、計画どおり進捗している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 事 業 内 容 

１ 地域福祉コーディネーター（コミュニティソーシャルワーカー）養成研修会の開催 

 Step1（7/14、15）40人、Step2（2/9、10）38人 

２ コミュニティワーク研修会の開催 

地域における「移動支援」とサービス開発（11/28） 

地域アセスメント編（12/15） 

地域福祉(活動)計画編（2/1） 

３ 小地域福祉活動のすすめ（小地域福祉活動リーダー養成プログラム）活用モデル事業

の実施【新規】 

・モデル市町社協（沼津市、焼津市）を指定し、平成 28 年度に作成した冊子「小地

域福祉活動のすすめ」の活用促進を図った。 

 

地域福祉コーディネーター Step1 

平成 29年７月 14,15日 

コミュニティワーク研修会 

地域における「移動支援」とサービス開発 

平成 29年 11月 28日 



 

12 

 

実施目標３ 福祉サービスの担い手を確保・育成します 

重点事項 保育士・保育所支援センター設置による保育士確保の促進 

  今後見込まれる保育士需要の増加に向け、保育士・保育所支援センターを設置し、

潜在保育士等の就職を支援した。 

 

 事 業 内 容 

１ 保育士・保育所支援センターの運営 

２ 就職支援コーディネーター２人の配置 

３ 保育士就職相談会の開催 

第１回中部 7/1（80人）西部 1/13（15人） 

第２回中部 1/20（38人）東部 1/27（23人） 

４ 保育士現場復帰研修の開催 

第１回中部 7/1（109人）西部 1/13（16人） 

第２回中部 1/20（38人）東部 1/27（21人） 

５ 出張相談会の開催(開催回数：計９回) 

○県委託分 ６回 

○静岡市委託分 ３回   

６ 保育現場体験事業の開催 

潜在保育士または、資格取得見込み者を対象に

就活を円滑に行う支援として、県内私立保育所 

184園・静岡市こども園 61園（計 245園）にて実

習を行う。希望者にはコーディネーターが同行し

支援した。  

７ 保育士登録システムや保育士・保育所支援センタ

ーのホームページの運営、離職保育士届出制度の

周知などを実施した。 

８ 潜在保育士就業・再就職支援事業（新規） 

保育士有資格者に対する就業に関するアンケー

ト調査を実施した。 

「ほいくのお仕事おしゃべりサロン」の開催  

中部 2/22（10人） 東部 2/27（10人） 

西部 3/1（7人） 

 

 

 

 

 

 

『保育のお仕事フェア』＜第 1回中部＞ 

（平成 29年 7月 1 日 グランシップ） 

【成果】 

県、静岡市の委託を受けて県保育連

合会や県保育士会等と連携しつつ、潜

在保育士等の掘起しに向けた就職相

談会、保育現場復帰研修や現場体験事

業などに取り組み、３月末までに潜在

保育士等 66 人の就職に結びついた。 

『ほいくのお仕事おしゃべりサロン』 

（平成 30年 2月 22日 ホテルシティオ） 
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重点事項 福祉サービスの担い手の確保の推進 

  福祉分野における人材確保が一層厳しくなる中、よりきめ細かなマッチングに努

めるとともに、福祉の仕事のイメージアップや未来を担う人材の参入促進を図る事

業に積極的に取り組んだ。 

 

【成果】 

全国的に福祉分野の求職者数が減少している中にあって、平成 30 年３月末時点で、全県

で 759人の就職者を確保し、全国 1位の実績となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事  業  内  容  

 

 

１ 福祉人材無料職業紹介所の運営（本所・東部支所）(３月末現在) 

 新規求人登録数 13,147人 

 新規求職登録数 3,311人 

 就 職 者 数    594人（浜松バンク 165 人）計 759人 ※全国 1位 

２ 福祉人材マッチング機能強化事業の推進 

・求職者のニーズに適した職場開拓や働きやすい職場環境づくりのための事業者支援な

どを行うキャリア支援専門員を、本所は３名から４名に増員するとともに、これまで配

置していなかった東部支所にも１名配置し、計５名で求職者と求人者のマッチングの強

化を図った。 

３ 福祉の就職＆進学フェアの開催 （開催回数：計９回) 

＜Ⅰ期＞東部 6/24、 中部 7/15、西部 7/2  （土日開催） 

＜Ⅱ期＞東部 10/31、中部 11/8、西部 10/24 （平日開催） 

＜Ⅲ期＞東部 3/3、  中部 3/10、西部 3/17  （土日開催） 

４ 福祉のお仕事魅力発見セミナーの実施 

・小学校 70回、中学校 64回、高校 30回、 

その他（森町社会福祉協議会から依頼）３回  計 167回 

福祉のしごと学び体験ツアーの実施(７月～８月) 

・東部、中部、西部の社会福祉法人の協力を得て、夏休み期間中に各 1回体験ツアーを実施。

参加者計 114名 

５ 保護者向け啓発資料の作成（５月、10,000部作成） 

福祉のしごと学び体験ツアー 

＜中部地区＞（平成 29年 7月 25日） 

≪コミュニティホーム長者の森≫ 

福祉の就職＆進学フェア 

（平成 29年 7月 15日） 

≪中部会場 ツインメッセ静岡≫ 
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基 本 目 標 ２ 地域福祉を支える仕組みづくり 

実施目標１ 住民主体による地域福祉活動・生活支援を推進します 

重点事項 生活支援サービス活性化事業の実施 

  高齢になっても、障がいがあっても、互いに支え合い、安心して身近な地域で暮

らし続けるため、住民主体による生活支援サービスの普及促進を図り、市社協や行

政と協働し、生活支援サービスの立上げを支援した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

 生活支援コーディネーター養成研修は今年

度、新たに県から事業委託を受け実施しており、

これまでに 278人の人材を養成した。また、住

民参加型生活支援サービス立ち上げ講座につ

いては、本事業は現場を持たない県社協にとっ

て、関係者のみならず住民と協働する機会とな

り、協働実施した御前崎市では朝比奈地区にお

いて、実際に生活支援サービスの取組が始まっ

た。 

 事 業 内 容 

１ 住民参加型生活支援サービス立ち上げ講座（赤い羽根共同募金助成事業） 

①三島市における取組 

「平田・新谷・玉川地区住民懇談会」11/30、12/20、3/6 

 「住民主体の助け合い勉強会」3/2 参加者：82人 

②島田市金谷地区における取組 

「金谷応援隊サポーター養成講座」1/26、3/12 参加者：各回 約 25人 

③御前崎市における取組 

「御前崎市ささえあいサポーター養成講座」11/6、11/13、11/20、11/27 

  参加者：各回 約 30人 

④菊川市における取組 

「菊川市担い手養成講座（ヘルプマン養成講座）」2/28、3/6 

  参加者：各回 約 25人 

⑤掛川市大須賀地区における取組 

 「掛川市担い手養成講座」2/28 参加者：63人 

２ 生活支援コーディネーター養成研修の開催【新規】 ※県受託事業 

・改正介護保険制度に係る市町が配置する生活支援コーディネーターを養成 

 (役割：生活支援の担い手の養成、サービスの開発、関係者のネットワーク化) 

 第１回開催 

中西部：9/13～14 プラザおおるり 大会議室  参加者 33人 

東 部：9/20～21 プラサヴェルデ 407会議室 参加者 38人 

 第２回開催 

 中部：1/23～24 静岡市産学交流センター 参加者 45人 

第１回生活支援コーディネーター養成研修 

平成 29年 9月 13日～14日 

（中西部会場：プラザおおるり） 
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実施目標２ 支援を必要とする住民の地域生活を支えます 

重点事項 福祉サービス利用者の権利擁護 

  日常生活自立支援事業の専門員及び生活支援員に対する研修等を通じて、きめ細
かな相談支援体制の充実強化を図った。 

  また、静岡県より法人後見実施機関職員研修事業を受託し、成年後見制度業務の
推進及び市民後見人の育成・支援組織の体制整備を図った。 

 

 

 

【成果】 

 平成 30年度３月時点で市民後見人養成に 

取り組む市町は 13市町。 

成年後見利用促進機能としても、市民後 

見人育成への期待は高まっており、同時に 

地域における権利擁護推進での社会福祉協 

議会への期待も高まっている。 

 

 

 事 業 内 容 

１ 日常生活自立支援事業の執行体制の充実 

・市町社会福祉協議会の専門員及び生活支援員を対象とした各種研修等の実施。 

・業務システムを導入し、業務の効率化を図っている。 

２ 市民後見人育成・活用推進事業の受託 

・静岡県成年後見制度利用促進協議会（県内５地区）（９/４、９/５、９/６、９/11、

９/13） 

３ 成年後見実施機関設置・運営等相談事業の受託 

・成年後見実施機関設置・運営等に係る相談事業を市町及び市町社会福祉協議会向けに

実施 

・静岡県成年後見制度利用促進セミナーの実施（12/15） 

・静岡県成年後見制度利用促進セミナー第２段の実施（2/9） 

・成年後見実施機関広域設置研修（11月～３月） 

４ 法人後見・市民後見実施社協連絡会 

・県内の法人後見と市民後見に取り組んでいる社協間による研究協議の場を設置し、ノ

ウハウ・課題の共有を図る。(2/26) 

5 静岡県社会福祉協議会事業 

・成年後見制度に関する実態把握調査の実施（７月） 

６ 日常生活自立支援事業事例検討会の実施 

・市町社会福祉協議会の専門員（担当者）を対象に資質向上を図るために実施した。 

(1/31) 

７ 日常生活自立支援事業災害時・復興期対応指針に基づいた災害対応訓練の実施（9/27） 

・判断能力が不十分な本事業利用者の災害時の対応を想定し、市町社協（政令市除く）

との情報伝達訓練（安否確認等）を実施した。 
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基 本 目 標 ３ 地域福祉を支える基盤づくり 

実施目標１ 市町社協を支援します 

重点事項 市町社協経営基盤の強化 

 市町社協の経営基盤強化を図るため、新たに市町社協会長研修会を開催するとと

もに、研修等を通じて、経理事務の適正化や役職員のスキルアップを支援した。 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

 市町社協経営基盤強化検討委員会において、国が進めている地域共生社会の実現に向けた「我

が事・丸ごと」の仕組みづくりに係る社会福祉協議会の役割を整理し、県内外の取組事例を収集・

提供した。 

 

実施目標２ 社会福祉事業者を支援します 

重点事項 地域特性に合わせた事業者への支援 

 社会福祉法人が、地域の住民が安心して利用できる福祉サービスを、地域の特性

に合わせて提供できるように、経営基盤強化や組織ガバナンスの強化に向けた側面

的支援を行った。 

 また、県内福祉関係 15 団体によって設置された「静岡県災害福祉広域支援ネッ

トワーク」において、福祉専門職で編成される災害派遣福祉チーム（静岡ＤＣＡＴ）

を災害発生後の避難所や福祉避難所に派遣し、要配慮者の福祉的課題の解決に向け

た支援を行うための事業を実施した。  

 事  業  内  容 

１ 市町社協連絡協議会の開催 

・市町社協事務局長会議(5/10) 

・市町社協経営基盤強化検討委員会 

(7/27、9/20、3/14) 

・介護保険部会幹事会（7/6） 

・市町社協地域福祉担当者会議(6/27) 

・市町社協総務担当者会議(8/4) 

２ 市町社協役職員研修の開催 

・市町社協監事研修会(4/19) 

・市町社協新任職員研修会(5/16、17) 

・市町社協中核リーダー研修(4月～2月) 

・市町社協会計実務研修会(7/20) 

・市町社協トップセミナー(12/20) 

 事  業  内  容 

１ 民間社会福祉施設運営基金助成事業の実施 

助成実績 68 件 9,930,000円(３月末現在)※一般助成のみ 

２ 福祉施設経営指導事業の実施  

相談件数 798件 

３ 経営に関する研修会・セミナー等の開催 

研修実績 12 研修 参加人数：計 2,990人 

市町社協新任職員研修会 

平成 29 年５月 16,17日 
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【成果】 

静岡県災害派遣福祉チーム（静岡ＤＣＡＴ）の人材を養成したことにより、災害発生後

の避難所や福祉避難所で災害関連死防止に向けた支援活動ができる体制を整えた。 

地域の防災訓練や関係団体の研修に出向いたり、避難所マニュアルへ掲載されたことで、

静岡ＤＣＡＴが広く周知された。 

※静岡 DCAT…静岡 Disaster Care Assistance Team 

 

４ 静岡県災害福祉広域支援ネットワークの活動 

 ア 静岡県災害福祉広域支援ネットワーク支援協力申出書の受理 

   ・県内 52法人から 196人分の申出を受理し、96人の登録員を養成 

 イ 県地域福祉課との災害時福祉人材派遣情報伝達訓練の実施(8/30,1/17） 

 ウ 静岡 DCAT 登録員養成研修の開催 49人受講（第１回：9/4,5） 

47人受講（第２回：2/26,27） 

 

 

 

 

 

 

 

エ 静岡 DCAT登録員スキルアップ研修カリキュラム会議の開催（10/16） 

オ 静岡県災害福祉広域支援ネットワーク会議の開催(1/26) 

カ 静岡 DCAT活動用資機材の整備（寄附金によるビブス・移送支援用具の購入） 

    ・静岡県社会福祉法人経営者協議会による移送支援用具の無償貸与(1/26) 

 

 

 

 

 

 

キ 静岡 DCATの広報周知活動、平時の支援活動、出張講座 

    ・他県ネットワーク会議への参加（6/23群馬県） 

  ・要援護者シンポジウムへの登壇（9/11県重症心身障害児者を守る会主催） 

   ・日本介護福祉学会参加（10/1） 

   ・西部地区老人福祉施設協議会研修（10/23） 

     ・西豊田小学校区福祉避難所運営訓練(11/3～4) 

      ・小鹿 3丁目町内会自主防災訓練(12/3) 

      ・災害支援団体やらざあ駿河定例会(1/9) 

      ・はまきたフォーラム(2/17) 

    ・東部地区経営協事務研修会(3/1) 

      ・災害福祉支援セミナー（3/6）※県経営協と共催 

   ・伊豆市福祉避難所研修会(3/15) 
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重点プロジェクト事業 

 １ 「ストップ！子どもの貧困」ネットワークプロジェクト 

 貧困の連鎖によって、子どもたちの将来が閉ざされることのないよう、多様な機

関・団体等がつながり、子どもの貧困対策に向けた仕組みづくりに取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

 子どもの貧困問題への理解と取り組みが広がる中、「こども食堂」をはじめ、子どもが 1人でも

立ち寄れる居場所の必要性が高まっていることから、さらなる広がりを支援していく必要がある。

そのため、本年度新たに立上支援の助成事業を立ち上げるとともに、ガイドブックの作成や情報

交換会の開催を行い、子どもの居場所づくりに取り組むきっかけを提供し、居場所立上の促進に

努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事  業  内  容 

１ 子どもの貧困問題等に係る現状の把握 

・県社協内プロジェクト会議の開催（県身元保証制度の見直し） 

２ 子どもの居場所（こども食堂含む）の立上支援 

・居場所立上助成事業（ふれあい基金） 

・「子どもの居場所づくり」の活動を広げるためのセミナー開催（県委託事業） 

東部：平成 30年２月 14日（水）参加者 65人 

中部：平成 30年２月 15日（木）参加者 56人 

西部：平成 30年２月 19日（月）参加者 52人 

・子どもの居場所づくりを始めたい人のためのガイドブック作成（県委託事業） 

 1,600部作成し、関係機関へ配布した。 

【子どもの居場所づくり立ち上げガイドブック】 

【子どもの居場所づくりセミナーの開催】 
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２ 権利擁護を軸とした地域のつながりプロジェクト 

 地域で生きづらさを抱える人が安心して生活するために、権利擁護の充実を目指

して、市町（地域）に向けた働きかけを行うとともに、あらゆる機関がつながりを

もち、支え合う仕組みづくりを推進した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

成年後見制度に係る現状や課題を各市町行政・社会福祉協議会・専門職団体・家庭裁判所で

共有するとともに、市民後見人等の育成・活用のための体制づくりや、地域連携ネットワーク

及び中核機関の構築に向けた関係機関の連携の必要性を共有することが出来た。 

 

 

 

 

 

 

 

 事  業  内  容 

１ 障がい児者関係団体等の協議の場づくり 

 ・障がい者週間の集い（12/8） 

・静岡県障害者社会参加推進協議会への参加（年２回） 

・神谷基金障がい者自立支援活動奨励事業の実施(表彰式 12/8) 

最優秀賞 １事業所 

   優秀賞  ５事業所 

  奨励賞  ４事業所 

２ 権利擁護関係機関連絡会議の設置 

 ・静岡県成年後見制度利用促進協議会（県内５地区） 

（９/４、９/５、９/６、９/11、９/13） 

３ 社会福祉法人における権利擁護の取組推進 

県内の実態及び意識等の調査 

静岡県成年後見制度利用促進協議会（県内５地区）

平成 29年９月９,５,６,11,13日 
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基本目標１ 地域福祉を支える人づくり 

実施目標１ 住民の意識と主体的な行動力を高めます 

推進事項１ “暮らし・安心・支え合い”福祉のまちづくり県民運動の実施 

  「ふじのくに健康福祉キャンペーン推進協議会」に参画し、広域的な見地から、

県民福祉の日(10 月 20日)を中心とした県民運動において、地域における深刻な

生活課題の解決や社会的孤立の防止に関する啓発活動を展開した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) “暮らし・安心・支え合い”福祉のまちづくり

県民運動の実施(主に 10～11月) 

ア 県民福祉の日に関する広報啓発事業 

 ①他団体が実施する行事等への協賛 

  広報紙等への「県民福祉の日」PR広告の掲載 

  イベントへの参画 

 （8/20フェスタシズウエル） 

 ②「県民福祉の日」PR 広告のチラシの作成、配

布、広報依頼（10,000枚、県内の社会福祉法

人、行政、賛助会員団体・企業等に配布、広

報依頼） 

③ポスター（A２版）の作成・配布 

  （3,400枚、県内の社会福祉法人、行政、賛助

会員団体・企業、コンビニ等に配布） 

④のぼり旗の設置 

 （シズウエル、県庁、県健康福祉センター等に

設置） 

⑤県庁前立て看板の設置（9/22～10/20） 

⑥シズウエルに横断幕の掲揚(9/20～10/31) 

⑦ 「社会福祉しずおか 10月号（特別号）」の作

成・配布 

⑧ マスコミを活用した広報・啓発活動の実施 

イ 福祉のまちづくり絵画コンクールの開催 

県内小学校等の１年生～６年生の児童を対象

に、「やさしさでつながる福祉のまち」をテーマ

とした絵画作品を募集。応募総数 753作品 

・最優秀賞、優秀賞等 16作品を選定し、その他

入選を選定。 

・最優秀賞、優秀賞を健康福祉大会で表彰

（10/25） 

・入選以上の作品を県内 3か所で展示 

西部：磐田アミューズ豊田 

10/27～11/8日 ※13日間 

 

 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉の諸問題に対する社

会的関心の喚起、理解の促

進に寄与している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横断幕 

シズウエルに掲揚 
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中部：県庁別館 21階 

     11/14～27日 ※14日間  

東部：サンウエル沼津 

1/5〜1/19 ※15日間 

ウ 福祉カレンダーの作成・配布 

上記コンクール入賞作品16作品を使用してカレ

ンダーを作成、配布 

※カレンダーには福祉に関する日（県民福祉の

日や介護の日等）を書き入れ、その周知と福

祉教育等に活用 

(2) 静岡県健康福祉大会の開催 

（10/25、グランシップ) 

講演：「自分を支える心の技法」 

      名越 康文 氏（精神科医） 

   式典：表彰、大会宣言 

(3) 各福祉週間等啓発事業 

ア 児童福祉週間 

児童養護施設の子どもたちによる鯉のぼり作

成、掲揚(4/28～5/11) 

イ 老人週間 

地域包括ケアシンポジウム開催(9/8 静岡市民

文化会館大会議室) 

ウ 児童虐待防止月間 

児童虐待防止静岡の集い（11/11） 

オレンジリボンたすきリレー（11/11） 

エ 障がい者週間 

 障がい者週間の集い（12/8） 

 

 

 

 

 

 

継 続 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童福祉週間 

鯉のぼり掲揚 

（シズウエル 4/28~5/11） 

地域包括ケアシンポジウム 

平成 29年９月８日 
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推進事項２ 市町社協等と協働して住民の主体形成を図ります 

  １ ボランティア活動推進事業 

市町社協ボランティアセンターの支援強化並びに地域活動団体及びＮＰＯ関

係団体の活動を支援した。 

また、東海地震等大規模災害発生時に、適切に対処するため、県内社協の体

制整備、職員の資質向上に努めた。       

                         

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) ボランティア活動推進事業 

 ア 市町社協担当者会議の実施 

   ※地域福祉教育担当者会議と合同 

   6/21、34人参加 

（レイアップ御幸町ビル） 

内 容 

基調説明『“今”社協が取り組むべき 

ボランティア・福祉教育』 

講師：全国社会福祉協議会全国ボランティア・ 

市民活動振興センター地域福祉部 

参事 千葉 和成 氏 

   グループワーク 

    ①『ボランティアセンターの取組』 

    ②『学校における福祉教育の取組』 

    ③「我が事・丸ごと」の地域づくりの強化に 

向けて 

進行：県社協 

助言：全国社会福祉協議会全国ボランティア・ 

市民活動振興センター地域福祉部 

参事 千葉 和成 氏 

イ ボランティアコーディネーター養成研修の実施 

12/21、14人参加 

  （静岡県男女共同参画センターあざれあ） 

講義「ボランティアが活動しやすい環境づく

りのために」 

協議「自らのボランティアコーディネーショ

ン業務を振り返る」 

講師：認定特定非営利活動法人ボランティア

コーディネーター協会  

   横浜創英大学 こども教育学部 

   教授 小野 智明 氏 

 ウ 災害支援活動あり方検討会の開催 

   第 31回（10/31） 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

市町社協ボランティアセ

ンターの機能強化及び担当

職員や県内ボランティアコ

ーディネーターの資質向

上、災害発生時に向けた体

制強化、ボランティア活動

の活性化、地域課題の解決

に向けた活動の活性化な

ど、社会的排除のない地域

づくり・人間関係づくりに

寄与している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県災害ボランティア本部・ 

情報センター設置訓練 



 

23 

 

エ 県災害ボランティア本部・情報センター設置

訓練の実施 

9/27、県社協、ボラ協ほか 

県総合社会福祉会館 2階ボランティアビューロー 

県災害ボランティア本部・情報センターの

立上及び市町災害ボランティア本部との災害

時用のシステムを使用した情報伝達訓練を実

施 

オ  災害ボランティア活動用資機材に関する覚書

締結式の開催（西部地域：袋井市） 

   5/30 社会福祉法人明和会法人本部 

災害ボランティア活動用資機材に関する覚書

締結式の開催（東部地域：長泉町） 

   3/26 社会福祉法人蒼樹会 特別養護老人 

ホーム さつき園 

カ 市町社協災害対応研修会 

   7/7 28人参加 

   講義・演習「社協職員に必要な 

ファシリテーションのスキル」 

  講師：日本ファシリテーション協会 鈴木まり子 氏 

にいがた災害ボランティアネットワーク 李 仁鉄氏  

キ 『企業と地域の「新しい」連携・協働のカタチ』

を考えるセミナー 

   1/31 47人参加 静岡市民文化会館 

講演『企業との連携・協働の取組を考える』 

   講師：CSR・協働コーディネーター池上直樹氏 

報告：『静岡県内企業の社会貢献活動のヒアリ

ング調査報告』 

コーディネーター：CSR・協働コーディネーター 

池上 直樹 氏 

調査報告：静岡大学教育学部生涯教育課程 

事例報告：㈱杏林堂薬局 調剤営業本部  

部長 河合 幸久 氏 

     浜松信用金庫 総務部総務課  

課長 山岸 智宏 氏 

 

 (2) 静岡県社会福祉協議会ふれあい基金事業の実施 

 ア 県ボランティア協会への助成 

   ①リフトバス運行事業 

   ②ボランティア研究集会事業 

   ③市民活動推進事業 

   ④「ケアする人のケア」事業 

継 続 

 

 

〃 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

各団体の活動意欲の向上

及び活動充実に寄与してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害ボランティア活動用資機材に

関する覚書締結式（長泉町） 
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 イ （１）地域福祉・ボランティア活動等推進助成

事業、活動奨励、活動推進事業（先駆的含）、

セルフヘルプ活動支援事業、東日本大震災に係

る避難者交流活動助成事業、子育て支援実践交

流会助成事業、（２）しずおかの居場所立上助

成事業、（３）しずおかの地域づくり活動賞 

① 募集開始：市町社協、NPO、マスコミ等への

周知（（１）平成 29 年 4月～、（２）・（３）

平成 29年 7月～） 

県内 155 団体（（１）94団体、（２）居場所立

上 33団体、（３）地域づくり活動賞 28団体）

から申込 

② 奨励・助成先の審議 

（１）第 1回ふれあい基金運営委員会（5/26） 

43団体の奨励・助成先を決定 

活動奨励賞（8団体）、活動推進助成（27 団体：

先駆的助成 4団体含）、セルフヘルプグループ

活動支援助成（5 団体）、東日本大震災に係る

避難者交流活動助成事業（3団体）  

（２）居場所立上助成事業書面審議（平成 29 年 11 月） 

    （３）第 2回ふれあい基金運営委員会（1/19） 

③ 贈呈式（6/28、3/14）  

（１）奨励・助成団体等 43団体出席 

（２）受賞団体 9団体出席（地域づくり活動賞） 

④奨励・助成総額   15,766千円 

（１）奨励・助成総額 12,069千円 

（２）居場所立上助成金 2,847千円 

（３）地域づくり活動賞  850千円 

 

(3) ＡＢＣしあわせ基金車両贈呈事業の実施 

申込のあった 70 団体について「ABC しあわせ基

金運営委員会」（3/23）で審議し、4 団体に決定、

車両贈呈式（7/21）を開催した。 

  寄贈団体 

①社会福祉法人見晴学園 

寄贈車両：スズキ アルトＬ 

②特定非営利活動法人ほがらか 

寄贈車両：スズキ スペーシア   

③特定非営利活動法人やまっこの家 

寄贈車両：トヨタ シエンタ 

④社会福祉法人掛川市社会福祉協議会 

寄贈車両：ダイハツ ミライース 

ＡＢＣしあわせ基金車両贈呈式 

平成 29 年７月 21日 
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 ２ 地域福祉教育推進事業 

平成 23 年度に策定した「静岡県における地域福祉教育推進に係る基本指針」

に基づき、住民主体の地域福祉を進める上での基盤である福祉教育を推進し、

子どもからお年寄りまで全ての住民を対象に福祉に対する啓発・活性化を図る

ことにより、地域住民自らが主人公となった草の根的な「福祉のまちづくり」

を進めた。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 地域福祉教育推進事業 

 静岡県地域福祉教育推進計画の推進 

 ア 静岡県地域福祉教育推進委員会の開催（年 3回） 

【第 1回】8/28 参加者 12人 （愛知教育大学 

名誉教授 増田 樹郎 氏 他） 

内容：地域福祉教育に係る手引き（仮）の 

検討 他 

【第 2 回】11/9 参加者 12 人（愛知教育大学名誉

教授 増田 樹郎 氏 他） 

内容：地域福祉教育に係る手引き（仮）の 

検討 他 

【第 3回】12/11参加者 15人（愛知教育大学名誉

教授 増田 樹郎 氏 他） 

内容：地域福祉教育に係る手引き（仮）の 

検討 他 

 

 イ  地域福祉教育推進シンポジウムの開催 

   8/9、100人参加 

   内 容 

記念講演『今、なぜ福祉教育が必要なのか』 

講師 愛知尾北福祉教育・ボランティア学習 

研究所 所長 清水 将一 氏 

記念シンポジウム 

『今、なぜ福祉教育が必要なのか』 

コーディネーター 愛知教育大学名誉教授 

 増田 樹郎 氏 

助言者 愛知尾北福祉教育・ボランティア学習 

研究所 所長 清水 将一 氏 

シンポジスト 社会福祉法人天竜厚生会  

理事長 山本 たつ子 氏 

シンポジスト 静岡県教育委員会義務教育課  

指導監 室伏 伸明 氏 

シンポジスト 静岡県中部難病ケア市民ﾈｯﾄﾜｰｸ 

事務局長 加賀 敦 氏 

継 続 

 

地域福祉教育を通じて、

「みんながしあわせ」と感

じられる地域社会を実現

するため、住民の地域福祉

への関心及び地域活動へ

の参加機運の醸成、住民の

地域活動への参加拡大に

寄与している。 
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シンポジスト 社会福祉法人静岡県社会福祉協議会 

福祉企画部長代理 西村 慎言 

 

 ウ 市町社協担当者会議の実施 

   ※ボランティア担当者会議と合同 

   6/21、34人参加（レイアップ御幸町ビル） 

内 容 

基調説明『“今”社協が取り組むべきボラン 

ティア・福祉教育』 

講師：全国社会福祉協議会全国ボランティア・ 

市民活動振興センター地域福祉部 

参事 千葉 和成 氏 

   グループワーク 

    ①『ボランティアセンターの取組』 

    ②『学校における福祉教育の取組』 

    ③「我が事・丸ごと」の地域づくりの強化に 

向けて 

進行：県社協 

助言：全国社会福祉協議会全国ボランティア・ 

市民活動振興センター地域福祉部 

参事 千葉 和成 氏 

 

３ 教員免許取得のための介護等体験事業 

小学校及び中学校教諭の普通免許証取得希望者に義務付けられている社会福

祉施設での介護等体験において、円滑に実習ができるように大学、施設との受

入調整業務を行った。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

「社会福祉施設での介護等体験」の実施 

体験申込者数 42大学・短期大学部 979人 

辞退者 17人 

 

ア 介護等体験事前指導の実施 

・静岡大学人文社会科学部・理学部 H29.7/25  37 人 

・東海大学海洋学部 H29.12/2、24人 

 

継 続 学生の高齢者や障がい

児者に対する介護等の体

験をとおして、思いやりの

ある職業人の育成に寄与

するとともに、施設側にと

っては、学生の受入を通し

て、サービスの向上につな

がっている。 
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実施目標２ 地域福祉活動の核となる人材を育成します 

推進事項１ 小地域福祉活動リーダーの育成を支援します  

小地域福祉活動の推進・まとめ役、実際に活動を担う人(自治会役員や地域活動

者等）を養成する指導者を育成した。 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

小地域福祉活動リーダー指導者養成事業 

・小地域福祉活動リーダー養成プログラム作成委員会 

の設置（年 1回） 

【第 1回】8/28、参加者 12人（愛知教育大学 

特別教授 増田 樹郎 氏 他） 

内容：「小地域福祉活動のすすめ」活用 

モデル地域について 他 

 

継 続 

 

 

小地域福祉活動を推進

する上で、核となる人材の

育成研修と、住民自らが活

動するためのツール（プロ

グラム）の作成を通じて、

地域活動の活性化、継続化

に寄与している。 

 

 

推進事項２ 地域福祉コーディネーター、社協職員を育成します  

複合的な課題を抱える人や家族に対して総合的な支援を行う地域福祉コーディ

ネーターや、地域住民が主体となる活動を促し継続的な支援や調整を行う人材を

育成した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1)担い手づくり研修事業 

【みんなで支える地域福祉促進事業】 

 ア ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ養成研修 

Step1 (7/14、15) 40人 

講師：日本地域福祉研究所理事（日本社会事業大学准

教授）菱沼 幹男 氏 

 内容 

①講義Ⅰ「新たな社会福祉システムとコミュニティソ

ーシャルワークの機能」  

②講義Ⅱ「コミュニティソーシャルワークのプロセス

と技法」 

③ワークショップⅠ「コミュニティソーシャルワーク

視点による個別課題アセスメント」 

④ワークショップⅡ「コミュニティソーシャルワーク

視点による地域アセスメント」 

⑤ワークショップⅢ、Ⅳ「コミュニティソーシャルワ

ークの実践プランニング」 

Step2（2/9、10） 

講師：日本地域福祉研究所  

(日本社会事業大学准教授)菱沼 幹男 氏 

日本地域福祉研究所主任研究員 

（静岡福祉大学特任教授）青山 登志夫 氏 

 

 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の生活課題を解決する

ための住民主体の地域福祉活

動の活性化や住民と様々な関

係者とのネットワークの構築、

地域福祉推進の中核的役割を

果たすための社協の職員基礎

スキル向上に寄与している。 

地域の多様な生活課題を受

け止めるための社協の総合相

談機能の強化につながってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ養成研修 Step1 



 

28 

 

日本地域福祉研究所 

(浦和大学講師)大島 隆代 氏 

①実践報告 

  報告者：小久江 陽子 氏（静岡市社会福祉協議会 葵区

地域福祉推進センター 主任） 

②グループコンサルテーション「グループコンサル～

事例を基に～」 

③ ネットワーク会議のロールプレイ 

④ 講義「チームアプローチ」 

⑤ 講師：日本地域福祉研究所主任研究員 

静岡福祉大学特任教授 青山 登志夫 氏 

 

 イ ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ養成研修受講者継続研修 

  （9/1）15人 本年度は地域福祉実践研究セミナーの

ワークショップ⑥と合同で開催 

  内容 

  ①講義 

「生活支援体制整備事業と生活支援コーディ 

ネーターの役割」 

講師：特定非営利活動法人日本地域福祉研究所 

理事 菱沼 幹男 氏 

  ②事例報告 

「県内における生活支援サービスの取組」 

報告者：社会福祉法人磐田市社会福祉協議会 

課長補佐 守谷 充子 氏 

磐田市豊岡地区社会福祉協議会  

会長 江間 彦之 氏 

NPO法人たすけあい遠州  

代表理事 稲葉 ゆり子 氏 

コメンテーター：静岡福祉大学社会福祉学部  

健康福祉学科教授 西尾 敦史 氏 

③グループワーク１ 

「地域の困りごと、活動する中での悩み・課題を考える」 

④グループワーク２ 

「悩み、課題に対しての解決方法を考える」 

⑤ワークショップ総括 

    特定非営利活動法人日本地域福祉研究所  

理事 菱沼 幹男 氏 

    特定非営利活動法人日本地域福祉研究所 

主任研究員 秋山 由美子 氏 

静岡福祉大学社会福祉学部  

健康福祉学科教授 西尾 敦史 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

29 

 

 ウ コミュニティワーク研修会 

①地域における「移動支援」とサービス開発 

11/28 39 人参加（静岡県総合社会福祉会館シズウエ

ル） 

講義：移動・外出支援の法的整理＆事例＆動向 

演習：感想や今後取り組みたいことについて 

講師：NPO法人 全国移動サービスネットワーク 

   副理事長 河崎 民子 氏 

②地域アセスメント 

12/15 40人参加（静岡県男女共同参画センター「あ

ざれあ」） 

講義：地域アセスメント 

演習：地域アセスメントの手法を学ぶ 

講師：駒澤大学文学部社会学科社会福祉学専攻 

   准教授 川上 富雄 氏 

③地域福祉(活動)計画 

2/1 33人参加（レイアップ御幸町ビル） 

講義：地域福祉（活動）計画について 

演習：地域の強み・弱みと現在の計画の特徴を 

考える 

  講師：聖徳大学 心理・福祉学部社会福祉学科 

教授 豊田 宗裕 氏 

 

エ 多文化ソーシャルワーカー育成研修 

  ①基礎研修（県内外国人の状況、外国人と社会保障、

事例検討等） 

中部：(県庁会議室)6/23 

東部：（沼津市立図書館）7/12 

  ②多文化共生ネットワーク構築のための情報交換会 

   中部：（静岡県弁護士会館）12/11 

   西部：（浜松市多文化共生センター）12/13 

   東部：（沼津市役所）12/18 

継 続 
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推進事項３ 民生委員・児童委員が活動しやすい環境づくりとリーダー層の研修を

実施します 

  民生委員・児童委員活動と社協活動の連携強化を図るため、活動の基盤で

ある法定地区民児協の活動を支援するとともに、民生委員・児童委員が住民の

身近な相談・支援者としての役割を担うための研修を開催した。 

  また、市町民児協事務局、県・市町行政、市町社協との合同会議を開催した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 民生委員・児童委員のための相談技法に関する研

修会の開催 

7/28 参加者 71 人（東部地区） 

7/27 参加者 54 人（中部地区） 

7/21 参加者 81 人（西部地区） 

(2) 法定地区民児協会長研修会（民生委員制度創設 100

周年金・児童委員制度創設 70周年記念 静岡県民生委

員児童委員大会）の開催 

（11/22 約 2,700人） 

(3) 主任児童委員研修会の開催(1/30 98人) 

(4) 障がい者の社会参加促進シンポジウムの開催 

                 （12/8 36人） 

(5) 全国民生委員・児童委員大会等参加費助成事業の 

実施 

(6) 市町法定地区民生委員児童委員協議会への講師 

派遣 

①磐田市向陽台地区民児協（7/12） 

 ②磐田市民生委員児童委員協議会（7/25） 

 ③牧之原市相良地区民生委員児童委員協議会（8/16） 

 ④焼津市和田地区民生委員児童委員協議会（8/17） 

 ⑤静岡市葵区民生委員児童委員協議会（8/31） 

 ⑥焼津市大井川地区民生委員児童委員協議会（9/15） 

 ⑦沼津市民生委員児童委員協議会（9/25） 

 ⑧駿東郡民生委員児童委員連絡会（9/25） 

⑨裾野市民生委員児童委員協議会（10/3） 

(7) 県民生委員児童委員協議会の事務受託 

継 続 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

〃 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〃 

相談援助にあたる際の基

本的な知識・技術の習得、

向上につながった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉協議会との連携

の重要性について、再確認

の場につながっている。 

 

 

 

 

民生委員・児童委員のための相談技法

に関する研修会 

（平成 29年 7月 21・27・28日開催） 
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実施目標３ 福祉サービスの担い手を確保・育成します 

推進事項１ 福祉・介護現場の魅力ややりがいの発信と、きめ細やかな就労支援に

より、より多くの就労につなげます 

１ 福祉サービスの担い手の確保の推進 

今後、益々拡大していく福祉・介護ニーズに対応していくために必要な福

祉・介護サービスを提供する人材の安定的確保が重要である。 

福祉人材センターでは、福祉・介護職場の魅力ややりがいを積極的に発信す

るとともに、福祉・介護人材確保のため、求人・求職のマッチングをきめ細や

かに行うなど、求人事業所及び求職者を支援した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 福祉人材無料職業紹介所の運営（本所・東部支所） 

求人・求職登録・就職状況（３月末現在） 

   新規求人登録数 13,147人 

   新規求職登録数 3,311人 

就 職 者 数    594人（県全体 759人） 

 

(2) 社会福祉人材センター運営委員会の開催 

第 1 回 

日 時  平成 29年 7月 12日(水) 13：30～ 

場 所  静岡県総合社会福祉会館シズウエル 

内 容  (1) 平成 28年度事業報告について 

      (2) 平成 29年度事業計画について 

 

(3) 広報・啓発推進事業の実施 

ア 広報（テレビＣＭ放送）の実施 

 （6/12～7/14）民放４局 計 75本 

 （2/17～3/16）民放４局 計 132本 

イ リーフレットの発行 5,000部発行（予定） 

 ウ 社会福祉アクセスガイドの発行 2,700部 

  エ 人材センター利用の手引きの発行 2,000部 

オ 求人の手引きの発行 1,200 部（全社協のシステム変更

継 続 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

全国的に福祉・介護

人材の確保が厳しくな

っている中、594 人の

就職者を確保できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マンガ冊子の作成

やテレビＣＭの放送、

インターネットによ

る情報提供等により、

広く県民に広報・啓発

を行い、福祉の仕事に

対するイメージアップ

福祉のお仕事魅力発見セミナーの様子 

（平成 29年 7月 20日浜松市立双葉小学校） 
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のため予定より 400部増刷） 

 カ 人材センター年報の発行 150部発行  

キ イメージアップ漫画「シアワセノレンサ」5,000部 

ク ホームページの公開サ－ビスの実施（随時） 

ケ 街頭ビジョンの放映 

 （2/3～3/16）えんてつビジョン 

（2/3～3/2）沼津ラクーンビジョン 

 

(4) 福祉の就職支援セミナーの開催 

  求職者を対象に福祉の仕事に対する理解促進と就職活

動の支援を目的としたセミナーの開催 

会場：静岡県総合社会福祉会館 

第１回：10/16（月）10：00～13：30 

第１部：「コミュニケーション心理学」 

  天使の花仕事 代表 深津 美穂 氏 

第２部：「福祉現場からのメッセージ」 

参加者：49人 

 

第２回：11/24（金）10：00～13：30 

第１部：「これってあり?知って役立つ労働法」 

静岡労働局雇用環境・均等室 

室長 長澤 達士 氏 

第２部：「福祉現場からのメッセージ」 

参加者：22人 

 

(5) 福祉の就職・進学フェアの開催 

   福祉職場への就労希望者のための就職フェアと、福祉

系学科等への進学希望者を対象とした進学フェアの同

時開催 

 ア 就職フェア事前研修会の開催 

   就職フェアにおける効果的なブース運営の方法やそ

の準備について学ぶ研修会の開催 

  日 時：６月５日（月）10:30～16:00 

会 場：静岡労政会館 6階 ホール 

参加者：118人 

  講 師：らしさ研究所代表 門野 友彦 氏 

 

 イ 第Ⅰ期 

「平成 29年度福祉の就職＆進学フェア」開催（参加者数） 

① 東部 プラサ ヴェルデ（6/24 53人） 

② 西部 アクトシティ浜松（7/2 32人） 

③ 中部 グランシップ（7/15 69人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

継 続 
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や人材センターの周知

につなげた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談会に先立ち行

った就活の方法やト

ーク術のセミナーは、

参加者から今後の参

考になったと評価を

得た。 

 また、昨年度から開

始した「就職フェア事

前研修会」に参加した

各事業所は、若い職員

が対応し、具体的な事

業所のらしさを PR し

たブースづくりの工

夫がみられ、研修の成

果が表れていた。 

 

 

第１回『ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ心理学』 

講師 深津 美穂 氏 
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ウ 第Ⅱ期 

「平成 29年度福祉の就職＆進学フェア 

～ふくしの就活カフェ～」 

① 西部 アクトシティ浜松（10/24 14人） 

② 東部 プラサ ヴェルデ（10/31 21人） 

③ 中部 静岡音楽館 AOI（11/8 22人） 

 

エ 第Ⅲ期 

「SHIZUOKA福祉の就職＆進学フェア」 

① 東部 プラサ ヴェルデ（平成30年 3/3  62人） 

② 中部 グランシップ（平成30年 3/10 84人） 

③ 西部 アクトシティ浜松（平成 30年3/17 79人） 

 

(6) 福祉・介護人材確保実践セミナーの開催 

人材確保に向けた経営者の意識改革を目的としたセ

ミナーの開催 

日 時：平成 29 年 12月 15日（金）13:00～16:30 

会 場：グランシップ 11階 会議ホール「風」 

参加者：67人 

第１部（講演会） 

テーマ：伸こう福祉会における人材確保、育成戦略 

～人づくり・経営品質向上を目指して～ 

講 師：社会福祉法人伸こう福祉会（神奈川県） 

理事長 足立 聖子 氏 

第２部（ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ） 

テーマ：多様な福祉人材確保・育成を考える 

～魅力ある職場づくりを目指して～ 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：社会福祉法人松渓会  

理事長 武居 敏 氏 

助 言 者：社会福祉法人伸こう福祉会  

理事長 足立 聖子 氏 

登 壇 者：①社会福祉法人八生会  

特別養護老人ﾎｰﾑ梅香の里施設長 花木君子氏 

②社会福祉法人静和会  

特別養護老人ﾎｰﾑ丸子の里施設長 成岡桂子氏 

③社会福祉法人春風会 法人本部 

   本部長 木内 和実 氏 

 

(7) 福祉のお仕事魅力発見セミナーの開催 

（４月～３月 県内小学校・中学校・高等学校） 

県内の学校を訪問し、福祉・介護の仕事について興味・

関心、理解を深める出前講座を実施した。  
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〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法人、事業所の代表者

を対象に人材確保、定

着について講演会と

シンポジウムを通じ

て学び、「法人として

の人材確保の様々な

チャレンジは参考に

なった。」「職員に対す

る法人の姿勢が明確

でこうあるべきだと

思った。」などの声が

聞かれ、経営者の意識

改革に寄与した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年間実施目標回数

150回を上回る 167回

を実施し、将来を担う

世代の福祉・介護への

第Ⅲ期就活セミナー 

講師 長谷川 玲子 氏 
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実施状況 

 

（8）福祉のしごと学び体験ツアーの開催 

中・高生等を対象に介護分野を含む福祉現場の見学や

体験のツアーを実施した。 

＜実績＞ 

地区 日程 法人名 参加人数 

東部 8/3(木) (福)春風会 35人 

中部 7/25(火) 

コミュニティホーム長者の森・

（N）インクルージョン志太池ち

ゃん家・ドリームケア 

39人 

西部 7/31(月) 
聖隷クリストファー大学・（福）

ひかりの園 

40人 

計 114人 

 

(9) 保護者向け啓発資料の作成、配付 

小学生・中学生・高校生の保護者に福祉の仕事に対す

る正しい情報を提供し、イメージアップを図った。 

「職業『ふくし』２」と題して 1万部作成し、福祉の

お仕事魅力発見セミナーを行った小中高校の児童生徒を通

じて保護者に配布するとともにイベント等で配布し啓発を

図った。 

 

(10) 福祉人材マッチング機能強化事業の実施 

ア キャリア支援専門員の設置 ５人 

（平成 29年４月１日～平成 30年３月 31日） 

① ハローワークへの出張相談 131回、施設・事業所訪

問 251か所、求職者・求人者への個別支援等を実施

種別 種別 
申込数 実施数 

校数 回数 校数 回数 

小学校 

公立 36 70 36 70 

私立 0 0 0 0 

計 36 70 36 70 

中学校 

公立 31  56 31  56 

私立 3 8 3 8 

計 34 64 34 64 

高等 

学校 

公立 11 23 11 23 

私立 4 7 4 7 

計 15 30 15 30 

その他 1 3 1 3 

合  計 86 167 86 167 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

参入促進を図った。 

・アンケート結果 

 (小学生) 

セミナー受講後、福

祉の仕事に興味を

持った。…85％ 

(中高生) 

福祉の仕事は、｢や

りがいがありそう｣

｢楽しそう｣と回答

した生徒がセミナ

ー前後で大幅に増

加した。 

中学生…45⇒56％ 

 高校生…40⇒48％ 

 

申込者多数のため、

今年度より先着順か

ら抽選とした。高齢・

障がい・就労支援施

設・認定こども園等、

様々な福祉分野への

見聞を広め、福祉への

関心を一層深める機

会となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャリア支援専門

員による各種マッチ

ング機能強化事業に

より、計 264人の採用

につながった。 
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（３月末現在） 

② 大学等での福祉の仕事ガイダンスの実施  

大学２回（２校）、短大１回（１校）、 

専門学校１回（１校） 

③ 介護職員養成機関でのガイダンスの実施 

 介護職員初任者研修実施機関 ２回 

 介護職員実務者研修実施機関 ２回 

 就職支援セミナー      ２回 

④ 組織へのガイダンス   静岡労働局 ４回 

 

イ アドバイザーの設置 

(公認会計士、社会保険労務士に委嘱) 

人事管理や労務管理及び経理事務等に関する専門的

な相談会の実施した。 

＜相談件数＞ ※３月末現在     (単位：件) 

区 分 東部 中部 西部 計 

公認会計士 事業所 － 188 － 188 

社会保険 

労務士(3名) 

事業所 12 57 8 77 

従事者 0 4 0 4 

計 12 249 8 269 

 

 ウ 中山間地域での情報発信 

   県内の中山間地域の各市町社協等の協力を得て、福祉

まつり(ふれあい広場)会場内で人材センターのＰＲ

と就職相談を実施した。 

  ・福祉まつり会場、ショッピングセンター全 19 か所に

参加 

 エ ミニ就職相談会の開催 

   求人確保の要望に対応するため、毎月１回、本所・東

部支所において開催。  （30年 3月末）  

場所 開催回数 参加法人 求職者数 延相談数 採用人数 

中部 12回 144法人 222人 362件 36人 

東部 11回 98法人 295人 205件 19人 

計 23回 242法人 517人 567件 55人 

 

 オ 採用担当者研修会の開催 

   採用担当者の中には、異動により突然担当者となる方

も少なくないことから、採用活動のノウハウなどを先進

的な事業所から学ぶ機会を提供した。 

 テーマ：「伸こう福祉会における採用活動の視点と方法」 

 講 師：社会福祉法人伸こう福祉会（神奈川県） 

前田みどり 氏  田中 祥子 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度は、無期雇用に

伴う契約変更等の相

談やパート職員の有

給休暇や残業につい

ての相談が多かった。 

 
 

 

 

 

 

就職相談会や就職フ

ェアを開催していな

い地域に出向き、2648

名の方に人材センタ

ーのＰＲを行うこと

ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

新卒採用を軸とした

採用・定着に関する先

進的な取組事例を紹

介し、参加者アンケー

トでは「できるところ

から少しずつでも取

り組んでいきたい」な

ど前向きな回答が多
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場所 期日 時間 会場 参加人数 

中部 9/13 
10:30 

～ 

16:00 

シズウエル 28人 

西部 9/14 
アクトシティ浜松 

研修交流センター 
33人 

東部 9/21 プラサ ヴェルデ 30人 

合計 91人 

 

(11) 福祉の職場体験事業の実施 

福祉・介護の職場に就職を希望・検討する求職者や福祉

系学校に進学希望・関心のある中学生以上の学生を対象に

した職場体験（４月～２月末、県内の介護施設等で実施） 

              （29年度実績） 

地  区 東部 中部 西部 合計 

延受入施設（箇所） 225 98 56 379 

体験人数（実人数） 211 78 48 337 

延体験日数（日） 440 242 162 844 

 

(12)離職者再就職支援事業 

  社会福祉法の改正により平成 29年度から実施された 

「離職介護福祉士等届出制度」の周知と新制度にかかるシ 

ステム運用の実施した。 

 ア 離職介護福祉士等届出制度説明会(事業所向け) 

地 区 会 場 開催日 参加法人数 

東 部 プラサヴェルデ 6/28（水） ５２法人 

中 部 県総合社会福祉会館 6/22（木） ４８法人 

西 部  浜松市福祉交流センター 7/6（木） ６１法人 

合 計 １６１法人 

 他、4か所で実施。 

 

 イ ポスター掲出による離職介護福祉士への制度周知 

・届出制度の周知を図るためのポスターを作成し、県内

のバス、電車、駅等に掲出し周知を図った。 

(掲出期間 ７月中旬から９月末、３月下旬) 

・医療・福祉情報誌「メディサポ静岡」９月号、３月号 

への周知広告掲載 

 

ウ 離職者届出システム運用  

  中央福祉人材センターの新クールシステム(全国共通)

により届出のあった介護離職者の情報を管理し、情報提供

等を実施した。（H30.3末有効届出数 102人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

新 規 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

く聞かれた。 

 

 

 

 

 

 

体験希望者からの要

望であり、全年度から

高齢分野だけでなく、

児童・障害分野での体

験も可能とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

届出制度周知ポスターの電

車中吊り広告 
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(13)介護職員復職支援事業 

（県介護保険課委託事業６月から実施） 

  結婚、出産等で離職した介護経験者の掘り起こしを行

い、復職希望者に対して復職前研修や職場体験を行うこと

で復職を支援し、介護人材の確保を図った。 

 ア ポスター等掲出による制度周知を図った。 

・ポスター（5,700 枚）、チラシ（44,500 枚）を作成・配

布し、県内の介護保険事業所等に送付。その他、バス、電

車等に掲出し周知を図った。 

・医療・福祉情報誌「メディサポ静岡」への周知広告掲載 

・情報誌「すろーかる」２月号（イベント特集）への介護

職の魅力、セミナー広告の掲載 

・県庁東館別館エレベーター内 CM放送（H29.12～H30.1） 

・パルシェビジョンでのＣＭ放送（H30.1～H30.2） 

・中日ショッパー（H30.1.12 号）へのセミナー広告の掲載 

 イ 復職前研修 

① 「介護のシゴト復職応援セミナー」の実施（30回）

延べ参加者数 388人 (内支援対象者数 44人) 

  ・中部(12回) 

7/11(火)、8/22(火)、9/19（火）、10/16(月)、11/8

（水）、24（金）、12/19（火）、22(金)、1/19(金)、2/6

（火）、20（火）、3/10(土) 

  ・東部（12回） 

10/18（水）、31（火）、11/22（水）、12/20（水）、1/15

（月）、17(水)、23（火）、2/13（火）、21(水)、26(月)、

27（火）、3/3（土） 

  ・西部(6回) 

10/24（火）、12/13(火)、1/12（金）、26（金）、2/16(金)、

3/17（土） 

② 職場体験研修の実施 

   (体験者)3人 (事業所数)9施設 (延日数)25日間 

 ウ マッチングの実施と復職後のサポート 

   支援者数 114人 

採用数  51人 

 

(14) 保育士・保育所支援センターの運営 

ア 就職支援コーディネーターの配置 

① 事業所の保育士募集、求人に関する相談対応 

② 潜在保育士の就労に関する相談対応 

③ 求職者のニーズに合った就職先の紹介、斡旋 

④ 保育士資格の取得等に関する相談対応 

 

新 規 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育士確保が難しく

なっている中、66人の

就職者を結びつけた。 

 

 

 

 

介護のシゴト復職応援セ

ミナー（8/22）飯塚氏 

介護職員復職支援事業 

ポスター・チラシ 
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（３月末現在） 

新規求人登録数 新規求職登録数 就職者数 

499 件 1023人 66人 

  

イ 就職相談会の開催（年４回）  

地 区 会 場 開催日 参加人数 

中部第 1回  グランシップ 7/1（土） 80人 

西 部 浜松こども館 1/13（土） 15人 

中部第 2回  グランシップ 1/20（土） 38人 

東 部 ホテル沼津キャッスル 1/27（土） 23人 

合 計 156人 
 

ウ 保育士現場復帰支援研修（年 4回） 

地 区 会 場 開催日 参加人数 

中部第 1回  グランシップ 7/1（土） 109人 

西 部 浜松こども館 1/13（土） 16人 

中部第 2回  グランシップ 1/20（土） 38人 

東 部 ホテル沼津キャッスル 1/27（土） 21人 

合 計 184人 

 

地 区 講師・講義内容 

中 部 

第 1回 

  

講師：学校法人袋山学園しらこばと幼稚園 

理事長 菊地 政隆 氏 

内容：「魅力いっぱい保育の仕事」 

講義・実技（歌遊び等）  

西 部 講師：Umehana Relations  

代表 松原 美里 氏 

内容：あなたを必要としてる保育の仕事！ 

～これまでの経験を活かして～ 

中 部 

第 2回 

講師：Umehana Relations  

代表 松原 美里 氏 

内容：子どもを“みる” ということ 

   ～子どもの成長や時期による関わり方～ 

東部 講師：Umehana Relations  

代表 松原 美里 氏 

内容：きっとうまくいく！保育職場のコミ

ュニケーション～現場に入る前に知

っておきたいこと～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者の内、36 人

が就職に結びつい

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受講者からは「復職

に役立つ内容でよか

った」「この講座を受

け、現場で活かした

い」など、現場復帰へ

の熱心な声が聞かれ

た。 

 

 

保育士現場復帰支援研修  

(7/1)菊地氏    

「保育のお仕事フェア」

就職相談会（7/1）グラン

シップ 
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エ 出張相談会の開催（年９回） 

  就職支援コーディネーターが、ハローワークに赴き、相

談会を開催し、保育現場の求人情報の提供や保育士資格取

得のためのアドバイス等を行った。 

  また、保育所の先生等による講話（ミニセミナー）の時

間を設け、保育の仕事に興味をもっていただくことで、保

育人材の確保に結びつけた。 

回

数 

地区 会場 開催日 相談

件数 

ﾐﾆｾﾐﾅｰ講師 

1 静岡市 ＨＷ 

静岡 

5/19（金） 4件 静岡学園幼稚園 

園長 

2 中部 ＨＷ 

島田 

6/19（月） 4件 五和保育園園長 

六合第一保育園園長 

3 東部 ＨＷ 

富士宮 

9/19（火） 2件 野中保育園事務長 

4 静岡市 ＨＷ 

清水 

10/20（金） 5件 有度十七夜山保育

園園長 

5 静岡市 ＨＷ 

静岡 

11/17(金) 3件 モコ末広保育園園

長 

6 中部 ＨＷ 

島田 

12/19(火) 1件 くりのみ保育園主

任 

7 中部 ＨＷ 

掛川 

1/26(金) 2件 かけがわのぞみ保

育園園長 

8 中部 ＨＷ 

磐田 

2/19(月) 6件 磐田市こども部幼

稚園保育園課 

幼児教育専門官 

9 東部 ＨＷ 

沼津 

3/19(月) 

 

0件 しんあい保育園園

長 

※ＨＷ：ハローワーク 

オ 保育現場体験事業 

（平成29年6月～平成 30年 2月） 

対象：保育士資格または幼稚園教諭有資格者 

保育士・幼稚園教諭免許資格取得見込者 

体験先：県内保育所及び静岡市内公立こども園等 

   （3月末現在） 

地  区 東部 中部 西部 合計 

延受入施設（箇所） 10 27 7 44 

体験人数（実人数） 5 19 4 28 

延体験日数（日） 17 41 7 65 

 

カ 保育士・保育所支援センター登録システム及びホームペ

ージの管理運営、離職保育士届出制度の周知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現場体験（2/14）野中

保育園（富士宮市） 

ミニセミナー（5/19） 

ハローワーク静岡   

(7/1)  
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キ 潜在保育士就業・再就職支援事業（新規） 

  ①保育士有資格者に対する就業に関するアンケート調

査の実施 （総発送数 857 有効回答数 193） 

 

②「ほいくのお仕事おしゃべりサロン」の開催  

 潜在保育士等が、保育所等の現状について理解を深

め、現役保育士との交流を通じて保育士の魅力ややり

がいを再確認し、就職に向けての不安感を払拭し、早

期再就職を支援した。 

地区 開催日 会場 参加者 

中部 2/22（木） ホテルシティオ 10人 

東部 2/27（火） ホテルグランド富士 10人 

西部 3/1（木） 磐田グランドホテル 7人 

 

 

(15) 静岡県福祉職合同入職式の開催 

ア 合同入職式 

    県内福祉施設に次年度４月採用の新規入職者を対象に

した合同入職式の開催 

地区 会   場 開催日 参加者数 

東部 ホテル沼津キャッスル 3/6(火) 50人 

中部 グランディエールブケトーカイ 2/26(月) 38人 

西部 ホテルクラウンパレス浜松 3/9(金) 22人 

 

  イ フォローアップセミナー 

開催日:11月28日(火)  会場:グランシップ 

参加者数：92人 

   合同入職式参加者を対象としたセミナーと交流会の開催 

 

(16) 介護福祉士修学資金等貸付事業 

 ① 介護福祉士修学資金貸付事業 98人、77,369千円 

 ② 介護福祉士実務者研修受講資金貸付事業 32人、4,888千円 

 ③ 離職介護人材の再就職準備金貸付事業 22人、8,520千円 

 

(17) 保育士修学資金等貸付事業 

① 保育士修学資金貸付事業 242人、176,553千円 

② 保育補助者雇上費貸付事業 10人、23,315千円 

③ 未就学児をもつ潜在保育士に対する保育所復帰支援事業 

  61人、10,546 千円 

④ 潜在保育士の再就職支援事業  36人、12,740千円 

⑤ 未就学児を持つ保育士の子どもの預かり支援事業利用 

料金の一部貸付 1人、63千円 

新 規 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継 続 

 

 

 

 

継 続 

 

 

回答者のうち再就職

希望者 106 人に電話

連絡し、７人が新規求

職登録した。うち４人

に個別就労支援を行

い、１人が再就職に繋

がった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人材センターとの

連携により介護人材

の確保を図った。 

 

・保育人材の確保 

・保育士の雇用管理・

労働環境の改善 

・潜在保育士の職場復

帰促進 

を図った。 

合同入職式の様子 

（平成 30年３月９日 

ホテル沼津キャッスル） 

「おしゃべりサロン」 

（2/22）ホテルシティオ 
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２ インターンシップ制度の実施 

学生が自分の適性や適職を考える機会を提供するため、インターンシップの受

入を行っている。                   

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

インターンシップの実施 

  Aコース 本会業務体験型(２～３月予定) 

テーマ:生活困窮者自立支援 

（日本福祉大学１名） 

Bコース 福祉施設体験型 

「福祉の職場体験」と前後のフォローアップ 

（常葉大学１名） 

継 続 

 

学生に成長の機会を提供

するとともに、県社協及

び福祉業界のＰＲを図る

ことができた。 

 

推進事項２ 人材の育成と職場への定着のため、働きやすい職場環境をつくります 

１ 各種研修の実施 

高い志を持って福祉・介護職場に就職しても、職場内の人材育成システムが十 

分でないことや、将来展望ができないことから離職する例が生じています。 

そこで、福祉・介護職員を対象とした外部研修実施機関として階層別・テーマ 

別の研修会を開催するとともに、人材育成の基本である職場内研修を支援した。 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 福祉・介護職員等を対象とした研修会の開催研修

体系に基づき開催する 64本（5,279人受講）の研

修を実施した。 

(2) 施設・事業所が行う職場内研修の支援 

事業所のニーズに応じた講師を紹介した。 

 

(3) 研修受講申込みのＷＥＢサービス利用促進 

本会ホームページ上から研修受講の申込みがで

きるサービスを会員に提供した。 

 

(4) 研修受講効果の調査研究 

  研修受講者へのアンケートにより事業所におけ

る研修（教育）体制と事業所と職員の関係づくり、

専門職としての職員の育成効果を把握し、中間報

告した。 

 

(5) 積極的な研修広報の展開 

ア 行政の集団指導での研修計画の配布 

 ・行政の介護保険事業所の集団指導において研修

案内を配布した。 

イ 新規事業所への研修計画の周知等 

  ・過去 1 年間に新規指定のあった介護保険事業所

に研修計画を送付した。（4/3） 

継 続 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

福祉・介護職員に必要と

される組織力・専門技術

力・人間力の習得を通じて

サービスの質向上や職員の

職場定着に寄与 

 

職場内研修の更なる充実 

 

 

事業所及び本会の経費 

削減及び事務の効率化 

  

 

福祉職員の資質向上と 

教育体制の構築に寄与 

 

受講者の確保 
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(6) 県ホームヘルパー連絡協議会の事務受託 

  全体研修会（１回開催）、地区別研修会（東部地

区・西部地区各１回開催）、一般研修会及びサー

ビス提供責任者研修会の開催（計８回開催）、全

体会議（研修会）（１回開催） 

継 続 

 

訪問介護職員の資質向上

を図り、質の高い福祉サー

ビスの安定供給に資するこ

とができた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

２ 社会福祉事業等における福利厚生の推進 

「社会福祉法人福利厚生センター」の事務を受託し、福祉従事者の福利厚生

の充実と「魅力ある職場」作りに寄与した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

 (福)福利厚生センター静岡県事務局の受託 

ア 業務推進委員会の開催 

イ 会員交流事業の実施（46事業） 

ウ 地域開発メニューの実施 

 

継 続 

 

会員数について、4,709

人（平成 28 年 9 月 1 日現

在）から 4,895人（平成 29

年 9月 1日現在）に増加し、

施設職員の職務に対する

意欲向上、会員同士の交

流、定着率の向上につなが

った。 

    

 

 

 

 

 

県ホームヘルパー連絡協議会 第１回サービス提供責任者研修会 

（平成 29年９月 20日）静岡労政会館 
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基本目標２ 地域福祉を支える仕組みづくり 

実施目標１ 住民主体による地域福祉活動・生活支援を推進します 

推進事項１ 小地域福祉活動の推進や基盤整備を市町社協と協働して取り組みます 

 

１ 生活支援サービス活性化事業 

  高齢になっても、障がいがあっても、互いに支え合い、安心して身近な地域

で暮らし続けるため、住民同士の支え合い活動や生活支援サービスの立上げ支

援を行い、住民主体の生活支援サービスの活性化を図った。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

（1) 地域包括ケアシンポジウム 

（静岡県、さわやか静岡と三者共催） 

会場：静岡市民文化会館 9/8 

参加者：160 人 

①基調講演 

  「地域に展開する医療福祉ネットワーク」 

   講師 三重県立志摩病院  

地域連携センター長 前田 小百合 氏 

  「たすけ合ってここで安心して暮らしたい」 

   講師 NPO 法人 ふれあい天童 

      代表理事 加藤 由紀子 氏 

 ②鼎談 「我が事・丸ごと」の地域共生社会の 

地域づくりに向けて 

 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 浜松市国民健康保険佐久間病院 

院長 三枝 智宏 氏 

鼎談者 三重県立志摩病院  

地域連携センター長 前田 小百合 氏 

NPO 法人 ふれあい天童 

     代表理事 加藤 由紀子 氏 

 

(2) 住民参加型生活支援サービス立ち上げ講座 

（赤い羽根共同募金助成事業） 

① 三島市における取組 

「平田・新谷・玉川地区住民懇談会」11/30、12/20、

3/6 

「住民主体の助け合い勉強会」3/2 参加者：82人 

② 島田市金谷地区における取組 

「金谷応援隊サポーター養成講座」1/26、3/12  

参加者：各回 約 25人 

③ 御前崎市における取組 

「御前崎市ささえあいサポーター養成講座」 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支え合い活動の必要

性について、住民意識の

向上に寄与している。 

住民主体の支え合い

活動の活性化に寄与し

ている。(支え合い活動

に取り組むグループの

増加) 

「菊川市担い手養成講座」 
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11/6、11/13、11/20、11/27 参加者：各回約 30

人 

④ 菊川市における取組 

「菊川市担い手養成講座（ヘルプマン養成講座） 

2/28、3/6 参加者：各回 約 25人 

⑤ 掛川市大須賀地区における取組 

「掛川市担い手養成講座」2/28 参加者：63人 

 

(3) 生活支援コーディネーター養成研修の開催 

※県受託事業 

・改正介護保険制度に係る市町が配置する 

生活支援コーディネーターを養成 

 (役割：生活支援の担い手の養成、サービスの開発、 

関係者のネットワーク化) 

【第１回開催】 

中西部：9/13～14 プラザおおるり 大会議室   

参加者 33 人 

東 部：9/20～21 プラサヴェルデ 407会議室 

参加者 38 人 

【第２回開催】 

中部：1/23～24 静岡市産学交流センター  

参加者 45 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規 

 

２ みんなで支える地域福祉促進事業 

    市町社協から提案のあった事業を支援するとともに、小地域福祉活動を推進

する担い手づくりの研修を実施した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 小地域リーダー指導者養成事業【再掲】 

小地域福祉活動リーダー養成プログラム作成 

委員会【再掲】 

  【みんなで支える地域福祉促進事業】 

(2) 担い手づくり研修事業【再掲】 

【みんなで支える地域福祉促進事業】 

 ア コミュニティソーシャルワーカー養成研修 

 イ コミュニティソーシャルワーカー養成研修受

講者継続研修 

 ウ コミュニティワーカー養成研修（地域におけ

る「移動支援」とサービス開発編、地域福祉(活

動)計画編、地域アセスメント編） 

継 続 

 

 

 

継 続 

地域特性に応じた小地

域福祉活動の活性化につ

ながっている。 

 

 

 

先進的な事例収集及び

ノウハウの蓄積につなが

っている。 

 

「住民主体の助け合い勉強会」 
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３ ふじのくに型福祉サービス推進事業 

  年齢や障がいの有無にかかわらず、また制度や窓口の垣根を超えて誰もが住

み慣れた地域で安心して暮らせるような「ふじのくに型福祉サービス」(居場所、

共生型福施設、ワンストップ相談)を推進した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) ふじのくに型実践者派遣事業の実施 

実践者派遣 24件 

(2) 草の根セミナー(マッチング)事業の実施 

草の根セミナー（3/15） 

 

継 続 

 

〃 

ふじのくに型福祉サー

ビスの普及、啓発により、

新たな地域活動の創出及

び活性化につながってい

る。 

 

４ 公営集合団地における支え合い推進事業 

  集合住宅団地において、居場所づくりを通じたつながりづくりや孤立する住

民の見守り、困りごとへの相談など、住民相互の支え合い活動について、住民

意識の向上と仕組みづくりを図った。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 公営集合団地における住民相互の支え合い活動

推進事業の実施 

  ・焼津市和田地区におる地域福祉アンケートの

実施（住民の生活状況・課題の把握等） 

   配布数：2,584世帯 回収率：78.6％ 

   自治会関係者へのアンケート報告 2/22 

・事業所が把握している地域(住民)課題の把握  

   日本語教室における聞き取り 9/8 

継 続 ・支え合い活動の必要性

について、住民意識の

向上 

・住民主体の支え合い活

動の活性化 

・多様な事業所間の連携 

 

５ 学生の地域活動応援事業 

  学生が地域住民とともに、地域の課題解決や地域づくりに取り組むことを通

して、若者の地域に対する理解促進や地域で不足する若い人材力の活用を図り、

地域活動の活性化を進めた。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 学生が参画した地域福祉活動の実施 

現地視察 

・熱海市七尾団地（居場所、買い物支援、交流事

業等への参加）10/21～22 

・沼津市原団地（自治会長、民生委員からの聞き

取り、自治会活動への参加） 12/23～24 

・静岡市清水区吉川団地（自治会活動への参加） 

 2/19 

新 規 ・学生が持つ知識や情報

等の活用 

・若い世代の地域意識の

向上 

・地域で不足する若い人

材の活用 
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推進事項２ 地域における災害時要援護者の支援体制づくりを関係機関・団体と連

携・協働して取り組みます 

 

県民の最大の関心事である「防災・防犯」をキーワードに、地域における「声掛

け・見守り活動」を通じて、地域のつながりを再構築するとともに、福祉専門職によ

る災害派遣福祉チームを避難所等に派遣することで、災害時における要配慮者の支援

を実施した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 災害時要援護者支援に係る実践事例の収集・提供 

(2) 県災害ボランティア本部・情報センターの運営訓練

の実施(9/27)【再掲】 

(3) 災害時における「生活福祉資金の貸付けの特例措置

に関する協定」実施要領に基づく連絡会開催【再掲】 

(4)第１回静岡 DCAT登録員養成研修の開催（9/4,5） 

   第 2回    〃          （2/26,27） 

継 続 

〃 

 

〃 

 

新 規 

災害時における支

援活動の円滑化につ

ながっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡ＤＣＡＴ登録員養成研修 

「ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）」 
静岡ＤＣＡＴ登録員養成研修 

「要配慮者移送支援演習」 
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実施目標２ 支援を必要とする住民の地域生活を支えます 

推進事項１ 生活困窮者の理解促進と自立支援の仕組みづくりへの支援 

 

１ 生活困窮者自立支援事業 

生活困窮者の状態に応じた包括的かつ継続的な相談支援等を実施するととも

に、地域における自立・就労支援等体制を構築することにより、生活困窮者の

自立を支援した。        

                

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) ふじのくに生活困窮者自立支援コンソーシアム 

 県社協、NPO 及び 12町社協の 14法人によるコンソーシ

アム方式での郡部における生活困窮者自立支援事業の受

託 

①各町における支援調整会議への参加 

   賀茂地区 4回、東部地区 17回、中部地区 4回 計 25回  

 ②担当者会議の開催 

  賀茂地区（5/2、10/19、1/29） 

東部地区（5/9、10/18、1/29） 

中部地区（5/18、10/13、1/30） 

  ・相談受付状況、相談内容の共有 

・他機関との連携、他制度の活用等について協議 等 

  ③ケース会議の開催 

   東部地区（5回） 

  ④コンソーシアム運営委員会（3/2） 

  ⑤支援状況 

   新規相談受付件数：213件、新規プラン作成件数：88

件、就労者数：40人 

  ⑥その他、事業啓発・ＰＲ活動、チラシ作成等 

   

(2) SUNTO-TAGATAスタディ・サポート コンソーシアム 

  県社協、NPO、３町社協、３社会福祉法人による駿東・

田方郡の県学習支援事業の受託 

①  受託団体による連絡会の開催（7/7） 

 

 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

「生活困窮・社会

的孤立防止」への

対応を、身近な地

域で実践できる

地域基盤づくり

に寄与した。 
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(3) 静岡県生活困窮者自立支援研究セミナーの開催（7/6） 

 ①基調講演：「困窮と孤立をうまないまちづくり」 

【講 師】 中央大学 法学部 教授 宮本 太郎 氏 

 ②シンポジウム「生活困窮者支援を通じた共生の地域づくり」 

【コーディネーター】 静岡県立大学 国際関係学部  

           教授 津富 宏 氏 

【シンポジスト】 

東京都立川市大山団地自治会会長 佐藤 良子氏 

(社福)総社市社協事務局次長兼総社市ひきこもり支援セ

ンター“ワンタッチ”センター長 中井 俊雄 氏 

【コメンテーター】 

 中央大学 法学部 教授 宮本 太郎 氏  

 参加者：150人 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 静岡県生活困窮者自立支援事業市町行政担当者及

び相談事業従事者現任研修《共通研修》（6/16） 

講義「生活困窮者自立支援事業の背景と基本的な考え方」 

基調説明「生活困窮者自立支援事業の支援状況等について」 

講義＋実践報告「支援員に求められる基本姿勢」 

講義+演習「自立相談事業の基本的な実務とアセスメン

ト・プランニングの手法」（社協職員） 

講義+演習「生活困窮者支援における行政職員の役割を考

える」（行政職員） 

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ＋ふりかえり「事例を基に、自立相談支援機関

と行政の連携・協働を考える演習」 

【講師】厚生労働省 社会・援護局 地域福祉課  

地域福祉専門官  後藤 真一郎 氏 他 

公益財団法人さわやか福祉財団  

戦略アドバイザー 土屋 幸己 氏 

静岡市暮らし・しごと相談支援センター 

所長 安藤 千晶 氏 

【参加者】47人（行政 15人、社協 28人、NPO法人 2人、県 2人） 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 
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(5) 静岡県生活困窮者自立支援事業相談事業従事者現

任研修《事例検討・情報共有編》（1/10） 

基調報告「生活困窮者自立支援制度の改正法案について」 

【講師】厚生労働省社会・援護局地域福祉課生活

困窮者自立支援室 

生活困窮者対策官 菊地 英人 氏 

情報交換・事例検討「支援困難なケースを検討」 

【ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ】 

静岡市暮らし・しごと相談支援センター  

主任相談支援員 安藤 千晶 氏 

【助言者】厚生労働省社会・援護局地域福祉課生

活困窮者自立支援室 

生活困窮者対策官 菊地 英人 氏  

【参加者】45人（社協 32 人、行政 12 人、ＮＰＯ法人 1 人） 

 

 

 

 

 

(6) 静岡県生活困窮者自立支援事業相談事業従事者現

任研修《障がい者（精神・発達）への接し方編》（3/8） 

講義「発達障がい者との接し方」 

【講 師】医療法人財団玉川会エムオーエー奥熱海クリ

ニック院長 佐久間 哲也 氏 

 

実践事例報告 

「事例を通じた障がい者(精神・発達)への支援」 

【ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ】島田市社会福祉協議会 主任相談支援員  

       杉本 優子 氏 

【助 言 者】医療法人財団玉川会 

エムオーエー奥熱海クリニック院長  

佐久間 哲也 氏 

【報 告 者】浜松市生活自立相談支援センターつながり 

主任相談支援員 甫立 香苗 氏 

         藤枝市自立生活サポートセンター  

主任相談支援員 小柳津 順平 氏 

         清水町社会福祉協議会  

相談支援員  杉本 洋崇 氏 

【参加者】48人（行政 12人、社協 29 人、社会福祉法人２人、

NPO法人２人、他３人） 

         

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 
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(7)主任相談支援員養成研修修了者連絡会の開催 

 第７回（9/21）伝達訓練の企画内容検討(事例検討) 他 

 第８回（11/9）伝達訓練の企画内容検討（テーマ型） 他 

 第９回（3/14）30年度の連絡会の方向性について   

  

(8)「ふじのくに生活困窮者自立支援基金」事業の実施 

【事業内容】 

 ①就労支度金給付事業 

 ②ひとり親世帯支援事業 

 ③就労活動応援金付職場体験事業（中間的就労支援事業） 

 ④認定就労訓練支援事業【新規】 

【財源】 

 

   

【実績】 

 ①就労支度金給付事業 50件、891,313円 

 ②ひとり親世帯支援事業 3件、60,000 円 

 ③就労活動応援金付職場体験事業 13 件、212,050 円 

 ④認定就労訓練支援事業 0件、0円  

  合計 66 件、1,163,363 円 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 
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２ 生活福祉資金貸付事業 

生活困窮者自立支援施策の一つである生活福祉資金貸付事業を、市町社協を

はじめ、民生委員・児童委員及び行政等関係機関と連携して推進した。 

                                                      

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 生活福祉資金貸付事業の実施 

ア 総合支援資金 

 (生活支援費、住宅入居費、一時生活再建費) 

イ 福祉資金(福祉費、緊急小口資金) 

ウ 教育支援資金(教育支援費、就学支度費) 

エ 不動産担保型生活資金 

 (不動産担保型生活資金、要保護世帯向け不動産担保型

生活資金) 

継 続 

 

低所得世帯等

の経済的自立及

び生活意欲の助

長促進、在宅福祉

及び社会参加に

寄与した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(2) 臨時特例つなぎ資金貸付事業の実施 

  (住居を失った離職者が公的給付又は公的貸付の交付

を受けるまでの生活費の貸付)       

継 続 

 

住居のない離

職者等の一時的

な生計を維持し、

自立支援に寄与

した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(3) 生活福祉資金貸付審査等運営委員会の開催 (8/23) 

(4) 生活福祉資金貸付審査等運営委員会小委員会、不動産担保

型生活資金審査委員会の開催 (7/4、8/23、1/25、2/22、3/27) 

(5) 市町社協新任担当職員研修会の開催 (4/21) 

(6) 市町社協担当職員研修会(会議)の開催 (9/22) 

(7) 生活福祉資金の実務的課題に関する作業委員会の開催(2月) 

(8) 利用促進のための広報の実施 

(9) 債権管理・償還相談の実施 

ア 滞納者に対する督促状の送付(2月)  

イ 滞納者への訪問調査の実施（10月～990世帯対象） 

ウ 所在不明者の調査(住民票調査)の実施(572件) 

エ 滞納債権整理推進等事業 

・滞納者への償還・生活相談の実施 

・催告書の送付、民事訴訟・支払督促等の提起 

(10) 災害時等の貸付けの特例措置に関する協定に基づく協

定機関連絡会の実施及び実施方法の検討(11月) 

(11) 生活福祉資金貸付事業災害時・復興期対応訓練(9/27) 

   災害時を想定し、市町社協と伝達訓練（特例貸付の窓

口設置予定場所や想定される利用人数と業務遂行に必

要な人員など）を実施した。 

継 続 

〃 

 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

 

 

 

 

 

〃 

貸付原資の有

効活用とともに、

事業の円滑化に

寄与した。 
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(単位：件）

計 月平均 計 月平均 計 月平均 計 月平均 計 月平均

総合支援資金計 100 8 37 3 61 5 30 3 17 1

　（生活支援費） (68) (6) (26) (2) (41) (0) (19) (2) (11) 1

　（住宅入居費） (15) (1) (7) (1) (9) (1) (5) (0) (2) 0

　（一時生活再建費） (17) (1) (4) (0) (11) (1) (6) (1) (4) 0

福祉費 38 3 33 3 61 5 42 4 43 4

緊急小口資金 357 30 336 28 386 32 343 29 210 18

(緊急小口資金（特例）) - - - - -  -  -  

教育支援費 27 2 33 3 45 4 73 6 44 4

就学支度費 32 3 31 3 36 3 52 4 40 3

2 0 3 0 5 0 5 0 4 0

4 0 2 0 2 0 3 0 4 0

560 47 475 40 596 50 548 46 362 30

88 7 65 5 65 5 57 5 42 4

  (1)　件　数

28年度27年度

総合支援資金

臨時特例つなぎ資金

制度
25年度 26年度

福祉資金

教育支援資金

不動産担保型生活資金

要保護世帯向け不動産担保型生活資金

計

29年度

(単位：千円）

計 月平均 計 月平均 計 月平均 計 月平均 計 月平均

総合支援資金計 30,767 6,153 7,807 1,561 12,581 1,048 5,489 457 5,053 421

　（生活支援費） (26,927) 5,385 (6,673) 1,335 (9,977) 831 (4,225) 352 (3,955) 330

　（住宅入居費） (2,435) 487 (989) 198 (1,452) 121 (867) 72 (566) 47

　（一時生活再建費） (1,405) 281 (145) 29 (1,152) 96 (397) 33 (532) 44

福祉費 10,029 2,006 13,949 2,790 19,787 1,649 11,940 995 9,949 829

緊急小口資金 20,099 4,020 17,960 3,592 23,940 1,995 21,357 1,780 13,399 1,117
【再掲】緊急

小口資金（特 - - - - - - - - - -

教育支援費 19,330 3,866 8,901 1,780 11,905 992 34,849 2,904 23,154 1,930

就学支度費 8,581 1,716 10,815 2,163 10,090 841 16,965 1,414 12,881 1,073

31,647 6,329 47,388 9,478 69,258 5,772 64,661 5,388 87,934 7,328

19,264 3,853 14,910 2,982 13,818 1,152 21,826 1,819 27,867 2,322

139,717 27,943 121,730 24,346 161,379 13,448 177,087 14,757 180,237 15,020

2,817 563 1,980 396 1,950 163 1,726 144 1,272 106

  (2)　金　額

28年度27年度

福祉資金

教育支援資金

不動産担保型生活資金
要保護世帯向け
不動産担保型生活資金

計

臨時特例つなぎ資金

総合支援資金

現制度
25年度 26年度 29年度

貸付決定の実績（年度、資金種類別） 
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償還計画額 償還額 滞納額 償還率

(a) (b) (a-b) (b/a)

1,602,154,274 163,151,516 1,439,002,758 10.2%
償還期限内 747,049,438 133,322,619 613,726,819 17.8%
償還期限後 855,104,836 29,828,897 825,275,939 3.5%

1,602,154,274 163,151,516 1,439,002,758 10.2%
償還期限内 747,049,438 133,322,619 613,726,819 17.8%
償還期限後 855,104,836 29,828,897 825,275,939 3.5%

1,085,451,459 42,622,134 1,042,829,325 3.9%
償還期限内 564,749,046 33,494,991 531,254,055 5.9%
償還期限後 520,702,413 9,127,143 511,575,270 1.8%

255,364,264 36,439,826 218,924,438 14.3%
償還期限内 50,160,921 25,747,586 24,413,335 51.3%
償還期限後 205,203,343 10,692,240 194,511,103 5.2%

189,333,638 57,856,404 131,477,234 30.6%
償還期限内 108,157,569 50,098,140 58,059,429 46.3%
償還期限後 81,176,069 7,758,264 73,417,805 9.6%

23,891,552 23,891,552 0 100.0%
償還期限内 23,891,552 23,891,552 0 100.0%
償還期限後 0 0 0 0.0%

48,113,361 2,341,600 45,771,761 4.9%
償還期限内 90,350 90,350 0 100.0%
償還期限後 48,023,011 2,251,250 45,771,761 4.7%

0 0 0 0.0%
償還期限内 0 0 0 0.0%
償還期限後 0 0 0 0.0%

25,756,405 1,623,670 24,132,735 6.3%
償還期限内 1,137,000 1,137,000 0 100.0%
償還期限後 24,619,405 486,670 24,132,735 2.0%

要保護世帯向け
不動産担保型生活資金

計

臨時特例つなぎ資金
計

計

教育支援資金
計

不動産担保型生活資
金

計

（旧）離職者支援資
金

計

区分

生活福祉資金
計

生活福祉資金特別会計
計

総合支援資金
計

福祉資金

償還の実績（資金種類別） 

 平成 30年３月末現在（単位：円） 
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推進事項２ 権利擁護体制の構築の推進 

１ 日常生活自立支援事業  

認知症高齢者や知的障がい者、精神障がい者などの方々が、地域において自

立した生活を安心して送ることができるよう、福祉サービスの利用支援を市町

社協と協働して実施した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 契約締結審査会の開催 

  毎月１回開催 

（4/13,5/11,6/8,7/13,9/14,10/12,12/14,1/11,2/8,3/8） 

※8・11・2月は、審査会に諮る案件無しの為、開催見送り。 

 (2) 新任専門員研修（4/24）20人 

【内容】 

①基調報告「日常生活自立支援事業の実施状況」 

報告者：生活支援部権利擁護課 

②講義「日常生活自立支援事業について」    

③講義・演習「専門員としての姿勢と活動の実際」 

講師：長崎県大村市社会福祉協議会 

事務局次長 山下 浩司 氏 

④業務説明「日常生活自立支援事業の実務について」  

報告者：生活支援部権利擁護課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 日常生活自立支援事業事例検討会 

 （1/31）10人 

 ①講義：「日常生活自立支援事業における専門員の役割と求められ

るもの」 

 講師：国立市社会福祉協議会 山地 晴義 氏 

 ②事例検討 

 事例発表者：富士市社会福祉協議会 加藤専門員 

 アドバイザー：ふるい後見事務所 古井 慶治 氏 

       ：あさか社会福祉士事務所 浅賀 勢津子 氏 

 

 

 

継続 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

判断能力の不

十分な方の自立

生活と潜在対象

者の掘り起こ

し、権利侵害や

財産侵害の未然

防止など利用者

の権利擁護に寄

与した。 
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(4) 市町社協日常生活自立支援事業担当者会議 

（7/14）37人 

①県社協報告「日常生活自立支援事業の動向」他 

 講師：県社協職員 

②実践報告「市民後見人養成講座修了者の日常生活自立支援事業

における活用について」 

報告者：富士市社会福祉協議会 

熱海市社会福祉協議会 

③協議（情報交換） 

④講義「専門員の視点と記録の書き方」 

 講師：鶴田 安弘 氏 

（県立富士見学園施設長代理・契約締結審査会審査委員長） 

(5) 生活支援員研修会の開催  

 第１回新任研修 7/27 17人 

 第２回新任研修 2/19  14人 

【内容】 

①説明 

「日常生活自立支援事業の概要 利用者の理解と支援の方法」 

  説明者：生活支援部権利擁護課 

②DVD視聴「社協における日常生活自立支援事業」    

③講義「精神障害者の特徴と接し方について」 

講師：地域生活支援センターおさだ 堀義博 氏  

④先輩生活支援員の生きた声をきこう 

～支援のコツとは？～ 

報告者：掛川市社会福祉協議会  

専門員 栗田 ますみ 氏 

生活支援委員 橋本 弘子 氏 

②現任研修 

<東部> （11/7） 60 人 

<中・西部>（11/17）70人 

①報告：「日常生活自立支援事業の動向等について」 

②講義：「生活支援員の役割～支援の視点～」 

    「ケース検討」 

 講師：静岡県立富士見学園施設長代理・日常生活自立支援事業

契約締結審査会委員長 鶴田 安弘 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 
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(6) 日常生活自立支援事業推進委員会（委員 6人） 

 第８回（5/9） 

①説明：推進委員会の設置について 他 

②協議：書類預かり物品の確認方法等 

   生活支援員研修（新任・現任）内容 

理解促進パンフレットの作成・検討 

 第９回（7/4） 

①協議：書類預かり物品の確認方法等 

災害対応訓練の実施方法等について 

理解促進パンフレットの作成・検討 

第 10回（11/27） 

①協議：書類預かり物品の確認方法等 

    災害対応訓練（報告） 

    理解促進パンフレットの作成・検討 

    業務システムカスタマイズ 

(7) 日常生活自立支援事業災害時・復興期対応訓練（9/27） 

   災害時を想定し、市町社協（政令市除く）と伝達訓練（専門

員、生活支援員の安否確認や業務対応状況など）を実施した。 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

（実利用者数）                            （単位：人） 

年度 

区分 

平成 29年 

３月末 

解約 

件数 

契約 

件数 

平成 30 年 

３月末 
増減 

認知症高齢者 180 58 57 179 △１ 

知的障がい者 199 14 22 207 ８ 

精神障がい者 191 19 30 202 11 

その他 150 24 30 156 ６ 

合計 720 115 139 744 24 
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２ 成年後見実施機関設置・運営等支援事業【県委託事業】 

市町の取組状況に応じて成年後年実施機関の設置・運営等の支援に取り組ん

だ。 

          

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 成年後見実施機関運営等研修 

・「静岡県成年後見制度利用促進セミナー ～市民後見推

進体制から地域連携ネットワーク・中核機関構築へ～」

（12/15）184名 

【内容】 

① 基調講演：「成年後見制度の利用の促進に関する 

法律」と「成年後見制度利用促進基本計画」 

講  師：内閣府成年後見制度利用促進担当室 

        参事官 須田 俊孝 氏 

② 基調報告：「地域連携ネットワークとは何か? 地域で  

の権利擁護実践に繋ぐために」 

報 告 者：公益社団法人日本社会福祉士会 

参事 池田 惠利子 氏 

③ ミニシンポジウム 

 

・「静岡県成年後見制度利用促進セミナー 

（第 2弾）～市町利用促進計画、条例・審議会、 

マッチングの展開に向けて ～」（2/9）118名 

【内容】 

① 基調講演：「成年後見制度利用促進機能の展開」 

講  師：内閣府成年後見制度利用促進担当室 

     主任 高橋 愛 氏 

② 実務報告１「大阪市の利用促進計画の策定及び市民 

後見事業の展開」 

報 告 者：大阪市福祉局生活福祉部地域福祉課  

課長 向井 順子 氏 

③ 実務報告２「伊賀地域福祉後見サポートセンターの    

事業展開」 

報 告 者：三重県伊賀市社会福祉協議会 

地域福祉部長 田邊 寿 氏 

④ 会場参加型パネルディスカッション 

 

 (2) 成年後見実施機関広域設置研修（11月～３月） 

広域設置にむけた関係市町による協議場を設置 

新 規 

 

社協が法人後見を担う

ための検討を進め、日常

生活自立支援事業を含め

た総合的な権利擁護事業

の実施に向けた関係者と

の定期的な協議の場を設

けた。 
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３ 市民後見人育成・活用推進事業【県委託事業】 

市町における、市民後見人等の育成・活用のための体制づくりや、地域連携

ネットワーク及び中核機関の構築に向けて関係機関の連携を図るため、家庭裁

判所の管轄単位ごとに広域的に関係機関が連携する協議会を開催した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

・静岡県成年後見制度利用促進協議会の開催 

（出席者）市町行政、市町社会福祉協議会、静岡家庭

裁判所、静岡県弁護士会、公益財団法人成

年後見センター・リーガルサポート静岡支

部、一般社団法人静岡県社会福祉士会弁護

士会、静岡県社会福祉協議会、静岡県 

（内 容）①基調説明：成年後見制度利用促進基本計

画等について 

②静岡家庭裁判所より報告 

③職能団体より報告 

④協議：成年後見制度利用促進の取組 

 中 部 地 区：６市２町 参加者 37人 

 東部地区①：４市   参加者 20人 

 西 部 地 区：７市１町 参加者 30人 

 賀 茂 地 区：１市５町 参加者 24人 

 東部地区②：６市４町 参加者 37人  計 148人 

新 規 

 

 

 

 ４ 成年後見実施機関設置・運営等相談事業【県委託事業】 

    市民後見人等の育成や活動支援を行う成年後見実施機関の設置、権利擁護支

援の地域連携ネットワークの構築及びその中核となる機関の設置を支援するた

め、市町及び市町社会福祉協議会を対象とする相談事業を実施した。 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

事業実施：平成 29年 8月 8日～ 

相談対応件数 22 件【行政 11件、社協 12件、】 

（8/8～2/19）） 

講座・勉強会対応件数３件 

新規 

 

各市町及び市町社会福

祉協議会における取組の

推進に寄与している。 

 

  ５ 社協の法人後見等広域連携事業 

    市町社会福祉協議会が取り組む法人後見等の事業を、市民後見実施を考慮し

つつ、広域連携で展開出来るよう事業連携の仕組みづくりに取り組んだ。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 志太地域における成年後見推進事業の実施に係

る担当者会議（4/23、5/16、5/23、7/19） 

(2) 志太３市１町社会福祉協議会成年後見事業担当

者会議（9/15） 

継 続 

 

 

総合的な権利擁護事業

に向けた関係者との定期

的な協議の場を設けてい

る。 
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推進事項３ 行政・各関係機関、団体種別協議会、職能団体との連携・協働の促進 

１ 福祉サービス運営適正化委員会事業 

福祉サービス利用援助事業の適切な運営と福祉サービス利用者からの苦情 

解決及び事業者段階における適切な苦情解決の仕組みづくりに取り組んだ。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 運営適正化委員会（全体会）の開催（6/12） 

平成 28年度事業報告、平成 29年度事業計画 

(2) 運営監視合議体の開催 

   第 1回(6/12)、第 2回（8/25） 

第 3回(12/22)、第 4回(2/26) 

(3) 苦情解決合議体の開催 

第 1回(6/12)、第 2回（8/25）、第 3回（10/30） 

第 4回(12/22)、第 5回（2/26）、第 6回（3/20） 

(4) 巡回支援活動の実施（8事業所） 

(5) 苦情解決研修会の開催 

西部 8/10（参加者 60人） 

東部 8/22（参加者 57人） 

中部 8/30（参加者 53人） 

(6) 啓発活動の実施 

随時ポスター・パンフレット等の無料配布 

(7) 運営適正化委員会事業研究協議会（7/19） 

継 続 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

〃 

〃 

 

 

 

〃 

 

〃 

福祉サービス利用援助

事業の適正な運営の確保

とともに、福祉サービス

に関する利用者の苦情解

決に努め、利用者の福祉

サービスの適切な利用に

寄与した。 

また、研修会及び啓発

活動等を実施し、事業者

の苦情解決体制づくりを

支援することで、福祉サ

ービスの質の向上に寄与

した。 

 

苦情件数（平成 30年 3月末現在）          （単位：件） 

区  分 平成 29年度 平成 28年度 前年度対比 

苦情 71 31 229.0% 

その他相談 25 23 108.7% 

計 96 54 177.8% 

 

２ 福祉サービス第三者評価事業 

福祉サービス提供事業者のサービスの質を公正・中立な第三者評価機関(平

成 17 年１月 17 日静岡県から認証)として、専門的かつ客観的な立場から評価

し、その結果をホームページで公表した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 福祉サービス第三者評価の実施 

  契約件数：12件 

(2) 事前説明の実施 

契約事業所に対し、事業の内容、評価の実施

方法等の説明を行った。 

(3) 評価委員会の開催 

継 続 

 

〃 

 

 

〃 

契約事業所が事業経営にお

ける具体的な問題点を把握し

て「サービスの質の向上」に繋

げられるよう支援した。 
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３ 社会的養護関係施設第三者評価事業 

社会的養護施設の施設運営の質を公正・中立な第三者評価機関(平成 25年１

月４日全国社会福祉協議会から認証)として、専門的かつ客観的な立場から評

価し、その結果をホームページで公表した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 社会的養護関係施設第三者評価の実施 

契約件数：１か所 

(2) 事前説明の実施 

契約事業所に対し、/事業の内容、評価の実施方

法等の説明を行った。 

(3) 評価委員会の開催 

継 続 

 

〃 

 

 

〃 

・施設運営の質の向上につ

なげられるよう支援した。 

 

４ 障がい者等の自立支援の推進   

地域活動支援センターの利用者の就職やアパート等への入居に際して、身元

保証人や連帯保証人になっている施設長等に対し、補償義務が発生した場合の

損失補填を行う事業を実施するとともに、県肢体不自由児協会の事務局を受託

し、肢体不自由児の福祉増進を図った。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 施設利用精神障碍者自立促進事業の実施 

※1件が損失補てんの支援継続中 

    

(2) 県肢体不自由児協会の事務受託 

① あり方検討委員会の開催（4/13） 

② 理事会の開催（6/1、9/14、3/1） 

③ 肢体不自由児療育指導者講習会の開催 

第 1回 6/30～7/1 

第 2回 7/21～7/22 

第 3回 8/25～8/26 

第 4回 9/29～9/30 

（受講者延べ 223人） 

④ 第 12回意見交換会の開催（10/7） 

⑤ 手足の自由な子どもを育てる運動の 

実施（11/10～2/16） 

⑥ 第 32回静岡県手足の不自由な子どもの

絵画展の開催（1/23～2/16） 

表彰式（1/23） 

継 続 

 

 

〃 

 

 

保証人の経済的負担軽減に

寄与した。 

 

 肢体不自由児に対する理解

促進に寄与した。 
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５ 児童等の自立支援の促進 

    施設に入所している児童及びＤＶ被害者等とその同伴家族の就職、進学又は   

アパート等への入居に際して、身元保証人となっている施設長等に対し、補償   

義務が発生した場合の損失補填を行う事業を実施するとともに、県里親連合会  

の事務局を受託し、社会的養護が必要な児童の自立を支援した。 

  

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 施設入所児童等自立促進事業の推進 

     （２９年度新規加入決定件数：８件） 

 

 

(2) 県里親連合会の事務受託 

①総会・研修会の開催 

（6/10、参加者 85人） 

②理事会の開催（5/10、11/13、3/15） 

③正副会長会議の開催（9/26、2/13） 

④里親月間記念講演会（10/1） 

⑤里親賠償責任保険への加入 

⑥里親里子夏のふれあい交流事業 

（共同募金会助成事業）県内 5か所で 

開催 

⑦自動車運転免許取得助成事業 

（共同募金会助成事業） 

  平成 29年度に就職を希望する高校 3年生 

の里子を対象に取得費用の一部を助成 

（4名） 

⑧ショート・ルフラン里親事業 

（県委託事業） 

⑨里子の専門相談サポート事業 

⑩里子の祝い金 

中学・高校卒業のお祝い金として里子

11名に贈呈 

 

(3)児童養護施設退所者等に対する自立支援資

金貸付事業 

  ①生活支援費 月額５万円以内 

           ３人、1,800千円 

  ②家賃支援費 １ヶ月あたりの家賃相当額 

           ６人、2,714千円 

  ③資格取得に要する費用の実費 

   25万円を上限  １人、250千円 

継 続 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

保証人の経済的負担軽減に

寄与するとともに、施設入所児

童等の自立促進を図った。 

 

 里親制度の普及発展、里親登

録及び里親への委託率の増加

を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学等への進学や就職のた

めに、児童養護施設などを退所

した後の安定した生活基盤を

作るために必要な資金を貸し

付け、自立の促進を図った。 

 

 

 



 

62 

 

６ 障がい者の就労支援 

障がい者の就労意欲の高揚と工賃アップを図るための「仕事」の開発又は「市

場」の開拓等に取り組む事業所を表彰し奨励金を贈り、その活動の充実を図っ

た。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ ひとり親家庭の自立支援の促進 

高等職業訓練促進給付金を活用し、看護師等の就職に有利な資格を取得する

ため養成機関に入学し卒業後その資格を利用し就労自立を目指す一人親につ

いて、入学準備金・就職準備金を貸し付けることにより、ひとり親家庭の自立

を促進した。 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

ひとり親家庭訓練促進資金貸付事業 

  ・入学準備金（50万円以内、1回限り） 

    17人、8,500千円 

  ・就職準備金（20万円以内、1回限り） 

    13人、2,600千円 

 

継 続 

 

・ひとり親家庭の経済的自立 

・看護師等の人材確保 

 

  

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

神谷基金障がい者自立支援活動奨励事業の実施 

表彰式(12/8) 

・最優秀賞 １事業所 

   ・優秀賞  ５事業所 

   ・奨励賞  ４事業所 

 

新 規 

 

 

取り組み効果が優秀な事業

所を表彰し奨励金を贈ること

により、さらなる活動の充実と 

障がい者の自立支援の促進を

図った。 

障害者週間の集い（平成 29 年 12月 8日） 

神谷基金障がい者自立支援活動奨励賞表彰式 
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基本目標３ 地域福祉を支える基盤づくり 

実施目標１ 市町社協を支援します 

 推進事項１ 市町社協相互の連絡調整、調査研究・政策提言 

市町社協の体制強化、基盤整備を図るとともに、地域福祉を協働して進めるた

めの基礎調査及び訪問支援等を行った。 

また、各市町の地域福祉推進における現状や課題、今後の取組について、近隣

の市町の関係機関による意見交換の場を設定し、連携強化を図った。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 市町社協連絡協議会の開催 

ア 事務局長会議の開催(5/10) 

イ 幹事会の開催(7/5) 

ウ 市町社協経営基盤強化検討委員会の開催 

(7/27、9/20、3/14) 

エ 介護保険部会の開催 

幹事会 7/6 

社協介護保険事業経営改善セミナー 

中西部会場 11/17、東部会場 11/16 

 講義・演習「社協介護サービス事業の 

戦略的経営にむけて」 

講師：富士見町社会福祉協議会 

介護保険事業所長 小林 功 氏 

介護保険部会全体会 2/21 

①基調報告「社協の総力を地域に見せたい！！ 

～東近江市社協の地域部門と在宅部門の連携～」 

講師 東近江市社会福祉協議会 眞弓 洋一 氏 

②実践報告「社協一丸での地域福祉実践 

～地域福祉と介護サービスの連携～」 

報告者 静岡市社会福祉協議会 佐藤 充 氏 

③グループ協議 

(2) 市町社協活動実態調査の実施 (4/1 時点) 

(3) 市町社協役職員便覧の作成 (200部、4月) 

(4) 市町社会福祉協議会連絡協議会等支援事業 

(5) 地域福祉推進ブロック会議の開催 

  賀茂地区 8/24、熱海・東部地区 8/7、東部・御殿場・

富士地区 8/7、中部地区 8/3、西部地区 8/10 

  テーマ：「我が事・丸ごと」の地域共生社会の実現

に向けて 

(6) 市町社協研修会等への講師派遣 

 ア 浜松市細江地区社協定期総会（研修会）（5/17） 

イ 川根本町福祉教育推進連絡会(6/13) 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

 

 

 

〃 

市町社協の効果的、

効率的な経営と会計

の透明性の確保に寄

与した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県及び市町行政、社

協が協働した地域福

祉実践、各市町の先駆

的取組の情報交換、先

進的な事例収集及び

行政と社協との連携

強化に寄与した。 



 

64 

 

 ウ 天竜区地域づくりセミナー(7/2)  

エ 伊豆市社協役員研修会（9/15） 

オ 浜松市「家事支援みかたはら」３周年記念集会 

(10/27) 

カ 湖西市入出地区福祉会(10/27) 

 

推進事項２ 役職員のスキルアップ支援 

地域福祉の担い手となる市町社協役職員の資質向上を目的とした体系的な研修

を実施した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 新任職員研修の開催 

5/16～17、参加者 65人 

講義Ⅰ 『社会福祉協議会の基本理解』 

講義Ⅱ・演習Ⅰ 『相談技法の初期課程』 

講義Ⅲ・演習Ⅱ 『社会福祉協議会の職員に必要な 

“地域づくり”の視点、考え方』 

実践事例 『社会福祉協議会の事業の進め方』 

演習Ⅲ 『自分にとっての“価値ある夢”と“強み” 

を再考』 

講義Ⅳ 『社会福祉協議会の事業』 

講義Ⅴ 『社会福祉協議会の連携・協働』 

鼎談  『社会福祉協議会の組織力を活かした課題 

解決をすすめよう』 

演習Ⅳ 『即戦力を意識した“仕事のルール”を 

身につける』 

  講師：小山町社協常務理事 原 秀人 氏 他 

(2) 新任事務局長研修の開催(4/28) 

(3) トップセミナーの開催 

  12/20、参加者：89人 

講演「地域共生社会の実現に向けて」 

講師 日本福祉大学 学長補佐 原田 正樹 氏 

実践報告「小規模集落群における住民主体の資源開

発」 

  講師 社会福祉法人淡路市社会福祉協議会 

     参事 岩城 和志 氏 

(4) 監事研修会の開催 

4/19、参加者：43人 

講義：新会計基準における監事の会計監査 

講師：杉山 明喜雄 氏（公認会計士） 

(5) 地域福祉コーディネーター（中核リーダー）養成研

修の実施  

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

社協の果たすべき

役割等を共有・確認す

るとともに、社協にお

ける業務、職種を超え

て、社協職員として求

められる意識や視点、

知識、技術の習得によ

り、社協活動の活性化

に寄与した。 
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  第４回 4/17 

講義「危機管理（リスクマネジメント）」 

講師 株式会社話し方教育センター 

田中 清貴 氏 

  第５回 7/26 

   講義「社会福祉協議会の役割・使命」 

    講師 駒澤大学文学部社会学科 准教授 

川上 富雄 氏 

第６回 9/11 

   講義「チームアプローチと多職種連携・協働」 

    講師 駒澤大学文学部社会学科 准教授 

川上 富雄 氏 

第７回 12/5 

   講義「スーパービジョン」 

講師 静岡県立大学短期大学部社会福祉学科 

准教授 鈴木 俊文 氏 

第８回 1/16 

   講義「将来ビジョン」 

    講師 合同会社 泉惠造研修企画工房 

 代表社員 泉 惠造 氏  

 (6) 市町社協会計実務研修会の開催 

7/20、参加者：48人 

  講義：社会福祉協議会における会計実務 

  講師：杉山 明喜雄 氏（公認会計士） 

(7) 市町社協総務担当者会議の開催 

  8/4、参加者：29人 

  午前に町部社協に係る情報交換会を開催 

情報提供「社会福祉充実残額・充実計画」 

報告者：伊豆の国市社会福祉協議 

    島田市社会福祉協議会 

    磐田市社会福祉協議会 

情報提供の後、10 個の協議題について各市町社協

から報告・意見交換等を実施 

講義：「社会福祉協議会に求められる内部統制、 

リスクマネジメント」 

講師：インタクト・コンサルティング 代表 甘粕 潔 氏 

(8) 市町社協決算実務研修会の開催 

  2/5 参加者：51人 

  講義：社会福祉協議会の決算実務 

  講師：杉山 明喜雄 氏（公認会計士） 

(9) コミュニティソーシャルワーク実践者研修受講者

継続研修の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

継 続 
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  （9/1）15人 本年度は地域福祉実践研究セミナー

のワークショップ⑥と合同で開催 

   

 内容 

① 講義 

「生活支援体制整備事業と生活支援コーディ 

ネーターの役割」 

講師：特定非営利活動法人日本地域福祉研究所 

理事 菱沼 幹男 氏 

② 事例報告 

「県内における生活支援サービスの取組」 

報告者：社会福祉法人磐田市社会福祉協議会 

課長補佐 守谷 充子 氏 

磐田市豊岡地区社会福祉協議会  

会長 江間 彦之 氏 

NPO 法人たすけあい遠州  

代表理事 稲葉 ゆり子 氏 

コメンテーター：静岡福祉大学社会福祉学部  

健康福祉学科教授 西尾 敦史 氏 

③ グループワーク１ 

「地域の困りごと、活動する中での悩み・課題を考える」 

④ グループワーク２ 

「悩み、課題に対しての解決方法を考える」 

⑤ ワークショップ総括 

    特定非営利活動法人日本地域福祉研究所  

理事 菱沼 幹男 氏 

    特定非営利活動法人日本地域福祉研究所 

主任研究員 秋山 由美子 氏 

静岡福祉大学社会福祉学部  

健康福祉学科教授 西尾 敦史 氏 

 

(10) コミュニティワーク研修会の開催 

  地域における「移動支援」とサービス開発編（11/28） 

  地域アセスメント編（12/15） 

  地域福祉（活動）計画策定編（2/1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 
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実施目標２ 社会福祉事業者を支援します 

推進事項１ 社会福祉事業者の地域福祉推進に係る環境づくりを促進します 

１ 社会福祉関係機関・団体との連携・協働 

社会福祉施設種別協議会及び民間社会福祉団体のより一層の基盤強化を図

るための支援や、全体を統括した福祉に関する提言・要望活動を実施した。  

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 民間社会福祉施設運営費助成基金助成事業の実施  

(2) 社会福祉団体等連絡協議会の開催(8/29) 

  県健康福祉部長等幹部職員と福祉団体との意見

情報交換の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 民間社会福祉団体運営費助成事業の実施 

  第１回助成（6/30）、第２回助成（1/31） 

(4) 民間社会福祉活動促進事業費助成事業の実施 

  第１回助成（8/31）、第２回助成（11/30）、 

  第３回助成（5/31予定） 

継 続 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

〃 

民間社会福祉団体の

運営基盤の強化と地域

福祉の促進につながっ

た。 

 

 県内の福祉関係者が

一堂に集い、情報と課

題認識を共有できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉団体等連絡協議会 

(平成 29年 8月 29日) 
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推進事項２ 社会福祉事業者等の経営を支援します 

１ 福祉施設等への経営指導の実施 

  社会福祉法人及び社会福祉施設に対し、福祉施設経営指導員等の専門相談員

による助言、指導及び支援を行った。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 経営相談の実施（798件） 

(2) 福祉施設経営指導連絡協議会の開催(年１回以上、1/25) 

 

 

 

 

 

 

(3) 県社会福祉法人経営者協議会の事務受託 

  ・経営戦略セミナー（前期）の開催（8/30） 

  ・経営戦略セミナー（後期）の開催（12/20）            

  ・「社会福祉法人による地域における公益的な取組」 

   事例集の作成 

継 続 

〃 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

会計、法律問題など、

法人運営に関する多岐

に渡る疑問・質問事項

について専門家による

相談支援を行い、施設

の経営全般にわたる質

の向上に寄与した。 

 

改正社会福祉法施行

後の対応についてセミ

ナーを開催し、法人支

援に寄与した。 

 

２ 社会福祉法人等に対する支援事業 

経営基盤の強化や施設サービスの質の向上など、社会福祉事業所の様々な課

題に対し、研修会やセミナーの開催により支援した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 社会福祉法人監事監査研修会の開催  

(4/13・14、770人) 

(2) 社会福祉法人簿記入門講座の開催  (6/12、160人) 

(3) 社会福祉法人・施設事務職員経理基礎講座の開催  

(6/20・22、176人) 

(4) 社会福祉法人・施設事務職員経理応用講座の開催  

(7/18・21・24、336人) 

(5) 社会福祉施設人事・労務管理研修会の開催 

(7/12・20・31、125人) 

(6) 社会福祉法人予算管理基礎講座の開催(9/15、219人) 

(7) 社会福祉法人・施設事務職員会計実務専門講座 

(新規、10/16、159人) 

(8) 社会福祉施設運営管理研修会の開催(11/1、215人) 

(9) 社会福祉法人・施設職員税務実務講座(所得税等)の開催（11/16、120人） 

(10) 社会福祉法人財務管理講座の開催(12/12・15、309 人) 

(11) 社会福祉法人決算実務講座の開催(2/15、396人) 

(12) 新設社会福祉法人等運営管理説明会の開催(2/15、5 人) 

継 続 

 

〃 

 

〃 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

新 規 

継 続 

〃 

〃 

〃 

社会福祉法人・施

設の経営基盤強化と

質の高いサービス提

供の推進に寄与し

た。 

社会福祉法の改正

に伴い、法人経営の

公益性やガバナンス

の強化が求められて

おり、運営管理講座

でテーマに取り上げ

るなど支援の強化を

図った。 
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３ 社会福祉施設の整備促進事業 

民間社会福祉事業の振興を図るため、社会福祉施設の整備に必要な資金(福

祉医療機構から借入れた元金・利子)の一部補助や施設の運営・設備等に必要

な資金を融資した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 施設借入金元金・利子助成事業の実施 

(2) 社会福祉振興資金貸付事業の実施 

ア 施設運営・設備資金 

イ 特別整備貸付資金 

ウ 施設整備資金 

エ 耐震化整備資金 

継 続 

〃 

 

平成 29 年度か

ら新たに１施設

に元金助成を行

い、社会福祉施設

の整備促進に寄

与した。 

 

 

実施目標３ 県社会福祉協議会の基盤強化を図ります 

 推進事項１ 会員参画の場の充実を図ります 

県社協への多様な意見集約と県社協のネットワーク機能を高めるため、会費利

用内容を明確にし、よりわかりやすい会員体系を検討します。 

本会事業を積極的に情報発信し、未開拓の県内企業へ新規賛助会員加入への働

きかけを積極的に行った。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 会員数（３月末現在） 

普通会員 8,714（1,809団体、6,905人） 

賛助会員   170（  126団体、   44人） 

   計 8,884（1,935団体、6,949人） 

  前年度同時期比：52会員の増（４団体、48人） 

  詳細は、巻末資料 P83を参照 

 

(2) 平成 29年度会費請求 

会費収入額35,032,728円（３月末現在） 

 

(3) 会費利用内容の明確化 

  会費請求時や新規会員加入時等にチラシを配付し

て、県社協事業への協力体制の強化を図った。 

  また、特に賛助会員の獲得について、「社会福祉しず

おか」９月号に掲載し、強化を図った。 

 

継 続 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

〃 

「地域福祉の推進」への理

解促進及び、県社協の基盤強

化につながっている。 

 

 

 

 

 

 

 



 

70 

 

推進事項２ 現場主義に立って多彩な情報の収集と福祉に関する情報の発信拠点

を目指します 

１ 地域福祉情報発信事業 

  地域福祉に関する情報提供媒体として、現場主義に立って多彩な情報を収集

するとともに、機関紙等を活用して福祉に関する情報を発信した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 機関紙「社会福祉しずおか」の発行 

10月を除く毎月、11,300部発行 

(2) 県民向け広報紙の発行 

県民福祉の日に関する広報啓発事業の一環として

「社会福祉しずおか」10 月号は特別号とし 120,000

部を発行し、広く県民へ配布 

(3) 県社協パンフレットの発行 (1,000 部、４月) 

(4) メールマガジンの配信 毎月２回発行 

  配信先：県内の社会福祉法人・施設、機関・団体等 

      約 410ヵ所 

(5) 各福祉週間等啓発事業【再掲】 

ア 児童福祉週間(５月) 

イ 老人週間(９月) 

ウ 児童虐待防止月間(11月) 

エ 障害者週間(12月) 

(6) 社会福祉施設・事業所・団体要覧の発行 

(3,500 部発行) 

継 続 

 

〃 

 

 

 

〃 

〃 

 

 

〃 

 

 

 

 

〃 

 

住民の地域福祉活

動への参加促進、地域

の実情に応じた地域

福祉活動の活性化及

び社会福祉協議会の

認知度の向上に寄与

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

関係者への情報提

供に寄与した。 

 

２ 電子オフィスシステム整備事業 

   ホームページの運営等による情報の収集及び発信のほか、インターネット環

境の安全性・適正化の強化及びウイルス対策、情報の漏洩事故の防止等の対策

を行っている。 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) ホームページの充実及び積極的な活用促進 

(2) ホームページのリニューアル（3/31） 

(3) インターネット環境の安全性・適正化の強化 

(4) ウイルス対策、情報の漏洩事故の防止等の対策 

(5) 情報システム強化実行部隊の設置及び会議の開催 

  （参加者９名（各課１名） 県社協相談室） 

  第 1回（5/24）、第 2回（6/9）、第 3回（8/17） 

  第 4回（9/7）、第 5回（10/13）、第 6回（12/1） 

第 7回（12/22）、第 8回（1/29）、第 9回（2/7） 

第 10回（3/1） 

   ＩＴ機器の設置状況の共有、機能強化の検討、Ｈ

Ｐを活用した情報発信強化の検討 等 

継 続 

新 規 

継 続 

〃 

新 規 

ホームページを活

用し、様々な情報の収

集・提供を行い、地域

活動の活性化を図っ

ている。 
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推進事項３ 組織体制の強化を図ります 

１ 理事会・評議員会機能の強化 

予算、決算、事業計画等の定例的な議題提案にとどまらず、各種事業の進捗状

況や、地域が抱える課題等を積極的に報告し、理事・評議員の意見を県社協の事

業運営に反映した。    

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 理事会及び評議員会の開催 

第１回 理事会 平成 29年 6月 7日(水) 

① 人事案件（理事・監事の候補者選定） 

② 平成 28 年度事業報告及び一般会計・生活福

祉資金会計収支決算(監事監査報告を含む) 

③ 社会福祉法人静岡県社会福祉協議会役員等

報酬規程(監事監査及び外部監査報告を含

む) 

④ 第 167回評議員会の招集について 

報告事項 

「平成28年度社会福祉法人指導監査の実施結果

について」 

「外部監査の実施結果について」 

「平成28年度社会福祉充実残額の算定結果につ

いて」 

「災害支援活動及び成年後見事業に係る協定等

の締結について」 

「平成 29 年度理事会・評議員会等の日程について」 

第１回評議員会 平成 29年 6月 23日(金) 

① 人事案件（理事及び監事の選任） 

② 平成 28年度事業報告及び一般会計・生活福

祉資金会計収支決算(監事監査報告を含む) 

③ 社会福祉法人静岡県社会福祉協議会役員等

報酬規程(監事監査及び外部監査報告を含む) 

報告事項 

「平成28年度社会福祉法人指導監査の実施結果

について」 

「外部監査の実施結果について」 

「平成 28 年度社会福祉充実残額の算定結果について」 

「災害支援活動及び成年後見事業に係る協定等

の締結について」 

「平成 29 年度理事会・評議員会等の日程について」 

(追加) 理事会 平成 29年 6月 23日(金) 

① 人事案件 

報告事項 

「臨時理事会の開催について」 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県社協及び地域が抱える課

題や重要事項等を審議するこ

とにより、県社協事業の円滑

な遂行と的確な地域福祉施策

の推進につながった。 
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(追加)理事会 平成 29年９月 26日（火） 

① 人事案件（評議員候補者選任案） 

② 人事案件（理事候補者選任案） 

③ 静岡県社会福祉協議会評議員会の決議の省

略について 

報告事項 

「平成 28年度決算の検証について」 

「平成 29年度静岡県健康福祉大会について」 

「平成 29年度九州北部豪雨における大分県日田

市への支援について」 

第２回理事会 平成 29年 10月 31日（火） 

① 平成29年度一般会計及び生活福祉資金会計

収支補正予算 

② 静岡県社会福祉協議会経理規程の一部改正 

③ 静岡県社会福祉協議会第 168 回評議員会の

招集について 

報告事項 

「静岡県社会福祉協議会 評議員選任結果につ

いて」 

「平成 29年度上半期主要事業執行状況報告」 

「平成 29 年度上半期の静岡県社会福祉協議会

に対する寄附金等について」 

「「生活福祉資金償還残額のお知らせ」の誤発送

について」 

第２回評議員会 平成 29年 11月 10日（金） 

① 平成 29 年度一般会計及び生活福祉資金会計

収支補正予算 

報告事項 

「平成 29年度上半期主要事業執行状況報告」 

「静岡県社会福祉協議会経理規程の一部改正」 

「平成 28年度決算の検証について」 

「平成 29 年度上半期の静岡県社会福祉協議会

に対する寄附金等について」 

「平成 29年度静岡県健康福祉大会について」 

「平成 29 年度九州北部豪雨における大分県日

田市への支援について」 

「「生活福祉資金償還残額のお知らせ」の誤発送

について」 

第３回理事会 平成 30年 3月 13日（火） 

①  平成 30年度事業計画 

②  平成 30 年度一般会計及び生活福祉資金会計

資金収支予算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

73 

 

③  平成 29 年度 3 月一般会計及び生活福祉資金

会計資金収支補正予算 

④  第 169回評議員会の招集について 

報告事項 

「社会福祉法人静岡県社会福祉協議会諸規程の

制定及び一部改正について」 

「平成 29 年度会長及び常務理事の職務執行状

況について」 

「第四次推進計画の後期計画について」 

「平成 29 年度の静岡県社会福祉協議会に対す

る寄附金等について」 

「静岡県民生委員児童委員大会について」 

「静岡県社会福祉人材センターの主な事業実

績について」 

第３回評議員会 平成 30年 3月 23日（金） 

① 平成 30年度事業計画 

② 平成 30年度一般会計及び生活福祉資金会計資

金収支予算 

③ 平成 29年度 3月一般会計及び生活福祉資金会

計資金収支補正予算 

報告事項 

「社会福祉法人静岡県社会福祉協議会諸規程の

制定及び一部改正について」 

「平成 29 年度会長及び常務理事の職務執行状

況について」 

「第四次推進計画の後期計画について」 

「平成 29 年度の静岡県社会福祉協議会に対す

る寄附金等について」 

「静岡県民生委員児童委員大会について」 

「静岡県社会福祉人材センターの主な事業実

績について」 

(2) 監事による監査（１回）  

平成 29年５月 22日(月) 指摘事項なし 

(3) 正副会長会議の開催（４回） 

  理事会及び評議員会への上程議案を協議 

  第１回 平成 29 年５月 24日（水） 

  第２回 平成 29 年 9月 7日（木） 

第３回 平成 28 年 10月 12日（木） 

第４回 平成 30 年 2月 27日（火） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

〃 

 

 

 



 

74 

 

２ 職員研修体系の確立 

    役員等による福祉現場視察を実施し、福祉現場の実態･課題の把握により、事

業運営の参考としている。 

    また、職員に対する研修について、職務遂行に必要な基本的事項を習得する基

本研修と専門的な知識・能力等を習得する専門研修の二つに分け、適宜、受講さ

せている。 

    なお、市町･各種団体・教育機関等外部からの講師等派遣依頼を積極的に受け

入れている。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 役員の福祉現場視察の実施  

  第１回（9/19）会長、常務理事 

  視察現場：社会福祉法人天心会、特定非営利活

動法人フードバンクふじのくに 

  

 第２回（11/28）会長、常務理事 

  視察現場：NPOサプライズ 

 

(2) 職員に対する階層別（基礎）研修 

・新規採用職員研修(4/3,10,11 6人) 

・接遇研修（6/7,8 9人） 

・普通救命講習Ⅰ（6/22,23 7人） 

・都道府県・指定都市社協新任職員研修 

（2/11～13 1人） 

 

(3) 職員に対する専門（業務別）研修 

  ・福祉人材情報システム研修会 

(4/11,12 2人、4/13，14 3人) 

  ・福利厚生センター新任担当者研修会 

（4/21 1人） 

  ・災害時の連携を考える全国フォーラム 

（5/26,27 2人） 

  ・成年後見制度利用促進基本計画 

にかかる説明会（6/1 1人） 

・介護人材確保地域戦略会議（6/7 1人） 

  ・社協活動全国会議（6/28,29 1人） 

  ・関東ブロック群市町村社協職員 

合同研究協議会（7/13,14 3人） 

    ・運営適正化委員会事業研究協議会(7/19 1人) 

  ・生活福祉資金担当職員研修会(7/20,21 2人) 

   ・マッチング機能強化研修（7/27,28 2 人） 

・日常生活自立支援事業情報交換会(7/28 2人) 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉現場の現状や課題につ

いて役員の認識を深め、本会

の事業運営の参考としてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社協職員として必要な知識

や技能について経験年数や役

職に応じた階層別研修と、事

業担当ごとに必要な研修を受

講させ、職員の資質の向上を

図り、本会事業が円滑に遂行

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉現場視察（社会福祉法人天心会） 

(平成 27 年６月８･９日) 
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  ・自立相談支援事業従事者養成研修 

（7/31～8/2 1 人） 

  ・社協会計実務(入門・初級)講座(8/5～ 3人) 

  ・法人後見・市民後見推進研修（8/23 1 人） 

  ・関東ブロック福祉人材センター 

バンク連絡会（8/30 2人） 

・成年後見制度利用促進協議会（9/5,6 3人） 

  ・生活困窮者自立支援事業ソーシャルワーク 

全国研究集会 (9/23 1人) 

  ・人材センターバンク基幹職員会議 

（10/24 1 人） 

  ・生活福祉資金運営研究協議会（11/1～2 1人） 

  ・災害福祉広域支援ネットワーク構築セミナー 

                 （11/14 1人） 

  ・市町社協介護保険事業経営改善セミナー 

                 （11/16 1人） 

  ・会計実務講座(初級コース)スクリーニング  

（12/9～11 3人） 

  ・賃貸住宅入居推進支援研修会（2/1 2 人） 

  ・生活支援体制整備事業中央研修会 

                  （2/7 1人） 

 

(4) 外部からの依頼による講師の派遣 

  ・福祉人材センター業務法令研修（5/24，25） 

  ・常葉大学「キャリア開発論Ⅱ」（5/25） 

  ・静岡大学「地域づくりの課題Ⅰ」（7/3） 

・災害時要援護者支援シンポジウム（8/26） 

  ・兵庫県社協主催 

法人後見・市民後見推進研修（8/23） 

  ・県中央知的障害者更生相談所研修会（9/8） 

  ・県老施協西部支部管理職研修会（10/23） 

  ・島田市成年後見制度普及出前講座（1/19） 

  ・日本社会福祉士会主催  

成年後見制度利用促進フォーラム（3/7） 

  ・県立大主催 研修活動報告会（3/13） 

 

  (5) 情報共有会議・県社協職員スキルアップ研修 

（毎月 1回開催） 

  会議議題 

  ・部署間の情報共有と課題協議 

  ・エクセル技能、災害対応、経営分析等をテー 

マにした内部研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員が講師を経験する貴重

な機会となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員の資質向上と部署間連

携、情報共有を図った。 
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３ 地域福祉調査研究事業 

第四次活動推進計画の進捗状況や数値目標について評価・分析するとともに、

県社協のあるべき姿の実現に向けた取組を進めた。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 企画調査委員会の開催 

  ①第１回（7/28）   

第四次活動推進計画進捗状況について 

  ②第２回（12月予定） 

(2) 社会福祉に関する県等への提言 

県知事に対する「地域福祉の推進に向けて」の

提出（10/13予定） 

① 介護・保育人材の安定的な確保 

② 「地域共生社会」に向けた取組の推進 

③ 成年後見制度の県民理解の促進 

 

継 続 

 

 

 

〃 

 

 

県社協が取り組むべき課題

の明確化とともに、第四次活

動推進計画の適正な進行管理

を進めた。 

 

４ 県総合社会福祉会館（シズウエル）の管理・運営 

     平成 26年 3月に平成 26年度から 5年間の県総合社会福祉会館の管理・運営に

係る指定管理者の指定を受けた。平成 26 年 4 月に指定管理者として静岡県と締

結した協定書を遵守し、引き続き、入居団体や利用者の安心と満足を確保する管

理と運営に努めた。    

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 県総合社会福祉会館の指定管理運営 

指定期間 平成 26 年 4月 1日～平成 31 年 3月 31 日 

ア 指定管理業務 

① 会議室等の使用承認等 

② 利用料金の設定及び収受 

③ 会館の維持管理 

④ 会館入居団体、利用者の調整 

⑤ 来館者への食事提供に関する業務 

イ 利用実績（30年 3月末現在） 

 有料会議室（10 室 うち１室は、展示ギャラ

リー兼用） 

2,564件利用、利用料金収入 12,583,250 円             

 その他の施設（７施設、30入居団体） 

・累計 7,541件、234,347人利用 

ウ マナー研修（6/6,7  23人） 

接遇の心構え、立ち振る舞いの基本、感じの良

い話し方・聞き方、どんなひとの心にも届く！

＋αの接遇力等 

継 続 

 

3 回目の指定管理者の指定

を受け、前回までと同様に、

会館の管理運営業務を着実

に遂行し、入居団体や利用者

が安心し、満足が得られる運

営に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

会館入居団体職員等を対象

としたマナー研修や普通救命

講習に多くの職員等が参加

し、会館職員及び関係者の資
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エ 普通救命講習Ⅰの開催（6/21,29  13人） 

心肺蘇生法、自動体外式除細動器（AED）の取

扱等 

オ フェスタシズウエル 2017（8/19開催） 

 行事内容 

 授産製品販売、参加団体活動展示、ステージ

イベント、昔の遊び、サウンドテーブルテニ

ス、盲導犬体験歩行、似顔絵の実演、ボラン

ティア体験、脳トレーニンング、点字体験、

高齢者疑似体験、白バイ、パトカー展示、か

るがもこども広場等 

来館者総数 1,263人  参加団体 16 

質向上を図ることができた。 

 

 

フェスタシズウエルには、

多くの来館者があり、会館及

び入居団体の活動を広くＰＲ

することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 防災訓練の実施 

総合社会福祉会館の総合的な防災訓練等を実施し、入居団体職員の防災意識の

高揚と、防災設備の操作を熟知することにより、非常事態の際の人命の安全と火

災等の被害防止に備えた。 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 情報伝達訓練の実施 

（9/2県社協職員、6/6会館入居団体職員） 

 ※4/20はメールによる安否コール配信訓練 

(2) 総合社会福祉会館防災訓練の実施 

第１回：8/31、参加人員 132人 

     避難誘導訓練、救助袋操作訓練、放水訓

練、水消火器操作訓練、携帯発電機操作

訓練、エレベーター閉じ込め救出訓練、

地震体験車での揺れ体験、ビデオ研修 

  第２回：2/23、参加人員 128人 

     避難誘導訓練、救助袋操作訓練、放水訓

練、水消火器操作訓練、トランシーバー

継 続 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報伝達が円滑に行われる

か検証できた。 

入居団体職員の防災意識の

高揚と防災設備操作の熟知に

努めた。また、事前に階段避

難器具(EVAC+CHAIR)の操作訓

練を避難誘導班職員を中心に

実施し、操作法の習得に努め

た。 

静岡県総合社会福祉会館  

(愛称：シズウエル) 

フェスタシズウエル  

(平成 29年 8月 19日) 
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操作訓練、消火器等消防設備配置場所確

認 

(3) 階段避難器具（EVAC+CHAIR）の操作訓練の実施 

（8/29 参加人員 16名） 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推進事項４ 財政基盤の確保を図ります 

１ 安定的な財政基盤による事業執行 

適正かつ安定的な法人経営を今後も継続するため、直近の決算結果を用いて財

政状況の分析を行い、中長期的な法人経営の見通しを検証した。 

また、支出削減の取り組みを組織全体で推進するため、個人が行う優れた取り

組みを表彰する「エコジョブ運動」を実施した。 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 県社協財政状況の検証 

  平成28年度決算結果にもとづいた財務分析を行

い、財政状況の現状と今後の中長期的な法人経営

の見通しを検証した。 

(2) 支出削減への積極的取組の推進 

    「エコジョブ」運動を推進し、事務の効率化や

コスト削減の事例を共有化することにより、県社

協業務の生産性の向上を図った。 

継 続 

 

 

 

〃 

 

事業単位ごとの採算性を算

出し、必要な事業の継続性を

確認した。 

 

 日常業務を見直し、業務改

善を行う機会となった。 

 

２ 任意監査による組織運営の透明性の確保 

    公認会計士による任意の監査を実施し、会計経理の適正な手続きと事業運営の

透明性を確保した。 

事業の実績 区 分 効果・評価 

(1) 決算書類に関する外部監査の実施(5/6、9)  

  指摘事項なし  

(2) 出納業務に関する外部監査(11/20、21)  

(3) 会計業務及び予算執行に関する任意監査の実施 

  (2/19) 

継 続 

 

〃 

〃 

社会福祉会計基準に基づく

会計経理の指導を受け、適正

な手続きと事業運営の透明性

を確保した。 

 

総合社会福祉会館防災訓練 

(地震体験車による揺れ体験) 

(平成 29年 8月 31日) 
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平成 29年度社会福祉事業活動収入予算（自主財源）の概要 

＜単位：千円＞ 

会計区分 29 収入予算 29自主財源 
 

自主財源の内容 

会費収入 33,762 33,762 会費 

寄附金収入 5,660 5,660 一般寄附、ＡＢＣ寄附金 

経常経費補助金収入 1,119,655  －  

受託金収入 165,545 13,935 団体事務受託金等 

貸付事業収入 15,179  －  

事業収入 68,586 68,586 資料図書頒布、広告料、手数料、

参加費収入 

負担金収入 6,070 －  

受取利息配当金等収入 33,302 33,302 基金等利息 

その他の収入 5,176 5,176 印刷機使用料等 

事業活動収入計 1,452,935 160,421 自主財源比率 11.1％ 
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重点プロジェクト事業 

１ 「ストップ！子どもの貧困」ネットワークプロジェクト 

貧困の連鎖によって、子どもたちの将来が閉ざされることのないよう、多様な機

関・団体等がつながり、子どもの貧困対策に向けた仕組みづくりに取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の実績 効果・評価 

(1) 子どもの貧困問題等に係る現状の把握 

・県社協内プロジェクト会議の開催（県身元保証制度の見

直し） 

 

(2)子どもの居場所（こども食堂含む）の立上支援 

・居場所立上助成事業（ふれあい基金） 

・「子どもの居場所づくり」の活動を広げるためのセミナ

ー開催（県委託事業） 

 子どもの居場所づくり交流会 

東部：平成 30年２月 14日（水）参加者 65人 

中部：平成 30年２月 15日（木）参加者 56人 

西部：平成 30年２月 19日（月）参加者 52人 

・子どもの居場所づくりを始めたい人のためのガイドブ

ック作成（県委託事業） 

 1,600部作成し、関係機関へ配布した。 

 

 

 

 

子どもの居場所づくりに取り組

むきっかけを提供し、居場所立上の

促進に寄与した。 

 

 

 

子どもの居場所づくり交流会 

（平成 30 年 2 月 14.15.19 日） 

県内 3 か所で実施 
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 権利擁護を軸とした地域のつながりプロジェクト 

 地域で生きづらさを抱える人が安心して生活するために、権利擁護の充実を目指

して、市町（地域）に向けた働きかけを行うとともに、あらゆる機関がつながりを

もち、支え合う仕組みづくりに取り組んだ。                                                     

 

 

 

事業の実績 効果・評価 

(1) 障がい児者関係団体等の協議の場づくり 

 【再掲】 

ア 障がい者社会参加促進会議の開催（11/28） 

イ 障がい者週間の集い（12/8） 

     

障がい児者関係団体の連

携強化や障がい児者の社会

参加を促進を図った。 

(2)成年後見等に係る権利擁護体制の整備に向けた取組の推進 

 【再掲】 

ア 静岡県成年後見制度利用促進協議会の開催 

市町における、市民後見人等の育成・活用のための体制づ

くりや、地域連携ネットワーク及び中核機関の構築に向けて関

係機関の連携を図るため、家庭裁判所の管轄単位ごとに広域的

に関係機関が連携する協議会を開催した。 

中 部 地 区（9 / 4）：６市２町 参加者 37人 

東部地区①（9 / 5）：４市   参加者 20人 

西 部 地 区（9 / 6）：７市１町 参加者 30人 

賀 茂 地 区（9/11）：１市５町 参加者 24人 

東部地区②（9/13）：６市４町 参加者 37人 

計 148人 

 

イ 社協の法人後見等広域連携事業 

市町社会福祉協議会が取り組む法人後見等の事業を、市

民後見実施を考慮しつつ、広域連携で展開出来るよう事業

連携の仕組みづくりに取り組んだ。 

(1) 志太地域における成年後見推進事業の実施に係る担当者

会議（4/23、5/16、5/23、7/19） 

(2) 志太３市１町社会福祉協議会成年後見事業担当者会議

（9/15） 

 

 

 

市民後見人育成の基盤とな

る社協の法人後見等に係る

取組を支援するとともに、

広域連携の取組を試行実施

し他地区への普及を図っ

た。 

 

 

 

 

 

総合的な権利擁護事業に

向けた関係者との定期的な

協議の場を設けた。 

静岡県成年後見制度利用促進協議会 

東部地区②（9/13） 
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役員・評議員・事務局職員・受託団体の状況 

  平成 30年 4月 1日現在 

 

 １ 役員、評議員        （単位：人） 

理 事 

会  長 １ 

副 会 長 ３ 

常務理事 １ 

その他理事 ９ 

計 １４ 

監 事  ３ 

評議員  ２５ 

 

 ２ 職員                           （単位：人） 

区  分 
前年度(H28 年度) 本年度(H29 年度) 

平成 28 年
度末現在 

平成 28 年
度末退任等 

採 用 中途退職 
平成 29 年
度末現在 

平成 29 年
度末退任等 

職   員 
(内育休) 

２４
(０) 

３ 
(０) 

４ 
 (０) 

０ 
(０) 

２４
(０) 

３ 
(０) 

再 雇 用 
(内育休) 

１ 
(０) 

０ 
(０) 

０ 
(０) 

０ 
(０) 

１ 
(０) 

０ 
(０) 

専任職員 
(内育休) 

-  
(-) 

-  
(-) 

０ 
(０) 

０ 
(０) 

７ 
(０) 

０ 
(０) 

嘱 託 員 
(内育休) 

２８ 
(０) 

５ 
(０) 

２ 
(０) 

１ 
(０) 

１８ 
(１) 

５ 
(０) 

嘱託事務員 
(内育休) 

-  
(-) 

-  
(-) 

７ 
(０) 

０ 
(０) 

７ 
(０) 

３ 
(０) 

臨時事務員 
(内育休) 

１ 
(０) 

０ 
(０) 

１ 
(０) 

０ 
(０) 

２ 
(０) 

０ 
(０) 

非常勤臨時 
(内育休) 

０ 
(０) 

０ 
(０) 

０ 
(０) 

０ 
(０) 

０ 
(０) 

０ 
(０) 

計 
(内育休) 

５４ 
(０) 

８ 
(０) 

１４ 
 (０) 

１ 
(０) 

５９ 
(１) 

１１ 
(０) 

※１ 専任職員及び嘱託事務員は平成 29年度に新設した。 

※２ 平成 29年度に嘱託員から専任職員に転換した職員は 7名 

事務受託団体一覧 

団体名 担当課 

静岡県社会福祉法人経営者協議会 経営支援課 

福利厚生センター静岡事務局 経営支援課 

静岡県里親連合会 経営支援課 

静岡県肢体不自由児協会 経営支援課 

静岡県ホームヘルパー連絡協議会 経営支援課 

静岡県児童養護施設協議会(一部事務) 経営支援課 

静岡県民生委員児童委員協議会 地域福祉課 
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会員状況一覧（平成３０年３月３１日現在） 

 

  

分　類 種　　別 会員数 分　類 種　　別 会員数

救護施設 8 障害福祉サービス事業所 188

宿所提供施設 1 障害者支援施設 15

医療保護施設 1 身体障害者更生援護施設 14

計 10 知的障害者援護施設 43

乳児院 4 地域活動支援センター 5

母子生活支援施設 3 福祉ホーム 2

児童養護施設 12 身体障害者福祉センター 2

児童心理治療施設 1 計 269

児童自立支援施設 1 婦人保護施設 1

保育所 364 計 1

児童館 1 無料宿泊所 2

一時保護所 2 無料低額診療施設 2

小規模保育所 3 計 4

へき地保育所 2 市町社会福祉協議会 35

認定こども園 103 保護司会 24

福祉型障害児入所支援 10 県域の福祉団体 47

医療型障害児入所支援 4 その他の団体 26

福祉型児童発達支援センター 11 計 132

児童発達支援事業所 9 介護保険・障害福祉サービス 119

放課後等デイサービス 12 計 119

計 542 介護老人保健施設 60

養護老人ホーム 25 介護療養型医療施設 12

特別養護老人ホーム 221 計 72

軽費老人ホーム（Ａ型） 2 民生委員・児童委員 6,905

軽費老人ホーム（ケアハウス） 36 計 6,905

有料老人ホーム 38 首長・議長 45

老人福祉センター 16 団体 8

老人憩の家 1 企業 73

老人デイサービスセンター 222 個人 44

認知症高齢者グループホーム 66 計 170

老人短期入所施設（単独） 8 　　合　　計 8,884

在宅介護支援センター 5

地域包括支援センター 7

小規模多機能型居宅介護事業所 13

計 660

個人会員

賛助会員

生活保護
施設

障害者福祉
施設

児童福祉
施設

婦人保護
施設

社会福祉
一般施設

社会福祉
協議会・
団体

介護保険
関係事業所

老健・
療養病床

老人福祉
施設
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平成 29年度静岡県社会福祉協議会ふれあい基金 

地域福祉・ボランティア活動等推進助成事業 

 

＜NPO・ボランティアグループ等活動奨励事業＞ 

（単位：円）  

NO． 市町名 グループ名 贈呈額 

1 伊豆市 こども農園クラブ 100,000 

2 清水町 (特非)ウォータービ・ジョン 100,000 

3 富士宮市 トニー・ジュン & K 100,000 

4 富士宮市 上井出ボランティア婦人の会 100,000 

5 富士市 車いすダンススポーツ静岡 東部支部 100,000 

6 静岡市駿河区 ＮＰＯ法人静岡団塊創業塾 100,000 

7 磐田市 いわた紙芝居の会 100,000 

8 浜松市西区 NPO法人シニア劇団浪漫座 100,000 

計 800,000 
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＜地域福祉・ボランティア活動等推進助成事業＞ 

（単位：円） 

ＮＯ． 市町名 グループ名 助成額 事業内容 

1 三島市 
特定非営利活動法人 

リベラヒューマンサポート 
253,000 

悩みや困難を抱える子供・若者

交流キャンプ 

2 裾野市 にじいろの会 300,000 
みんなの学校上映会＆公開相

談会 

3 富士宮市 NPO法人 こころの泉 300,000 壮年熟期チャレンジ講座 

4 富士宮市 昭和歌謡楽団 284,000 演奏慰問活動 

5 
静岡市 

駿河区 
特定非営利活動法人 
青少就労支援ネットワーク静岡 

272,000 
若者・生活困窮者の就労支援ス

キルアップ研修 

6 
静岡市 

葵区 
チーム彩（いろどり） 300,000 いろどりカフェ 

7 
静岡市 

葵区 
静岡福祉文化を考える会 300,000 

地域ぐるみの居場所 その意

識と実態検証 

8 
静岡市 

葵区 
ＮＰＯ はぐくむ 200,000 

世界と繋がる広がる シズオ

カ 

9 
静岡市 

葵区 
Ｔalk space 300,000 がん患者支援 

10 
静岡市 

駿河区 
静岡県立大学公認クラブ 
リトルワールドキャンプ実行委員会 

160,000 リトルワールドキャンプ 14 

11 
静岡市 

葵区 
鈴木邸 子ども自然遊びの会 247,000 

鈴木邸 夏休み子ども自然遊

び 

12 焼津市 ＴＥＡＭ ももいろ 199,000 ももいろ食堂 

13 藤枝市 点訳サークル ひまわり 72,000 パソコン点訳 

14 島田市 まいせるふ 230,000 
親育ち、子育ち「いきいき子育

て勉強会」 

15 島田市 
静岡県中部難病ケア市民セッ

トワーク(SCID－ＮＥＴ） 
166,000 こころもバリアフリー活動 
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16 御前崎市 
特定非営利活動法人 

御前崎災害支援ネットワーク 
300,000 

平成 29 年度女性のための防災

減災リーダー養成講座及び防

災講演会 

17 掛川市 このゆびと～まれ 300,000 世代間交流による子育て支援 

18 磐田市 青年のつどい゛かりんとう゛ 300,000 ハッピースノーツアー 

19 磐田市 子どもの健康と環境を考える会 215,000 

母親目線で考えた防災情報冊

子「ママのための防災レシピ」

作成 

20 
浜松市 

中区 
ＮＰＯ法人 
はままつ子育てネットワークぴっぴ 

33,000 減災を伝えるリーダ-養成講座 

21 
浜松市 

中区 
しずおか多胎ネット 300,000 

多胎児ファミリー応援フェス

タ 2017 

22 
浜松市 

東区 
NPO法人ねっとわあくアミダス 55,000 

助け合い、支え合いで介護予防

（調理ボランティアを育てる） 

23 
浜松市 

南区 

特定非営利活動法人 

子育て支援の会 
300,000 楊子こども食堂 きらら 

計 5,604,000  

  

 

＜【先駆的（モデル的）】地域福祉・ボランティア活動等活動推進助成事業＞ 

（単位：円） 

ＮＯ． 市町名 グループ名 助成額 事業 

1 
静岡市 

清水区 
特定非営利活動法人 泉の会 1,000,000 

生活困窮者支援 

２ 
静岡市 

清水区 
銀さら勉強会 878,000 

多職種協働による総合相談（なん

でも相談会） 

３ 焼津市 Ｈｙｇｇｅ 1,000,000 
デンマークキャンプ 2017in焼津 

４ 
浜松市 

中区 
浜松の未来を育てる会 998,000 

妊娠期から行ける親子のもう一

つの居場所 

計 3,876,000 
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＜セルフヘルプ活動支援事業＞ 

（単位：円） 

ＮＯ． 市町名 グループ名 助成額 事業 

1 西伊豆町 
西伊豆いろは組 

（西伊豆失語症友の会） 
300,000 障害者のスポーツ体験教室開催 

2 富士市 
富士圏域精神保健福祉連合会 

（はばたきの会） 
300,000 

はばたきの会 平成２９年度精

神保健福祉公演会 

3 藤枝市 
特定非営利活動法人  

やまぼうし倶楽部 
82,000 ふくし・かいご作品展 

4 焼津市 
焼津チャレンジド・フットサル大会 

～藤枝 MYFCカップ～実行委員会 
103,000 

焼津チャレンジド・フットサル大

会～藤枝 MYFC カップ～ 

5 浜松市 SFCデルティーズ 300,000 
電動車椅子サッカーの普及と選手

育成及び日本代表選手から学ぼう 

計 1,085,000 
 

 

＜東日本大震災に係る避難者交流活動助成事業＞ 

（単位：円） 

ＮＯ． 市町名 グループ名 助成額 事業 

1 沼津市 
NPO法人 
臨床心理オフィスＢｅサポート 

300,000 
静岡県の被災避難者のための情

報交換交流会 

2 藤枝市 
特定非営利活動法人 
ギター音楽教育プロモーション 

300,000 東北を応援しよう公演 

3 浜松市 
特定非営利活動法人 

地域づくりサポートネット 
300,000 ふじのくに避難者交流ツアー 

計 900,000  

 

＜しずおかの居場所立上助成事業＞ 

（単位：円） 

ＮＯ． 市町名 グループ名 助成額 事業 

1 伊豆の国市 特定非営利活動法人伊豆学研

究会 
150,000 

大仁駅前商店街の居場所立ち上

げ事業 

2 下田市 集まり処「わんさ花」 150,000 集まり処「わんさ花」 

3 
静岡市 

駿河区 

特定非営利活動法人和っしょ

い・夢街道 
150,000 赤目ヶ谷 寄っちゃれ広場 

4 御殿場市 ＳｕｎＳｕｎさんきゅう 150,000 
ふれあいの居場所〝寄ってかっ

しゃ～〟 
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5 御殿場市 富士見原カフェ 149,000 富士見原カフェ 

6 熱海市 smile 熱海子ども食堂 143,000 
smile 熱海子ども食堂＠シニア

もね 

7 藤枝市 西益津いきいきランド 150,000 西益津いきいきランド 

8 富士市 
特定非営利活動法人ハイネッ

ト・ふじ 
92,000 

みんなのい～場所〝カフェすこ

やか〟 

9 
浜松市 

西区 

特定非営利活動法人プラチナ

ライフサポート紡 
150,000 

みんなの居場所 コミュニティ

カフェ紡 

10 
静 岡 市

葵区 

安西地区居場所づくり準備委

員会 
150,000 居場所いーとこ「あんざい」 

11 磐田市 街の居場所 ひまわりの郷 150,000 居場所 ひまわりの郷 

12 
静 岡 市

葵区 
支え合い推進部 150,000 居場所「ぷらっと安東」 

13 
静 岡 市

駿河区 

静岡市子ども食堂ネットワー

ク 
120,000 

地域の子育てみんなで作るこど

も食堂 

14 
静 岡 市

駿河区 
ひまわりっこ広場の会 103,000 ひまわりっこ広場 

15 
静 岡 市

葵区 
「グー」 150,000 居場所「グー」 

16 藤枝市 こども食堂まつぼっくり 150,000 こども食堂 まつぼっくり 

17 三島市 せせらぎ会 150,000 交流喫茶なみき 

18 
静 岡 市

葵区 
しずおかキッズカフェ 150,000 

子ども食堂静岡『しずおかキッズ

カフェ』 

19 藤枝市 藤の瀬“ほっと”ルーム 60,000 藤の瀬“ほっと”ルーム 

20 袋井市 髙尾地域づくり協議会 25,000 
どなたでもご利用いただける居

場所“茶論 deみなみ” 

21 
浜 松 市

南区 
みんなの桃の里 55,000 ふれあい子ども食堂 もも 

22 三島市 
NPO 法人森のようちえん・太陽

と緑の風クラブ 
150,000 

本当に必要なこども食堂「やるキ

ッズ」 

計 2,847,000  
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＜しずおかの地域づくり活動賞＞ 

（単位：円） 

NO． 市町名 グループ名 贈呈額 

1 西伊豆町 特定非営利活動法人 みんなの家 300,000 

2 富士市 NPO 法人 ゆめ・まち・ねっと 100,000 

3 静岡市葵区 しずおかキッズカフェ 100,000 

4 藤枝市 かいらハウス 100,000 

5 浜松市西区 浜松市・入野地区社会福祉協議会 50,000 

6 浜松市天竜区 NPO 法人 元気里山 50,000 

7 富士宮市 森のようちえん こだま 50,000 

8 富士宮市 芝川地区社会福祉協議会 50,000 

9 静岡市駿河区 
NPO 法人 ホスピタル・プレイ協会 

すべての子どもの遊びと支援を考える会 
50,000 

計 850,000 
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№  大学・学部名  人数 
 

№  大学・学部名  人数 

1 愛知産業大学短期大学 通信教育部 1 
 

23 玉川大学教育学部（通信教育課程） 3 

2 大阪芸術大学通信]教育部 1 
 

24 津田塾大学 5 

3 大谷大学 1 
 

25 東海大学海洋学部 24 

4 鎌倉女子大学 16 
 

26 東海大学短期大学部 101 

5 吉備国際大学 1 
 

27 東京未来大学 3 

6 京都外国語大学 4 
 

28 同志社大学 1 

7 京都教育大学 7 
 

29 桐朋学園大学 3 

8 京都女子大学 12 
 

30 常葉大学 203 

9 京都造形芸術大学 2 
 

31 常葉大学 浜松キャンパス 32 

10 京都ノートルダム女子大学 1 
 

32 常葉大学 富士キャンパス 6 

11 京都府立大学 2 
 

33 常葉大学短期大学部 11 

12 静岡英和学院大学 7 
 

34 日本大学国際関係学部 48 

13 静岡産業大学 40 
 

35 日本大学通信教育部 4 

14 静岡大学教育学部 322 
 

36 日本大学理工学部 3 

15 静岡大学人文社会科学部 11 
 

37 浜松学院大学 29 

16 静岡大学理学部 27 
 

38 佛教大学 1 

17 静岡文化芸術大学 15 
 

39 武蔵野音楽大学 8 

18 実践女子大学 2 
 

40 武蔵野美術大学 1 

19 上越教育大学 3 
 

41 明星大学通信教育部 10 

20 尚美学園大学 1 
 

42 立正大学 2 

21 女子栄養大学 2 
 

合計 979 

22 星槎大学 3 
    

 

平成２９年度教員免許取得のための介護等体験事業（学校別決定者数一覧） 

（単位：人）  
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平成２９年度みんなで支える地域福祉促進事業一覧 

 

 

 

円 円

小地域福祉活動等の担い手養成研修事業 2,345,757 1,168,000

地域福祉促進事業 164,305 82,000

2,510,062 1,250,000

13,431,460 5,258,000

15,941,522 6,508,000合　　　計　　14件

沼津市 健康長寿推進用プログラム制作事業 572,000 286,000

小計（12市町社協分）

磐田市 小地域活動者育成事業 307,971 152,000

長泉町 地域包括ケアに繋がる小地域福祉活動連携事業 1,350,000 675,000

南伊豆町 地域福祉人材育成事業 1,350,000 675,000

藤枝市
地域でつなぐ福祉の「わ」住民が主体の元気なまち
づくり事業

1,403,495 675,000

焼 津 市 生活支援ボランティア養成講座 349,692 170,000

裾野市
住民参加型在宅福祉サービスお互いさまサービス
事業

860,092 420,000

小山町 地域包括ケアシステム推進強化事業 460,068 230,000

菊川市 地域福祉推進における生活困窮者自立支援事業 1,437,921 675,000

三島市 住民参加型在宅福祉サービス立ち上げ関連事業 927,000 400,000

掛川市 包括的な『新・支え合い』構築事業 3,611,000 500,000

県
社
協
実
施
事

業 県社協

小計（県社協分）　　2件

市
町
社
協
実
施
事
業

伊東市 地域包括ケア担い手養成事業 802,221 400,000

事業
区分

社協名 事　　業　　名 事業費 県費補助額
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平成２９年度運営適正化委員会苦情受付合計、解決結果 

(単位:件) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①
相
談
助
言

②
紹
介
伝
達

③
あ

っ
せ
ん

④
通
知

Ⅰ
改
善
申
入
れ

Ⅱ
申
出
人
取
下
げ

Ⅲ
事
情
調
査
不
可

Ⅳ
Ⅰ
～

Ⅲ
以
外

⑥
継
続
中

⑦
意
見
・
要
望

①職員の接遇 3 1 2

②サービスの質や量
③説明・情報提供 

④利用料 3 3
⑤被害・損害 4 3 1 0

⑥権利侵害 1 1
⑦その他 2 2

小　計 13 10 1 0 0 0 0 0 2 0 0

①職員の接遇 20 15 4 1

②サービスの質や量 3 2 1

③説明・情報提供 2 1 1

④利用料 1 1
⑤被害・損害 4 2 1 1
⑥権利侵害 1
⑦その他 16 10 3 3

小　計 47 30 10 0 0 2 0 0 4 0 0

①職員の接遇 2 1 1
②サービスの質や量 2 1 1
③説明・情報提供 1 1
④利用料 1 1
⑤被害・損害
⑥権利侵害
⑦その他

小　計 6 3 2 0 0 0 0 0 1 0 0

①職員の接遇 3 3
②サービスの質や量
③説明・情報提供 
④利用料
⑤被害・損害
⑥権利侵害
⑦その他 2 2

小　計 5 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0

①職員の接遇 28 20 5 0 0 1 0 0 2 0 0
②サービスの質や量 5 3 0 0 0 1 0 0 1 0 0
③説明・情報提供 3 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0
④利用料 5 3 2 0 0 0 0 0 0 0 0
⑤被害・損害 8 5 2 0 0 0 0 0 1 0 0
⑥権利侵害 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
⑦その他 20 14 3 0 0 0 0 0 3 0 0

合　計 71 48 13 0 0 2 0 0 7 0 0

児
童
福
祉

そ
の
他

合
　
　
計

⑤その他
サ
ー

ビ
ス
種
別

区       分

苦
情
受
付
件
数

苦　情　解　決　結　果

高
齢
者
福
祉

障
害
者
福
祉
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平成 29 年度神谷基金障がい者自立支援活動奨励事業 受賞事業所一覧 

 

  賞 事業所名 
法人名・ 

事業所所在地 

種

別 

区

分 
内容 アピールポイント 副賞 

1 最優秀賞 

たちばな授産所 

（共同受注代表

施設） 

社会福祉法人 

たちばな会 

（浜松市 

浜北区) 

就

労

Ｂ 

(1) 

草刈作業の複数施設で

の共同受注 

統一名称「浜北 294（ふ

くし）くさかり隊」 

 

受注金額増、計画的

安定的な受注量確

保 

30万円 

2 優秀賞 

就労継続支援

Ａ型事業所 

ユースエイド 

一般社団法人 

ユースエイド 

（三島市） 

就

労

Ａ 

(2) 

オリーブ栽培（他農家と

一緒に「静岡産オリーブ

オイル」のブランド化に

取組む）、浜焼きレスト

ランの廃棄物である貝

殻を利用した土壌改良 

 

民間企業連携、農福

連携 

産業廃棄物の利用、

沼津工業高等専門

学校の支援協力 

15万円 

3 優秀賞 スゥ 

ＮＰＯ法人 

地域生活・ 

就労サポートセ

ンターすう 

（伊東市） 

就

労

Ｂ 

(1) 

商売として競争力をつ

けるために本格的なコ

ーヒーの入れ方を学び、

ヘルシー志向の良質な

弁当開発に取組む 

伊東市健康福祉センタ

ー内オープンカフェ「す

ぅカフェ」を開設 

 

おいしいコーヒ

ー・弁当、社会参加、

見守り（配達）、オ

ープンカフェによ

る地域交流の場 

15万円 

4 優秀賞 

けるん 

就労移行支援

事業所 

ＮＰＯ法人    

けるん 

（三島市） 

就

労

Ｂ 

(1) 

県の農福連携事業を基

にした農作業、授産品ブ

ランド化事業のさつま

いもジャム 

利用者の好きな農作業

で結果を出そうとする

取組み 

 

売上前年比 10％ア

ップ。工賃 13円ア

ップ。 

15万円 

5 優秀賞 
こむぎ・りなむ・

さがら作業所 

ＮＰＯ法人 

こころ 

（島田市・ 

牧之原市） 

就

労

Ｂ 

(1) 

自主商品開発のための

運営委員会の組織化、ノ

ウハウ共有化、法人一括

受注 

授産製品コンクー

ルで受賞。しいたけ

せんべい、ロッシ

ュ、みかんはちみつ

石鹸等 

 

15万円 
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 賞 事業所名 法人名 
種

別 

区

分 
内容 アピールポイント 

事業所 

所在地 

6 優秀賞 
きほくのもり

★ペンタス 

ＮＰＯ法人   

冀北の杜 

（掛川市） 

就

労

Ｂ 

(1) 

画家だった利用者を活

かした創作絵本活動。実

行委員会、えほんのもり

コンテスト、優しいここ

ろのバトン（寄付者の絵

本寄贈） 

絵本創作から名刺

作成まで一連の就

労を利用者自ら創

造 

15万円 

7 奨励賞 

就労継続支援

Ｂ型事業所 

さわじ作業所 

社会福祉法人 

三島市社会 

福祉協議会 

三島市 

就

労

Ｂ 

(2) 

レーザー加工機、ＵＶプ

リンターを強みとした

共同受注、企業と連携し

た独自製品 

県内では導入の少

ないレーザー・ＵＶ

加工機械を使用し

たオリジナル製品

の製作 

企業との連携 

５万円 

8 奨励賞 

多機能事業所

ループ 

（ライム） 

社会福祉法人 

みどりの樹 

（浜松市 

浜北区） 

就

労

Ｂ 

(1) 
幼稚園児向けの弁当作

りと販売 

売り上げ増、利用者

のモチベーション

ＵＰ、保護者・保育

園からの信頼を得

ることによる市場

拡大、副産物とし

て、野菜を食べる子 

５万円 

9 奨励賞 
引佐草の根 

作業所 

社会福祉法人 

引佐すみれの会 

（浜松市北区） 

就

労

Ｂ 

(1) 

浜松産遠州綿紬・磐田帆

布の「直虎花押入り手提

げバック」の作成・販売 

「直虎ちゃんハンドタ

オル」 

ミシン技術を活か

した自主製品 

予約注文による作

業効率の向上 

５万円 

10 奨励賞 みなみ 

社会福祉法人 

遠江学園 

（浜松市南区） 

 

就

労

Ｂ 

(1) 
綿花栽培とそれを使っ

た授産製品の作成・販売 

衰退した伝統工芸

（遠州綿紬）に取組

み、地元文化の継承

と地域貢献 

５万円 

合計 125万円 

応募区分 
      

 
(1) 就労支援事業所利用者の工賃向上に向けた「仕事」の開発又は「市場」の開拓に関する事業 

 
(2) 企業等と連携した(1)に関する事業 

 
(3) 障がい者に配慮した製品の開発 

 
(4) 利用者に配慮した職場環境の整備 

副賞 

・最優秀賞  賞状、副賞 30万円 

・優 秀 賞  賞状、副賞 15万円  

・奨 励 賞  賞状、副賞 ５万円 
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平成 29 年度静岡県民間社会福祉施設運営費助成基金助成事業 

区分 助成事業名 概     要 件数 
助成額      

（千円） 

1  

社会福祉事

業振興のた

めの助成 

 

＊助成対象 

 原則とし

て、株式会

社、有限会

社等の営利

法人を除く 

(区分 1) 

第三者評価受審によるサー

ビスの質の向上に向けた取組 

良質かつ安心・安全なサービス提供実現の

ために推進する事業に対して助成 
17 2,850 

2-1 
(区分 2-1) 

地域との連携・協働推進事業 

住民の福祉の理解の向上に向けた取組や、

地域に視点をあてた事業展開に関する公

益的な取組 

17 1,623 

3-1 

(区分 3-1) 

研修受講による資質向上に

向けた取組 

職場外研修を受講させることにより、職員

の定着及び資質向上を図る取組に対して

助成 

4 120 

3-2 
(区分 3-2) 

ジョブコーチ養成促進事業 

厚生労働大臣指定研修機関による第 1号職場適応援助

者養成研修を受講させることにより、職員の定着と利

用者の就労支援を図る取組に対して助成 

0 0 

3-3 

(区分 3-3) 

法人間連携による福祉人材

の確保及び資質向上に向けた取組 

複数の事業所が合同研修を行い、事業所間

連携による人材の育成・定着を図る事業に

対して助成 

12 1,206 

4 
(区分 4) 

運営組織の強化に向けた取組 

社会福祉法人の評議員を対象とし、運営組織の強

化及び地域公益性の向上を目的とした研修会を

実施し、評議員会の機能を高める取組に助成 

0 0 

5 
(区分 5) 

法人経営の適正化に向けた取組 

外部の専門家の指導による法人経営の適

正化に向けた取組に対して助成 
5 520 

6 
(区分 6) 

実践的な研究及び取組 

社会福祉法人等において、施設運営や業務

改善、地域福祉の向上等を目的とした先駆

的な取組や研究に対して助成 

10 3,246 

7 
(区分 7) 

福祉避難所設置促進事業 

福祉避難所に指定された事業所において、

自治会等との協定や訓練に対して助成 
2 289  

8-1 

市町社会福

祉協議会へ

の助成 

(区分 8)                                         

地域福祉の向上に向けた取組 

※助成条件 

地域の社会福祉事業者と連

携・協働して事業を実施す

ること 

当事者の支援のため、レスパイトケアや当事者同

士の集まりを企画・実施する取組に対して助成 
0 0 

8-2 

地域の保健・医療・福祉に関するネットワ

ーク構築を図り、それぞれが抱える課題の

共通理解を深め、協働で地域の課題に対応

する取組に対して助成 

1 70 

特 

社会福祉事

業振興の 

ための助成 

（特別助成)                             

継続的な実践研究事業 

社会福祉法人等（法人による合同研究を含

む）において、先駆的・研究事業であり、

プレゼンテーションによってその成果・効

果が他の模範となるようなすぐれた事業

であると認められるものに助成 

1 560 

経 経営協への助成 各種別協への運営費、研修費助成 2,400 

   額 12,884 
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平成２９年度民間社会福祉団体運営費助成事業 

                                 (単位:円) 

 

 

 

№ 団  体  名 団体決算額 補助決算額 補助事業の内容 

           円 円   

1 （福）静岡県社会福祉協議会 1,582,134 810,000 運営に要する経費 

2 （福）静岡県身体障害者福祉会 3,840,000 3,735,000     〃 

3 静岡県民生委員児童委員協議会 1,638,648 560,000     〃 

4 静岡県社会福祉法人経営者協議会 4,280,124 3,160,000     〃 

5 静岡県保育連合会 8,972466 610,000     〃 

6 静岡県里親連合会 2,526,340 2,070,000     〃 

7 静岡県知的障害者福祉協会 611,939 410,000     〃 

8 静岡県保育士会 4,826,488 290,000     〃 

9 静岡県肢体不自由児協会 240,548 130,000     〃 

10 （一社）静岡県肢体不自由児者父母の会連合会 2,743,758 500,000     〃 

11 （公社）静岡県母子寡婦福祉連合会 3,314,991 390,000     〃 

12 静岡県筋ジストロフィー協会 450,033 360,000     〃 

13 静岡県手をつなぐ育成会 8,915,580 7,400,000     〃 

14 静岡県自閉症協会 552,846 250,000     〃 

15 （一社）静岡県子ども会連合会 5,992,355 3,340,000     〃 

16 静岡県聴覚障害者親の会 129,996 110,000     〃 

17 （一財）静岡県老人クラブ連合会 12,646,607 4,380,000     〃 

18 静岡県ホームヘルパー連絡協議会 1,033,008 540,000     〃 

19 (Ｎ)静岡県作業所連合会・わ 790,068 410,000     〃 

  計 65,087,929 29,455,000   
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平成２９年度民間社会福祉活動促進事業費助成事業(民間団体育成強化事業) 

（単位：円） 
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平成２９年度民間社会福祉活動促進事業費助成事業(地域福祉促進事業) 
（単位：円） 
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平成 29 年度 研修評価表 

福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程
初任者コース　（中部１）

54 53 49
8/29

9/20,21
3

静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

　　　〃　　　　　（中部２） 54 37 36
10/10
11/1,2

3 〃

　　　〃　　　　　（中部３） 54 24 24
1/24

2/20,21
3 〃

　　　〃　　 　　　（東部） 54 36 35
11/28

12/12,13
3 三島市商工会議所

　　　〃　　 　　　（西部） 54 32 32
10/19

11/16,17
3 浜松市福祉交流センター

福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程
中堅職員コース（中部）

54 60 54
5/31

6/26,27
3

静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

　　　〃　　　　　 （東部） 54 45 43
8/25
9/5,6

3 三島商工会議所

　　　〃　　　　 　（西部） 54 34 33
7/24
8/3,4

3 浜松市福祉交流センター

福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程
チームリーダーコース（中部１）

54 32 32
9/27

10/16,17
3

静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

　　　〃　　　　　　 　 　　（中部２） 54 22 22
1/23

2/13,14
3 〃

　　　〃　　　　　　　　　  （東部） 54 37 33
9/12

10/2,3
3 三島商工会議所

　　　〃　　　　 　　　　　 （西部） 54 34 33
7/19

8/17,18
3 浜松市福祉交流センター

4
福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程
管理職員コース

54 39 35 9/14,15 2
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

管理者、施設長等

・管理職としての役割を遂行するための
　基本の習得
・管理者等が自らのキャリアデザインを
　描く

5
介護・看護リーダーのための指導力向上
講座 50 36 35

8/8
9/5
10/4
11/7

4
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

介護保険施設・事業所に勤
務する、リーダークラスの方

介護保険施設等のリーダーに必要な指導
力の習得

6
相談員のための支援力アップ講座
（中級編） 70 72 65 12/7 1

静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する相談員

生活相談員の役割と業務について正しい
理解と更なる支援力アップのための知識、
技術の習得

7 福祉職場のチーム力向上講座 70 80 76 11/13 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

中堅職員に求められる組織人としての役
割行動や、モチベーション向上のための知
識、技能の習得

8
明日からすぐに実行できる！
人材育成と施設サービス向上講座

60 52 51 9/29 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

職場内で職員を育成するOJTを理解し、講
師の経験談やグループでの議論を経て、
人材育成の重要性や職員の定着、施設
サービス等の向上について考える

9
職場研修のつくり方講座
～人が育つ、組織が育つ研修を行う事業
所になるために～

60 57 54 7/31 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

キャリアパスを用いた福祉職員の育成・指
導の方法を、実例を基に考える

10 研修活用コーディネーター養成プログラム 24 19 19

5/19
5/30
9/19
10/11
2/19

5
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

事業所内での初任者育成において、効果
的・計画的に研修を活用、人材育成に取り
組むコーディネーター（・スーパーバイ
ザー）を養成する。①集合研修5日間＋②
別途選択した研修受講

11
【新規】
福祉施設の災害対策講座

200 198 198 3/6 1 静岡労政会館
社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

自施設の災害過程を知り、その影響に備
えるために必要な対策・施設内の研修内
容を整理する

・サービス提供者、チームの一員としての
　基本の習得
・初任者が自らのキャリアデザインを描く

実施日 日数 会場 対象 内容

中堅職員（概ね入職後
3～5年程度の職員）

・中堅職員としての役割を遂行するための
　基本の習得
・中堅職員が自らのキャリアデザインを描く

チームリーダー
（主任、係長等）

・チームリーダーの役割を遂行するための
　基本の習得
・チームリーダーが自らのキャリアデザイン
　を描く

初任者（概ね入職後
１～２年程度の職員）

分野 番号 研修名 定員 申込者 受講者

組
織
力
強
化

組
織
力
を
高
め
る

2

3

1
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満足 やや満足 やや不満 不満 満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

（福）十字の園　御殿場十字の園　 施設長　宮島　克利　氏
（福）炉暖会 居宅介護支援事業所炉暖の郷 主任介護支援専門員 土屋 博昭 氏
（福）あしたか太陽の丘 静岡県立富士見学園 施設長代理　鶴田　安弘 氏

83.3% 10.4% 0.0% 0.0% 40 5 0 0 3

（福）炉暖会 居宅介護支援事業所炉暖の郷 主任介護支援専門員 土屋 博昭 氏
（福）静岡県社会福祉協議会　曽根　允
（福）あしたか太陽の丘 静岡県立富士見学園 施設長代理　鶴田　安弘 氏

80.6% 5.6% 0.0% 0.0% 29 2 0 0 5

（福）天竜厚生会　森川　正志　氏
聖隷クリストファー大学　助教　落合　克能　氏
（福）あしたか太陽の丘 静岡県立富士見学園 施設長代理　鶴田　安弘 氏

79.2% 8.3% 0.0% 0.0% 19 2 0 0 3

（福）あしたか太陽の丘 静岡県立富士見学園 施設長代理　鶴田　安弘　氏
（福）十字の園　御殿場十字の園　施設長　宮島　克利　氏
（福）炉暖会 居宅介護支援事業所炉暖の郷 主任介護支援専門員 土屋 博昭 氏

71.4% 25.7% 0.0% 0.0% 25 9 0 0 1

（福）天竜厚生会　森川　正志　氏
（特非）静岡県障害者ケアマネジメント従事者ネットワーク　理事　増井　潤　氏
（福）桂　カリタス２１　管理者・主任介護支援専門員　飯塚　哲夫　氏

62.5% 21.9% 0.0% 0.0% 20 7 0 0 5

ふるい後見事務所　社会福祉士　古井　慶治　氏
（福）天竜厚生会　森川　正志　氏
磐田市介護相談員　民生委員児童委員　栗原　寛美　氏

84.0% 14.0% 0.0% 0.0% 42 7 0 0 1

（福）炉暖会　居宅介護支援事業所　炉暖の郷　主任　土屋　博昭　氏
（特非）静岡県障害者ケアマネジメント従事者ネットワーク　理事　増井　潤　氏
（福）十字の園　御殿場十字の園　 施設長　宮島　克利　氏

73.8% 23.8% 0.0% 0.0% 31 10 0 0 1

（特非）静岡県障害者ケアマネジメント従事者ネットワーク　理事　増井　潤　氏
（福）天竜厚生会　森川　正志　氏
磐田市介護相談員　民生委員児童委員　栗原　寛美　氏

81.8% 15.2% 0.0% 0.0% 27 5 0 0 1

ふるい後見事務所　社会福祉士　古井　慶治　氏
（福）桂カリタス２１　管理者・主任介護支援専門員　飯塚　哲男　氏
磐田市介護相談員　民生委員児童委員　栗原　寛美　氏

75.0% 15.6% 3.1% 0.0% 24 5 1 0 2

ふるい後見事務所　社会福祉士　古井　慶治　氏
（福）桂カリタス２１　管理者・主任介護支援専門員　飯塚　哲男　氏
磐田市介護相談員　民生委員児童委員　栗原　寛美　氏

86.4% 9.1% 0.0% 0.0% 19 2 0 0 1

（特非）静岡県障害者ケアマネジメント従事者ネットワーク　理事　増井　潤　氏
（福）桂カリタス２１　管理者・主任介護支援専門員　飯塚　哲男　氏
磐田市介護相談員　民生委員児童委員　栗原　寛美　氏

72.4% 24.1% 0.0% 0.0% 21 7 0 0 1

ふるい後見事務所　社会福祉士　古井　慶治　氏
（福）桂カリタス２１　管理者・主任介護支援専門員　飯塚　哲男　氏
磐田市介護相談員　民生委員児童委員　栗原　寛美　氏

74.2% 25.8% 0.0% 0.0% 23 8 0 0 0

（福）和松会　和松園　園長　板倉　幸夫　氏
五味社会福祉士個人事務所　五味　保教　氏

テキスト
代等

88.6% 8.6% 0.0% 0.0% 31 3 0 0 1

介護老人保健施設 星のしずく 　看介護部長  髙口 光子 氏

34,000
(22,000)
 テキス

ト代別途

70.6% 20.6% 0.0% 0.0% 24 7 0 0 3

福祉と介護研究所35 代表　梅沢　佳裕　氏
6,000

(4,000) 59.4% 34.4% 3.1% 0.0% 38 22 2 0 2

日本女子大学　人間社会学部　社会福祉学科　教授　久田　則夫　氏
6,000

(4,000) 94.6% 5.4% 0.0% 0.0% 70 4 0 0 0

関西福祉科学大学　大学院社会福祉学研究科　教授　津田　耕一　氏
6,000

(4,000) 68.0% 26.0% 2.0% 0.0% 34 13 1 0 2

日本女子大学　人間社会学部　社会福祉学科　教授　久田　則夫　氏
6,000

(4,000) 89.6% 10.4% 0.0% 0.0% 43 5 0 0 0

静岡県立大学短期大学部 社会福祉学科　准教授　鈴木 俊文 氏　ほか

28,000
(18,000)
※左記
②は別

途

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 17 0 0 0 0

静岡県立大学短期大学部 社会福祉学科　准教授　鈴木 俊文 氏　ほか
6,000

(4,000)
73.8% 23.8% 1.2% 0.0% 62 20 1 0 1

研
修
課

（会員）
受講料

満足度（％） 満足度（件数） 担
当
課

講　師

テキスト
代等

テキスト
代等

テキスト
代等
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12 コーチング研修 40 60 54 10/24 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

コーチングに対する意識を深め、部下の自
発的意欲を引き出すための指導法を習得
する

13 会議力向上講座 60 60 54 10/6 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事
業所等に従事する、主に中
堅クラス以上の方

会議をより効果的かつ実りあるものにする
ための手法を、ファシリテーションの考え方
を中心に学ぶ

市町社協　新任職員研修（前期） 50 65 65 5/16 1 静岡市民文化会館

市町社協　新任職員研修（後期） 50 65 65 5/17 1 〃

15 市町社協　トップセミナー 80 89 89 12/20 1 静岡音楽館ＡＯＩ
（市町社協）
会長・役員・事務局長等

社協に求められている使命の共有と、今
後の方向性を確認する。

社会福祉法人経営戦略セミナー【前期】
（県社会福祉法人経営者協議会）

300 278 262 8/30 1 グランシップ 社会福祉法人の役職員

社会福祉法人制度改革の趣旨をあらため
て再認識し、より実効性のあるものにして
いくようフォローアップを行い、これからの
法人経営に資することを目的とする

社会福祉法人経営戦略セミナー【後期】
（県社会福祉法人経営者協議会）

300 134 125 12/20 1 グランシップ 社会福祉法人の役職員

今後の社会福祉法人の経営に関する考え
方と法人が具体的に取り組むべき方策に
ついて理解を深め、最新の福祉制度の動
向について情報提供を行う

17
社会福祉法人　経営セミナー
（県社会福祉法人経営者協議会） 150 112 94 6/14 1 静岡音楽館ＡＯＩ

社会福祉法人経営者協議会
会員法人

「我が事・丸ごと」地域共生社会から見える
社会福祉法人の役割」

18 社会福祉法人　監事監査研修会 700 793 770
4/13
4/14

2 グランシップ 社会福祉法人の監事・役職員等
監事の役割や業務、会計監査のポイントを
学ぶ

19 社会福祉法人　運営管理研修会 200 215 201 11/1 1 静岡市民文化会館大会議室 社会福祉法人の役職員等

「社会福祉法人制度改革による、経営の
透明性の確保とガバナンスの強化」「社会
福祉法人の会計処理・決算における留意
事項」

20 新設社会福祉法人　運営管理説明会 20 6 5 2/28 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

新設（予定）社会福祉法人の
役職員等

社会福祉法人の会計処理及び指導監査、
各種運営支援制度・体制等について

21 社会福祉施設　人事・労務管理研修会 120 145 125
7/12
7/20
7/31

3

三島商工会議所
浜松市福祉交流センター
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

社会福祉施設の役職員
福祉施設における人事労務管理に関する
関連法の基礎知識と現場における労働ト
ラブルやその対処法を学ぶ

22 福祉・介護人材確保実践セミナー 150 73 67 12/15 1 グランシップ 福祉・介護事業所経営者等
・戦略的な採用と定着促進事例等の説明
・事業所経営の改善の説明　等

採用担当者研修会　（東部） 30 36 30 9/21 1 プラサ　ヴェルデ

　　　　　〃　　　　　　（中部） 30 31 28 9/13 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

　　　　　〃　　　　　　（西部） 30 38 33 9/14 1
アクトシティ浜松
研修交流センター

24 社会福祉法人　簿記入門講座 100 161 160 6/13 1 静岡労政会館 新人会計実務担当者
複式簿記の基本的な仕組や社会福祉法
人の初歩的な仕訳例の理解

25
社会福祉法人・施設事務職員
経理基礎講座

150 178 176 6/20、22 1 静岡労政会館
会計実務担当者
（簿記入門修了程度）

帳簿組織と財務諸表、仕訳の勘定科目、
伝票起票に関する基本的知識の習得

26
社会福祉法人・施設事務職員
経理応用講座 250 340 336

7/18
7/21
7/24

1
グランシップ
静岡労政会館

中堅会計実務担当者
（経理基礎修了程度）

各種仕訳や、各種会計上の決まり等、社
会福祉法人会計の実戦的知識の習得

組
織
力
強
化

組
織
力
を
高
め
る

財
務
・
経
理

組
織
力
を
高
め
る

運
営
・
労
務
・
人
事

16

23
福祉・介護事業所の採用担
当者

人材確保・育成の好循環の実現に向け、
積極的な採用活動の展開について事例を
とおして学ぶ

14

組
織
力
を
高
め
る

実施日 日数 会場 対象 内容

（市町社協）
当該年度採用職員及び
未受講の方

社協職員として求められる意識や視点を
学び、他市町の社協職員とのつながりを築
く

定員 申込者 受講者分野 番号 研修名
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満足 やや満足 やや不満 不満 満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

（株）話し方教育センター　講師　袖山　直之　氏
10,000
(6,000) 64.0% 26.0% 0.0% 0.0% 32 13 0 0 5

（株）話し方教育センター　講師　袖山　直之　氏
6,000

(4,000) 70.4% 24.1% 0.0% 0.0% 38 13 0 0 3

無料 69.7% 24.2% 1.5% 0.0% 46 16 1 0 3

無料 69.7% 24.2% 1.5% 0.0% 46 16 1 0 3

日本福祉大学　学長補佐　原田　正樹　氏
淡路市社会福祉協議会 総務・地域支援グループ 参事　岩城　和志　氏

無料 80.7% 15.8% 3.5% 0.0% 46 9 2 0 0

全国社会福祉法人経営者協議会地域共生社会推進委員会副委員長 宮田裕司氏
全国社会福祉協議会法人振興部
社会福祉法人ふたば会理事長　松下洋子氏
社会福祉法人磐田市社会福祉協議会地域福祉課課長補佐　守谷充子氏

無料 25.6% 70.5% 3.8% 0.0% 20 55 3 0 0

全国社会福祉法人経営者協議会制度・政策委員会副委員長　山田雅人氏
全国社会福祉協議会法人振興部
社会福祉法人誠信会　坂間多加志氏
社会福祉法人静清会羽衣の園副施設長　市川晃氏

無料 9.4% 79.2% 9.4% 1.9% 5 42 5 1 0

厚生労働省社会・援護局地域福祉課 地域福祉専門官　後藤　真一郎　氏 無料 31.4% 48.6% 17.1% 2.9% 11 17 6 1 0

公認会計士・税理士　杉山　明喜雄　氏
静岡県福祉指導課職員

5,000
(3,000) 70.4% 29.6% 0.0% 0.0% 109 114 21 2 6

　OAG監査法人　公認会計士　橋本公成氏・横塚大介氏
6,000

(4,000) 21.6% 60.2% 17.0% 1.1% 19 53 15 1 0

静岡県福祉指導課職員
公認会計士・税理士　杉山　明喜雄　氏

テキスト
代等 40.0% 40.0% 0.0% 0.0% 2 2 0 0 1

赤堀社会保険労務士事務所　代表　赤堀　久士　氏
6,000

(4,000) 71.4% 24.8% 1.0% 1.0% 75 26 1 1 2

・講演会：(福)伸こう福祉会　理事長　足立　聖子　氏
・ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ：（福）松渓会　理事長　武居　敏　氏（コーディネーター）
　　　　　　　　（福）伸こう福祉会　理事長　足立聖子　氏（助言者）
　　　　　　　　（福）八生会　特養梅香の里　施設長　花木君子　氏
　　　　　　　　（福）静和会　特養丸子の里　施設長　成岡桂子　氏
　　　　　　　　（福）春風会　法人本部　本部長　木内　和実　氏

無料 47.4% 42.1% 3.5% 0.0% 27 24 2 0 4

73.3% 23.3% 3.3% 0.0% 22 7 1 0 0

76.0% 20.0% 4.0% 0.0% 19 5 1 0 0

87.1% 12.9% 0.0% 0.0% 27 4 0 0 0

公認会計士・税理士　杉山  明喜雄　氏
5,000

(3,000) 57.5% 38.8% 3.7% 0.0% 77 52 5 0 0

公認会計士・税理士　杉山  明喜雄　氏
10,000
(6,000) 58.6% 34.2% 6.3% 0.9% 65 38 7 1 0

公認会計士・税理士　杉山  明喜雄　氏
5,000

(3,000) 58.5% 40.7% 0.8% 0.0% 69 48 1 0 0

経
営
支
援
課

人
材
課

(福)伸こう福祉会　前田　みどり　氏（エリア長）
　　　　　　　　　　　　田中　祥子　氏（ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑｸﾛｽﾊｰﾄ南・横浜　施設長）

無料

（会員）
受講料

満足度（％） 満足度（件数） 担
当
課

地
域
福
祉
課

講　師

(福)静岡県社会福祉協議会地域福祉課職員
小山町社会福祉協議会　事務局長　原　秀人  氏　ほか

研
修
課

経
営
支
援
課
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27 社会福祉法人　予算管理基礎講座 150 229 219 10/15 1 静岡労政会館 新任予算管理担当者等

予算管理制度の基礎知識、予算積算方
法、流用、補正等について学ぶ。新会計基
準の適用に伴い27年度、28年度に実施し
た講座内容はそのままに、対象を新任担
当者中心に絞り、継続

28
【新規】
社会福祉法人・施設事務職員
会計実務専門講座

150 167 159 10/16 1 静岡労政会館 会計実務担当者
毎年、特定テーマをタイムリーにとりあげ
る。今年度は、リース会計をテーマとする。

29
社会福祉法人・施設職員　税務実務講座
（所得税等）

150 124 115 11/16 1 静岡労政会館 会計実務担当者
経理実務に必要な、消費税を除く、所得税
等各種税に関する知識の習得

30 社会福祉法人  財務管理講座 150 340 309
12/12
12/15

1 静岡労政会館 社会福祉法人の役職員

法人経営に必要な、財務管理の基礎的知
識の習得。今年度は、中長期的な観点か
ら適正な資金収支差額を確保するための
予算管理を取り上げる。

31 社会福祉法人　決算実務講座 300 428 396 2/15 1 グランシップ
社会福祉法人の会計実務担
当者等

各種決算整理事項や財務諸表の作成等
に必要な知識の習得

32 市町社協　会計実務研修会 50 49 48 7/20 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

会計実務担当者 社協における会計実務処理等

33 市町社協　決算実務研修会 50 51 51 2/5 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

総務・会計担当者 会計実務処理等

5,046 5,266 4,995

34 介護技術講座(基礎編） 48 48 47 6/1,2 2
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

老人福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する介護職等

体の仕組みと働きを理解し、ボディメカニク
スを活用した基本的介護技術を習得

35 介護技術講座（実践編） 48 41 39 7/13,14 2
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

老人福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する介護職等
で介護技術の基礎的知識が
ある方

生活場面に即した実践的介護技術の習得

36
“口腔のケア”講座
～利用者のＱＯＬ維持と向上のために～

60 60 59 11/20 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

高齢者や障害のある方への口腔のケアに
必要な知識・技術の習得

37
介護職が知っておきたい高齢者の
褥瘡・皮膚ケア講座 70 75 69 7/21 1

静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

老人福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

高齢者の皮膚障害の早期発見と褥瘡予防
のために、皮膚の観察・ケアについて基礎
的方法を学ぶ

38
お年寄りの安眠の法則
　～不眠予防と対処法～ 80 80 73 9/7 1

静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

老人福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

高齢者の睡眠について理解し、睡眠障害
等に対する正しい対応について学ぶ

39
おむつを外すための排泄ケア講座
～排泄自立の理論と実践から科学的介護
を考える～

70 37 35 8/1 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

老人福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する介護職等

介護職に必要な排泄ケアの基礎的知識の
習得

40
【新規】
快適なおむつの使い方講座 60 39 37

11/16
(午後）

1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

老人福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する介護職等

介護現場における紙おむつ装着に関する
知識や技術の習得

41 フットケア講座 60 57 54 10/4 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

老人福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

高齢者への支援方法としてフットケアの知
識・技術の習得

42 感染症講座(初級編） 100 85 83 5/10 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

社会福祉施設や介護保険事業所におい
て、主に高齢者や障害のある方を支援す
る職員に必要な、感染症の基礎的知識と
予防方法の習得

43 感染症講座(中級編） 100 75 71 10/23 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

「初級編」を受講した方、また
は感染症の「標準予防策」に
ついて基礎知識がある方

社会福祉施設や介護保険事業所におい
て、主に高齢者や障害のある方を支援す
る職員に必要な、感染症の実践的知識と
予防方法の習得

44 感染症講座(児童編） 50 52 52 8/4 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

保育所等、児童福祉施設に
勤務する方

児童に特有な感染症を中心として、基礎的
知識と予防方法、及び家庭や医療機関と
の連携等について学ぶ。

番号 研修名 定員 申込者

専
門
技
術
力
を
身
に
付
け
る

利
用
者
の
日
常
支
援

組織力を高める　小計
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満足 やや満足 やや不満 不満 満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

公認会計士・税理士　杉山  明喜雄　氏
5,000

(3,000) 70.0% 29.2% 0.0% 0.0% 84 35 0 0 1

公認会計士・税理士　杉山  明喜雄　氏
5,000

(3,000) 48.0% 43.0% 7.0% 1.0% 48 43 7 1 1

公認会計士・税理士　杉山  明喜雄　氏
5,000

(3,000) 72.0% 26.7% 0.0% 0.0% 54 20 0 0 1

公認会計士・税理士　杉山  明喜雄　氏
5,000

(3,000)
45.5% 45.5% 7.4% 1.1% 80 80 13 2 1

公認会計士・税理士　杉山  明喜雄　氏
5,000

(3,000) 53.5% 41.5% 4.9% 0.0% 76 59 7 0 0

(株)ビジネスパートナー　代表取締役　杉山　明喜雄　氏
　（本会　経営指導員）

無料 48.7% 38.5% 5.1% 0.0% 19 15 2 0 3

(株)ビジネスパートナー　代表取締役　杉山　明喜雄　氏
　（本会　経営指導員）

無料 42.9% 45.2% 9.5% 0.0% 18 19 4 0 1

60.5% 33.0% 3.8% 0.3% 1,773 968 110 10 68

介護福祉士会  飯田　泰子 氏、竹内　みち子 氏・小長谷　伊津子 氏
酒井　多可子　氏

18,000
(12,000) 72.3% 23.4% 0.0% 0.0% 34 11 0 0 2

介護福祉士会  飯田　泰子 氏、竹内　みち子 氏・小長谷　伊津子 氏
酒井　多可子　氏

18,000
(12,000) 64.9% 32.4% 0.0% 0.0% 24 12 0 0 1

静岡歯科衛生士専門学校　非常勤講師
　認定歯科衛生士（老年）　小宮山　ひろみ　氏
さくらばし歯科医院
　認定歯科衛生士・在宅療養指導（口腔機能管理）　佐藤　美紀　氏

6,000
(4,000)

78.9% 17.5% 1.8% 0.0% 45 10 1 0 1

静岡済生会総合病院　皮膚・排泄ケア認定看護師　河合　  幸　氏
6,000

(4,000) 57.8% 40.6% 0.0% 0.0% 37 26 0 0 1

ユークロニア（株）　代表　菅原　洋平　氏
（作業療法士　睡眠改善インストラクター　）

6,000
(4,000) 83.1% 12.7% 1.4% 0.0% 59 9 1 0 2

順天堂大学　保健看護学部　准教授　藤尾　祐子　氏
6,000

(4,000) 70.6% 23.5% 0.0% 0.0% 24 8 0 0 2

花王プロフェッショナル・サービス（株）
中部支社　メディカルサポートグループ　マネージャー　西村　恵　氏

6,000
(4,000) 78.4% 21.6% 0.0% 0.0% 29 8 0 0 0

（合）ＳＡＮＵＡ湯河原接骨院グループ　総院長　青栁　博　氏
6,000

(4,000) 94.4% 5.6% 0.0% 0.0% 51 3 0 0 0

静岡済生会総合病院　感染対策室
　看護師長　感染管理認定看護師　杉村　きよ美　氏

5,000
(3,000) 73.4% 21.5% 0.0% 0.0% 58 17 0 0 4

静岡済生会総合病院　感染対策室
　看護師長　感染管理認定看護師　杉村　きよ美　氏

5,000
(3,000) 75.4% 23.2% 0.0% 0.0% 52 16 0 0 1

静岡済生会総合病院　感染対策室
　看護師長　感染管理認定看護師　杉村　きよ美　氏

5,000
(3,000) 82.4% 15.7% 0.0% 0.0% 42 8 0 0 1
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満足度（％）
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（会員）
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45 介護職のための薬の基礎知識 100 78 76 9/6 1 静岡県産業経済会館
社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

介護職に必要な薬の基礎的知識の習得

46 急変を見逃さないための救急講座 70 110 106 6/19 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

利用者の容体の変化を見逃さずに対応す
るために必要な知識の習得

47 ターミナルケア入門講座 100 101 95 9/22 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

ターミナルケアの実際を理解し、終末期の
対応や、家族へのケア方法を学ぶ

48
精神疾患の理解
～基礎知識を学ぶ～ 90 111 100 11/7 1

静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

精神疾患、うつ、統合失調症などの知識を
習得するとともに、症状に応じた支援方法
の基礎を学ぶ

49 楽しく笑顔になれるレクリエーション 70 102 71 9/11 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

老人福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

高齢者のためのレクリエーションの知識と
技術の習得

50
【新規】
心とからだに安らぎを与える“手当て”
セラピューティック・ケア

70 58 56 11/6 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

老人福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

「触れること」の効果を再確認し、介護等に
おける活用方法を学ぶ

51
【新規】
認知症と高齢者の精神症状の医学的理解 60 78 64 1/29 1

静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

手の持つ力を再確認し、介護等における
活用方法を学ぶ

52 快適なシーティング講座 60 73 72 10/31 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

生活場面における正しい座り方の技術や
拘縮予防の方法などを学ぶ

53
生活場面から見る
利用者の身体観察のポイント講座 100 101 99 7/5 1

静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

老人福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

高齢者の健康を守るため、体調の変化、
疾患の悪化などの「観察力」を高める

54
【新規】
車いすメンテナンスセミナー 60 49 43

11/16
(午前）

1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

老人福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

車いすを利用する方が快適に過ごせるよ
う、車いすの調整とメンテナンスを学ぶ

55 認知症の人に寄り添うプロの介護セミナー 120 135 130 7/11 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

老人福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

・認知症高齢者に対する介護の見方、考え
方
・認知症高齢者への対応

56 認知症の人のためのレクリエーション 60 80 77 5/17 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

老人福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

認知症の方のためのレクリエーションの知
識と技術の習得

57 認知症のBPSDを考えるセミナー 120 153 143 8/2 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

老人福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

認知症の方の行動や心理症状を理解し、
利用者へのより良い関わり方について考
える

【新規】
認知症介護基礎研修     (西部） 80 74 66 11/30 1 浜松市福祉交流センター

　　　　　　　〃　　　 　    　 (東部）
80 79 79 12/6 1 三島商工会議所

認知症介護実践者研修　(浜松） 80 78

6/7,8
6/23,24

7/5
8/23

6 浜松市福祉交流センター

　　　　     〃　        　　　（三島） 80 78

6/1,2
6/13,14

6/29
8/2

6 三島商工会議所

　　　　     〃　　　        　（静岡） 80 77

6/15,16
7/6,7
7/18
8/30

6
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

　　　　     〃　    　　    　（富士） 80 75

7/13,14
7/27,28

8/9
9/22

6 ふじさんめっせ

　　　     　〃　　   　　   　（掛川） 80 79

7/11,12
7/25,26

8/16
9/26

6 掛川市生涯学習センター

分野 番号 研修名 定員 申込者 受講者

専
門
技
術
力
を
身
に
付
け
る

利
用
者
の
日
常
支
援

専
門
技
術
力
を
身
に
つ
け
る

認
知
症
ケ
ア

58 認知症介護に携わる方
（行政からの受託研修、募集・申込先は行
政）

59 433
介護保険施設、事業所等の
経験年数が２年以上の方

認知症高齢者介護の基本的理念、基本的
知識及び技術の習得（全6日＋実習）

実施日 日数 会場 対象 内容
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満足 やや満足 やや不満 不満 満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

薬局　ルンルンファーマシー　代表取締役　藤澤　節子　氏

5,000
(3,000)
 テキス

ト代別途

67.6% 24.3% 1.4% 0.0% 50 18 1 0 5

日本赤十字社静岡赤十字病院　救急看護認定看護師　池田　朋子　氏
6,000

(4,000) 49.5% 39.6% 5.9% 1.0% 50 40 6 1 4

（特非）メイアイヘルプユー理事　保健師　鳥海　房枝　氏
5,000

(3,000) 76.0% 17.7% 3.1% 0.0% 73 17 3 0 3

(公財)復康会　沼津中央病院　医療相談課長　澤野　文彦　氏
（静岡県精神保健福祉士協会　会長）

6,000
(4,000) 70.1% 24.7% 2.1% 0.0% 68 24 2 0 3

居場所づくり研究所　代表　田井中　正志　氏
6,000

(4,000) 76.8% 20.3% 2.9% 0.0% 53 14 2 0 0

認定ＮＰＯ法人 日本セラピューティック・ケア協会 認定講師　柴田　郁代　氏
6,000

(4,000) 81.8% 14.5% 0.0% 0.0% 45 8 0 0 2

敦賀温泉病院/海上寮療養所
千葉大学医学部付属病院 地域医療連携部 特任准教授　上野　秀樹　氏

6,000
(4,000) 65.0% 31.7% 1.7% 0.0% 39 19 1 0 1

(有)でく工房　取締役会長　光野　有次　氏
　（シーティングエンジニア）

6,000
(4,000) 67.1% 25.7% 2.9% 1.4% 47 18 2 1 2

（有）ファイブアローズ　取締役　岩下　由加里　氏
　（看護師、介護福祉士、介護支援専門員）

6,000
(4,000)
 テキス

ト代別途

72.9% 24.0% 0.0% 0.0% 70 23 0 0 3

井出商会　代表　井出　容敬　氏
6,000

(4,000) 51.2% 41.5% 4.9% 0.0% 21 17 2 0 1

介護老人保健施設　星のしずく　看介護部長　髙口　光子　氏
5,000

(3,000) 80.5% 14.8% 1.6% 0.0% 103 19 2 0 4

（福）興寿会　教育実践研修センター
　認知症介護レクリエーション実践研修センター 所長代理 尾渡　順子 氏

6,000
(4,000) 76.6% 19.5% 0.0% 0.0% 59 15 0 0 3

生活とリハビリ研究所　代表　三好　春樹　氏
5,000

(3,000) 80.0% 15.0% 0.7% 0.0% 112 21 1 0 6

78.8% 21.2% 0.0% 0.0% 52 14 0 0 0

63.3% 32.9% 2.5% 0.0% 50 26 2 0 1

75.6% 23.1% 1.3% 0.0% 59 18 1 0 0

76.9% 17.9% 0.0% 1.3% 60 14 0 1 3

83.1% 11.7% 0.0% 0.0% 64 9 0 0 4

72.0% 18.7% 1.3% 1.3% 54 14 1 1 5

64.6% 30.4% 0.0% 0.0% 51 24 0 0 4

満足度（件数） 担
当
課

研
修
課

静岡県認知症介護指導者の会　ほか 43,000

講　師
（会員）
受講料

満足度（％）

静岡県認知症介護指導者の会　ほか
テキスト

代等
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60
認知症介護実践研修
（実践リーダー研修）

40 32 32

10/13,26,27,
11/8,9,21,22

12/14,15,
1/26

10
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

高齢者介護実務経験5年以
上で、認知症介護実践研修
修了者

「認知症介護のあり方」「認知症介護のた
めの組織論」「認知症介護の実践技法」
「人材育成のための技法」（全9日＋他施
設実習１日＋実習）

認知症対応型サービス事業
管理者研修                 （西部）

70 58 57
12/20
12/21

2 浜松市福祉交流センター

　      　　〃　               （中部） 70 75 74
1/10
1/11

2
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

     　　　〃                　（東部） 70 61 56
1/16
1/17

2 三島商工会議所

小規模多機能型サービス等
計画作成担当者研修　 （中部） 35 54 52

2/8
2/9

2
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

　       　〃　　            　（西部） 35 28 28
2/15
2/16

2 浜松市福祉交流センター

63 認知症対応型サービス事業開設者研修 50 17 17 10/20 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

小規模多機能型居宅介護事
業所・看護小規模多機能型
居宅介護事業所・認知症高
齢者共同生活介護事業所の
代表者

（行政からの受託研修、募集・申込先は行
政）

64 介護記録の書き方講座（入居・入所編） 60 45 42 6/13 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

老人福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

施設・事業所（特養・老健等）における介護
職に必要な介護記録の書き方の基礎的知
識の習得

65 介護記録の書き方講座（居宅・通所編） 60 48 44 8/8 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

老人福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

訪問介護やデイサービスセンター等の介
護職に必要な介護記録の書き方の基礎的
知識の習得

66
高齢者施設の
リスクマネジメント講座

100 76 72 4/19 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

老人福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

高齢者施設・事業所の危機管理・安全管
理に必要な基礎的知識・技術の習得

67
【新規】
子どもがいる現場の
リスクマネジメント講座

60 48 45 10/30 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

保育所・児童福祉施設等に
勤務する方

子どもがいる現場での危機管理・安全管
理に必要な知識・技術の習得

福祉職員のための
ヒヤリハット・アクシデントセミナー 60 147 71 8/3 1

静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　　　【追加開催】 50 50 44 1/12 1

静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

69 高齢者の転倒予防講座 70 73 65 1/30 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

老人福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

高齢者の転倒予防について、必要な知識・
技能の習得

70
介護現場における
高齢者虐待防止と実践アプローチ 60 92 88 12/4 1

静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

老人福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

高齢者への虐待や不適切なケアを防ぐた
めの考え方や手法の習得

71
福祉サービス苦情解決研修会
（西部・中部・東部×各１回） 180 179 170

8/10
8/22
8/30

3

アクトシティ浜松
プラサヴェルデ
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

第三者委員会・苦情解決責
任者・苦情受付担当者

苦情解決に求められる姿勢と苦情解決の
あり方についての講義とグループ演習

72
「食べたい」を引き出す食事の工夫
～食介護は”思いやり”の介護～

70 62 60 2/27 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

社会福祉施設、介護保険事
業所に勤務する方（栄養士、
調理員優先）

社会福祉施設等における「食」についての
必要な知識・理論の習得

73 看護職員研修 70 52 51 3/8 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

社会福祉施設等に勤務する
看護職員

社会福祉施設等に勤務する看護職員に必
要な知識・技術の習得

74
ホームヘルパー全体研修会
（県ホームヘルパー連絡協議会） 200 48 47 6/16 1

静岡県男女共同参画センター
あざれあ

ヘルパー協会員
介護報酬改定を控えた今だから見直す
“人材育成”と“人材獲得”～『チームケア』
『協働』『連携』の強い組織の作り方～

75
ホームヘルパー一般研修①
　訪問介護における感染症対策 50 35 34 8/28 1 静岡労政会館 現場のヘルパー等

感染症の基本的な知識、訪問介護におけ
る対策を学ぶ

62

小規模多機能型居宅介護事
業所・看護小規模多機能型
居宅介護事業所の計画作成
担当者であって認知症介護
実践研修修了者

（行政からの受託研修、募集・申込先は行
政）

日数分野 番号 研修名 定員 申込者 受講者 実施日

リ
ス
ク
防
止 68

専
門
技
術
力
を
身
に
つ
け
る

認
知
症
ケ
ア

61

専
門
技
術
力
を
身
に
つ
け
る

職
種
別

会場 対象 内容

認知症対応型通所介護事業
所・小規模多機能型居宅介
護事業所・看護小規模多機
能型居宅介護事業所・認知
症高齢者共同生活介護事業
所の管理者

（行政からの受託研修、募集・申込先は行
政）

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

福祉サービスの特性をふまえたリスクマネ
ジメントの基本的な視点と、ヒヤリハット・ア
クシデントの学習による利用者の事故発生
の防止を学ぶ
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満足 やや満足 やや不満 不満 満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

静岡県認知症介護指導者の会　ほか 80,000 59.4% 31.3% 0.0% 0.0% 19 10 0 0 3

71.9% 22.8% 1.8% 0.0% 41 13 1 0 2

56.8% 28.4% 2.7% 0.0% 42 21 2 0 9

71.4% 21.4% 1.8% 1.8% 40 12 1 1 2

80.8% 17.3% 0.0% 0.0% 42 9 0 0 1

82.1% 17.9% 0.0% 0.0% 23 5 0 0 0

静岡県認知症介護指導者の会　ほか 5,000 64.7% 17.6% 5.9% 0.0% 11 3 1 0 2

対人援助スキルアップ研究所　所長　佐藤　ちよみ　氏
6,000

(4,000) 61.0% 29.3% 4.9% 2.4% 25 12 2 1 1

対人援助スキルアップ研究所　所長　佐藤　ちよみ　氏
6,000

(4,000) 34.1% 50.0% 9.1% 0.0% 15 22 4 0 3

(株)安全な介護　代表　山田　滋　氏
6,000

(4,000) 69.4% 26.4% 2.8% 0.0% 50 19 2 0 1

(株)インターリスク総研　事業リスクマネジメント部
　事業継続マネジメントグループ　依田　麻衣子　氏、紙谷　あゆ美　氏

6,000
(4,000) 64.4% 35.6% 0.0% 0.0% 29 16 0 0 0

6,000
(4,000) 33.8% 50.0% 5.9% 0.0% 23 34 4 0 7

6,000
(4,000) 40.9% 50.0% 4.5% 0.0% 18 22 2 0 2

静岡リハビリテーション病院
   事務長兼リハビリテーション部次長　熊谷　範夫  氏

6,000
(4,000) 65.1% 33.3% 0.0% 1.6% 41 21 0 1 0

ＡＡＡ研究会　松尾　隆義　氏
6,000

(4,000) 59.3% 36.0% 2.3% 2.3% 51 31 2 2 0

淑徳大学　総合福祉学部　社会福祉学科　准教授　山下  興一郎　氏
5,000

(3,000) 67.3% 27.8% 3.1% 0.6% 109 45 5 1 2

運

営
適
正
化

委
員
会

常葉大学 健康プロデュース学部 健康栄養学科 准教授　兒山　左弓　氏
6,000

(4,000) 58.6% 32.8% 1.7% 0.0% 34 19 1 0 4

特別養護老人ホームぬまづホーム　次長　渡邉　浩美　氏
6,000

(4,000) 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 34 17 0 0 0

㈱ねこの手　代表取締役　伊藤　亜記　氏 無料 90.7% 9.3% 0.0% 0.0% 39 4 0 0 0

静岡県済生会総合病院　感染対策室　看護師長　杉村　きよ美　氏
4,000

（2,000） 88.2% 11.8% 0.0% 0.0% 30 4 0 0 0

経
営
支
援
課

静岡県認知症介護指導者の会　ほか 4,500

小規模多機能型居宅介護事業所　まほろば　施設長　秋山　幸枝　氏
静岡県認知症介護指導者の会　杉森　幸恵　氏
全国小規模多機能型居宅介護事業者連絡会 事務局長　山越　孝浩　氏

6,000

研
修
課

担
当
課

研
修
課

講　師
（会員）
受講料

満足度（％） 満足度（件数）

聖隷クリストファー大学　教授　川村　佐和子　氏
東京都医学総合研究所難病ケア看護プロジェクト
　　　　　　　　　　　　　　主席研究員 原口　道子 氏
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ホームヘルパー一般研修 ②
　持ち上げない!安全・快適移乗技術を習
得する

40 32 31 2/14 1 芥川ビル４階会議室 現場のヘルパー等
移動・移乗技術を学び、利用者にとって安
全で快適な技術を習得する

ホームヘルパー一般研修 ③
　災害時の対応と日頃の備えを考える 50 33 35 11/21 1

静岡県男女共同参画センター
あざれあ

現場のヘルパー等

新潟中越地震の経験談や災害時における
対応等を学び、訪問介護事業所における
大規模災害に備えた体制づくりについて検
討する

ホームヘルパー一般研修 ④
　アンガーマネジメントに学ぶ
　～感情のコントロールとストレスケア～

50 28 27 1/24 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

現場のヘルパー等
自分の怒りのパターンを知り、感情に振り
回されないメンタルトレーニング・コントロー
ルの手法を学ぶ

76
ホームヘルパー全体会議（研修会）
（県ホームヘルパー連絡協議会）

50 86 80 3/7 1
静岡県男女共同参画センター
あざれあ

現場のヘルパー、サービス
提供責任者、中堅ヘルパー
等

「介護保険の改定と介護サービス事業所
の対応」

サービス提供責任者研修①
　訪問介護計画書の作成（アセスメント・モ
ニタリング）・サービス提供責任者としての
心構え

50 81 70 9/20 1 静岡労政会館
ヘルパー協会員等
（サービス提供責任者、中堅
ヘルパー等）

利用者のニーズや状況に合った訪問介護
サービスを責任を持って計画し運営するため
に、計画書の作成のポイントやサービス提供
責任者としての心構えを学ぶ

サービス提供責任者研修②
　訪問介護のグレーゾーン
　～ヘルパーのできること・できないこと～

50 65 61 12/20 1
静岡県男女共同参画センター
あざれあ

ヘルパー協会員等
（サービス提供責任者、中堅
ヘルパー等）

『訪問介護サービスのグレーゾーン』につい
て、様々な事例を通して介護保険制度の運営
基準に達しているか否かを考え、再確認する

サービス提供責任者研修③
　高齢者介護に必要な医療知識
　～高齢者の特徴・高齢者に多い疾患を
知り医療と連携しましょう～

50 35 31 1/11 1
静岡県男女共同参画センター
あざれあ

ヘルパー協会員等
（サービス提供責任者、中堅
ヘルパー等）

高齢者の身体的特徴と高齢者特有の疾患を
学び、経過の見守りと異変の早期発見をする
ことで医療と連携し、高齢者が重度化せずに
日常生活を送るための支援をする

サービス提供責任者研修④
　災害時のマニュアルを整える

50 34 31 2/23 1 レイアップ御幸町ビル
ヘルパー協会員等
（サービス提供責任者、中堅
ヘルパー等）

大規模災害発生時に利用者や介護者自身の
身の安全を確保するために、各事業所におけ
る防災マニュアルを整え、減災のための対策
及び災害時の対応力を強化する

肢体不自由児療育指導者講習①－１
（県肢体不自由児協会）

30 30 28 6/30 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

肢体不自由児の療育に携わ
る特別支援学校・社会福祉
施設職員等

肢体不自由児の総論（入門講座）

　　      〃　                          ①－２ 30 29 27 7/1 1 静岡医療福祉センター
肢体不自由児の療育に携わ
る特別支援学校・社会福祉
施設職員等

訓練の基本（実技を含む）

肢体不自由児療育指導者講習②－１
（県肢体不自由児協会） 30 29 29 7/21 1

静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

脳性麻痺の概論

　　      〃　                          ②－２ 30 27 26 7/22 1 静岡医療福祉センター 脳性麻痺の訓練入門（実技を含む）

肢体不自由児療育指導者講習③－１
（県肢体不自由児協会） 30 31 30 8/25 1

静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

脳性麻痺の概論

　　      〃　                          ③－２ 30 27 25 8/26 1 静岡医療福祉センター 脳性麻痺の訓練入門（実技を含む）

肢体不自由児療育指導者講習④－１
（県肢体不自由児協会） 30 35 31 9/29 1

静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

脳性麻痺の概論

　　      〃　                          ④－２ 30 30 27 9/30 1 静岡医療福祉センター 脳性麻痺の訓練入門（実技を含む）

81 障がい者週間の集い 200 108 108 12/8 1 グランシップ

福祉事業関係者、民生委員･
児童委員、本シンポジウムに
関心のある方など

障害者の働く現場を知っていただき、障害
者福祉への一層の理解と関心を深めると
ともに、障害者の自立と社会参加を促進す
ることを目的として開催する

82
CW研修
【地域における
「移動支援」とサービス開発】

50 44 39 11/28 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

市町社協職員、市町行政職
員、生活支援コーディネー
ター

現在の地域の生活課題を把握しながら、Ｃ
Ｗの機能スキルを学びます

83
CW研修
【地域アセスメント】 50 38 40 12/15 1

静岡県男女共同参画センター
あざれあ

市町社協職員、市町行政職
員、生活支援コーディネー
ター生活支援コーディネー
ター

現在の地域の生活課題を把握しながら、Ｃ
Ｗの機能スキルを学びます

84
CW研修
【地域福祉（活動）計画】

50 35 33 2/1 1 レイアップ御幸町ビル
市町社協職員、市町行政職
員、生活支援コーディネー
ター

現在の地域の生活課題を把握しながら、Ｃ
Ｗの機能スキルを学びます

肢体不自由児の療育に携わ
る特別支援学校・社会福祉
施設職員等

75
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80

実施日 日数 会場 対象 内容分野 番号 研修名 定員 申込者 受講者

肢体不自由児の療育に携わ
る特別支援学校・社会福祉
施設職員等

肢体不自由児の療育に携わ
る特別支援学校・社会福祉
施設職員等

77

78

79
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満足 やや満足 やや不満 不満 満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

移動・移乗技術研究会代表、元田園調布学園大学教授　中山　幸代　氏
4,000

（2,000） 83.9% 16.1% 0.0% 0.0% 26 5 0 0 0

新潟県長岡市　（福）長岡福祉会　高齢者総合ケアセンター　こぶし園
総合施設長　吉井　靖子　氏

4,000
（2,000） 75.8% 18.2% 6.1% 0.0% 25 6 2 0 0

社会福祉事務所ひまわり　社会福祉士・精神保健福祉士・
アンガーマネジメントインストラクター　増田　京子　氏

4,000
（2,000） 85.2% 14.8% 0.0% 0.0% 23 4 0 0 0

㈱服部メディカル研究所　所長
　立教大学前教授　服部　万里子　氏

3,000
（無料） 68.8% 23.4% 7.8% 0.0% 44 15 5 0 0

全国ホームヘルパー協議会副会長、
金沢春日ケアセンターヘルパーステーション管理者　鍋谷　晴子　氏

4,000
（2,000） 73.1% 25.4% 1.5% 0.0% 49 17 1 0 0

ＮＰＯ法人　茨城県ケアマネジャー協会　副会長
　　㈱ケアファクトリー代表取締役　能本　守康　氏

4,000
（2,000） 93.1% 6.9% 0.0% 0.0% 54 4 0 0 0

順天堂大学　保健看護学部　在宅看護　准教授　藤尾　祐子　氏
4,000

（2,000） 80.6% 19.4% 0.0% 0.0% 25 6 0 0 0

一般財団法人 烏野財団　代表理事
　びわこ学院大学　教授　烏野　猛　氏

4,000
（2,000） 96.8% 3.2% 0.0% 0.0% 30 1 0 0 0

静岡医療福祉センター　森山　明夫　氏、望月　祐介　氏
静岡大学　香野　  毅　氏
県立中央特別支援学校　渡邊  浩喜　氏

3,500 81.5% 7.4% 0.0% 0.0% 22 2 0 0 3

静岡医療福祉センター　望月　達夫　氏、森山　明夫　氏、
                                     山内　一之　氏、橋本　尚幸　氏

3,500 84.0% 0.0% 0.0% 0.0% 21 0 0 0 4

静岡医療福祉センター　望月　達夫　氏
つばさ静岡　山倉　慎二　氏
静岡てんかん神経医療センター　重松  秀夫　氏、井出　容敬　氏

3,500 73.1% 0.0% 0.0% 0.0% 19 0 0 0 7

静岡医療福祉センター　山内　一之　氏 3,500 95.5% 4.5% 0.0% 0.0% 21 1 0 0 0

つばさ静岡　浅野　一恵　氏
こども病院　加藤　光剛　氏、鴨下　賢一　氏、北野　市子　氏

3,500 63.0% 14.8% 0.0% 0.0% 17 4 0 0 6

静岡医療福祉センター　山内　一之　氏 3,500 95.7% 4.3% 0.0% 0.0% 22 1 0 0 0

静岡医療センター　望月 達夫氏、森山 明夫氏
城西神経内科クリニック　石垣 泰則氏
静岡てんかん神経医療センター　山崎 悦子氏

3,500 42.3% 30.8% 0.0% 0.0% 11 8 0 0 7

静岡医療福祉センター　山内　一之　氏 3,500 85.2% 14.8% 0.0% 0.0% 23 4 0 0 0

株式会社恋する豚研究所　代表取締役
社会福祉法人福祉楽団　理事長　飯田　大輔　氏

無料 72.7% 20.5% 2.3% 0.0% 32 9 1 0 2

ＮＰＯ法人　全国移動サービスネットワーク　副理事長　河崎　民子　氏 無料 54.5% 36.4% 0.0% 0.0% 18 12 0 0 3

駒澤大学文学部社会学科社会福祉学専攻　准教授　川上　富雄　氏 無料 62.9% 31.4% 0.0% 2.9% 22 11 0 1 1

聖徳大学・聖徳大学短期大学部　心理福祉学部　教授　豊田　宗裕　氏 無料 29.0% 54.8% 9.7% 0.0% 9 17 3 0 2
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地
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課
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（会員）
受講料
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85
ボランティアコーディネーター養成研修

50 16 14 12/21 1
静岡県男女共同参画センター
あざれあ

市町社協職員、各施設ボラン
ティア受け入れ担当者、NPO
及びボランティア団体関係者、
ボランティアコーディネーター等

ボランティアコーディネーターとして必要な
知識と技術の習得を図る

86
【新規】
生活支援コーディネーター養成研修

150 116 116
9/13,14
9/20,21
1/23,24

6
プラザおおるり
プラサヴェルデ
静岡市産学交流センター

生活支援コーディネーターと
その候補者

生活支援コーディネーターとして必要な知
識と技術の習得を図る

87 市町社協　監事研修 50 48 48 4/19 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

市町社協監事 監事の業務・責務、監事監査について

88 市町社協　新任事務局長研修 5 7 7 4/28 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

市町社協新任事務局長
社協組織の特性、基本理念、法的な位置
付け（設立経過）等

89 社協災害対応研修会 50 28 28 7/7 1 静岡市産学交流センター 市町社協職員 社協の災害対応力向上に向けた講義等

90
地域福祉コーディネーター＜CSW＞
養成研修 40 40 40

7/14
7/15
2/９
2/10

4
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

市町社協職員、地域包括支援
センター職員、障害者総合支
援法に係る相談支援事業所職
員 、生活困窮者自立相談支
援機関関係職員、社会福祉法
人・ＮＰＯ法人職員

地域住民や各関係者と共同し、円滑に課
題解決につなげられるようコミュニティソー
シャルワークの技術の習得を目的とする

91
日常生活自立支援事業
専門員研修会（基礎） 30 20 20 4/24 1 静岡県教育会館すんぷらーざ 市町社協専門員

新たに本事業の担当となった職員を対象
とし、本事業に関する知識や専門員として
の技術を習得する

92
日常生活自立支援事業
専門員研修会（応用） 50 12 10 1/31 1

静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

市町社協専門員
各専門員が専門職として自らの援助内容
を振り返り、今後の援助に活かせるよう、
新たな学びや気づきの場とする

93
日常生活自立支援事業
新任生活支援員研修会 60 29 29

7/27
2/19

2
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

市町社協新任生活支援員
日常生活自立支援事業について、事業の
目的、生活支援員の役割と職務、利用者
の理解と支援技法を習得する

94
日常生活自立支援事業
現任生活支援員研修会 250 140 130

11/7
11/17

2
プラサヴェルデ
掛川グランドホテル

市町社協現任生活支援員

日頃の支援を振り返り生活支援員としての
役割を再確認するとともに、日常生活自立
支援事業における相談援助技法等につい
て学ぶ

95 生活福祉資金新任担当者研修会 50 28 29 4/21 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

市町社協職員 制度説明・事務取扱い

96 生活福祉資金現任担当者研修会 50 39 36 9/22 1 レイアップ御幸町ビル 市町社協職員

・生活福祉資金貸付事業をめぐる動向と市
町社協への期待
・静岡県内における生活福祉資金貸付事
業の概要

5,661 5,124 4,748

97 コンプライアンス講座 60 56 54 5/9 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

福祉サービス事業従事者が最低限備えて
おくべき、コンプライアンスと職業倫理の基
礎的知識の習得

98 権利擁護･成年後見セミナー（基礎編） 80 82 83 6/30 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

認知症高齢者や知的障がい者等を支援す
る職員として必要な権利擁護・成年後見の
基礎的知識の習得

99 権利擁護･成年後見セミナー（実務編） 60 46 44 7/28 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

認知症高齢者や知的障がい者等を支援す
る職員として必要な権利擁護・成年後見の
実践的知識の習得

接遇・マナー講座　（中部） 60 51 50 5/18 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

　　 　　〃　        　（東部） 60 40 37 5/25 1 三島商工会議所

　　 　　〃　　      　（西部） 60 46 44 5/22 1 浜松市福祉交流センター

101
指導者のための接遇マナーと部下指導の
ポイント講座 70 77 67 6/20 1

静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

接遇マナーの再確認、指導者能力と部下
指導のポイントを学ぶ

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

接遇の心理学、ビジネスマナー、利用者・
家族・スタッフ同士の連携を取るコミュニ
ケーション、自分自身のこころのケアにつ
いて学ぶ
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満足 やや満足 やや不満 不満 満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

横浜創英大学　こども教育学部　教授　小野　智明　氏 6,376 71.4% 28.6% 0.0% 0.0% 10 4 0 0 0

県長寿政策課、県社会福祉協議会地域福祉課
さわやか静岡、市町の生活支援コーディネーター
日本ファシリテーション協会　鈴木まり子　氏

無料 91.8% 8.2% 0.0% 0.0% 101 9 0 0 0

(株)ビジネスパートナー　代表取締役　杉山　明喜雄　氏
　（本会　経営指導員）

無料 61.9% 38.1% 0.0% 0.0% 26 16 0 0 0

市町社協新任事務局長 無料 - - - - - - - - -

日本ファシリテーション協会　鈴木まり子　氏
にいがた災害ボランティアネットワーク　李　仁鉄　氏

無料 81.5% 18.5% 0.0% 0.0% 22 5 0 0 0

（特非）日本地域福祉研究所
日本社会事業大学　准教授　菱沼　幹男　氏
日本地域福祉研究所　主任研究員　青山　登志夫　氏
浦和大学　講師　大島　隆代　氏　　　　　　　　　　　　　　　他

15,000 64.7% 29.4% 0.0% 0.0% 22 10 0 0 2

長崎県大村市社会福祉協議会　事務局次長　山下　浩司　氏 無料 73.7% 26.3% 0.0% 0.0% 14 5 0 0 0

東京都国立市社会福祉協議会　課長　山地　晴義　氏
ふるい後見事務所　社会福祉士　古井　慶治　氏
あさか社会福祉士事務所　社会福祉士　浅賀 勢津子　氏

無料 85.7% 14.3% 0.0% 0.0% 6 1 0 0 0

地域生活支援センターおさだ　堀　義博　氏
社会福祉法人掛川市社会福祉協議会　専門員　栗田ますみ氏
生活支援委員　橋本　弘子氏
社会福祉法人磐田市社会福祉協議会　専門員　小栗　伸介氏
生活支援委員　高木　浩三氏

無料 56.3% 37.5% 3.1% 0.0% 18 12 1 0 1

鶴田　安弘　氏（静岡県立富士見学園施設長代理・日常生活自立支援事業
契約締結審査会審査委員長）

無料 68.2% 24.8% 3.9% 0.0% 88 32 5 0 4

(福)静岡県社会福祉協議会生活支援部生活支援課 無料 41.4% 51.7% 6.9% 0.0% 12 15 2 0 0

全国社会福祉協議会民生部副部長　伊藤浩司氏
(福)静岡県社会福祉協議会生活支援部生活支援課

無料 61.1% 27.8% 8.3% 0.0% 22 10 3 0 1

70.8% 24.0% 1.7% 0.2% 3,205 1,085 78 11 151

ふるい後見事務所　社会福祉士　古井　慶治　氏
6,000

(4,000) 83.3% 16.7% 0.0% 0.0% 45 9 0 0 0

ふるい後見事務所　社会福祉士　古井　慶治　氏
5,000

(3,000) 72.0% 25.6% 0.0% 0.0% 59 21 0 0 2

ふるい後見事務所　社会福祉士　古井　慶治　氏
5,000

(3,000) 79.1% 20.9% 0.0% 0.0% 34 9 0 0 0

6,000
(4,000) 70.6% 23.5% 0.0% 2.0% 36 12 0 1 2

6,000
(4,000) 76.3% 18.4% 2.6% 0.0% 29 7 1 0 1

6,000
(4,000) 90.9% 9.1% 0.0% 0.0% 40 4 0 0 0

(株)はあもにい　代表取締役　大野　晴己　氏
6,000

(4,000) 56.9% 24.6% 6.2% 0.0% 37 16 4 0 8

コミュニケーションハウス　代表　坂倉　裕子　氏
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102 アンガーマネジメントを学ぶ講座 60 85 81 4/25 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

介護の現場等で怒りの感情を上手にコント
ロールしながら相手と接するためのスキル
を学ぶ

103 「実践理論」を活用した専門職教育法講座 60 23 23 11/14 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

社会福祉・対人援助専門職としての基本
的な理論を初任者等へ伝え、福祉専門職
として育成する指導方法を学ぶ

104 入居者家族とのより良い関係づくり講座 60 39 33 12/11 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

入居者家族が抱える想いを理解し、より良
い関係づくりのためのポイントやアプロー
チ方法を学ぶ

共感を得る「ことば」講座 60 155 74 8/22 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　　　【追加開催】 60 92 85 12/19 1 〃

106 福祉職場のストレスマネジメント講座 60 71 68 8/7 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

介護職・福祉職が抱えがちなストレスにつ
いて認識し、ストレスを上手にコントロール
する方法を学び、心身共に安定した状態
になることで、サービスの質の向上を図る

107
福祉職のためのリフレッシュ講座
～笑いヨガとアロマでハンドマッサージ～

60 36 35 12/8 1
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

福祉職のストレスケアのための知識・技術
の習得

870 899 778

108

法定地区民児協会長研修会
（県民生委員児童委員協議会）
平成29年度は「民生委員制度創設100周
年記念・児童委員制度創設70周年記記念
静岡県民生委員児童委員大会」を開催

2,700 2,700 2,700 11/22 1 グランシップ
静岡県内民生委員児童委員
（静岡市・浜松市含む）

民生委員制度創設の原点とこれからの民
生委員児童委員活動について

109
主任児童委員研修会
（県民生委員児童委員協議会） 100 107 98 1/30 1 グランシップ

県民児協会員（主任児童委
員）

相談に必要な心の読み方・悩みの聴き方

110
相談技法研修会
（県民生委員児童委員協議会） 200 192 206

7/28
7/27
7/21

3
三島商工会議所
グランシップ
アクトシティ浜松

県民児協会員
相談面接の基本となる傾聴の基本的なス
キルの習得を図る

111 地域福祉教育推進シンポジウム 100 100 100 8/9 1 静岡音楽館ＡＯＩ

学校教諭、教育委員会職
員、地区社協役員・関係者、
社会福祉施設職員、民生委
員・児童委員、社協職員、福
祉教育に携わっている方　な
ど

静岡県における福祉教育の取組が50年の
節目を迎えるにあたり、これまでの福祉教
育の歩みを振り返るとともに、「今、なぜ福
祉教育が必要なのか」について考える

112
『企業と地域の「新しい」連携・協働のカタ
チ』を考えるセミナー 80 47 47 1/31 1 静岡市民文化会館

社会貢献を実施している又
は興味がある方等

企業と地域の新しい連携・協働の形を考え
る

113 福祉の職場体験 ― 337 337
4月

～3月
県内各地

福祉職に関心のある方、福
祉職場に就労を希望する方

福祉の施設体験

114 福祉の就職支援セミナー 100 80 71
10/16
11/24

2
静岡県総合社会福祉会館
（シズウエル）

福祉職場に就労を希望する
者

1日目「コミュニケーション心理学」～調べ
てみよう！あなたの心の形～
2日目「これってあり？知って役立つ労働
法」

潜在保育士職場復帰支援研修【中部１】 120 109 109 7/1 1 グランシップ
保育士資格をお持ちの方、
これから資格取得を目指す
方

「魅力いっぱい保育の仕事」講義・実技（歌
遊び等）

潜在保育士職場復帰支援研修【西部】 50 16 16 1/13 1 浜松こども館ここ・いーら
保育士資格をお持ちの方、
これから資格取得を目指す
方

あなたを必要としてる保育の仕事！～これ
までの経験を活かして～

潜在保育士職場復帰支援研修【中部２】 50 38 38 1/20 1 グランシップ
保育士資格をお持ちの方、
これから資格取得を目指す
方

子どもを〝みる”ということ～子どもの成長
や時期による関わり方～

潜在保育士職場復帰支援研修【東部】 50 21 21 1/27 1 ホテル沼津キャッスル
保育士資格をお持ちの方、
これから資格取得を目指す
方

きっとうまくいく！保育職場のコミュニケー
ション～現場に入る前に知っておきたいこ
と～

定員 申込者 受講者 対象 内容

地
域
福
祉
を
支
え
る
力
を
身
に
つ
け
る

社会福祉施設・介護保険事
業所等に勤務する方

DJポリスも学んだスピーチロックとは！？
「相手を制限する言葉」から「相手を受け入
れる言葉」を旨とし、「言葉選び」の重要性
を考える

実施日 日数 会場

人
間
力
を
高
め
る

リ
フ
レ

ッ
シ

ュ

人間力を高める　小計
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人
間
力
を
高
め
る

対
人
関
係
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研修名分野 番号
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満足 やや満足 やや不満 不満 満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

あまぎ学園・ワークスうしぶせ 施設長 石井　昌明 氏
 (（福）あしたか太陽の丘理事　)
（一社）日本アンガーマネジメント協会認定
アンガーマネジメントファシリテーター

6,000
(4,000) 53.8% 42.5% 3.8% 0.0% 43 34 3 0 0

静岡県立大学短期大学部　社会福祉学科  講師　准教授　鈴木　俊文　氏
6,000

(4,000) 78.3% 17.4% 0.0% 0.0% 18 4 0 0 1

大妻女子大学　人間関係学部人間福祉学科　准教授　井上　修一　氏
6,000

(4,000) 53.1% 40.6% 6.3% 0.0% 17 13 2 0 0

6,000
(4,000) 73.6% 23.6% 0.0% 0.0% 53 17 0 0 2

6,000
(4,000) 63.1% 31.0% 2.4% 1.2% 53 26 2 1 2

産業カウンセラー キャリアカウンセラー 心理相談員 横山　美弥子 氏
6,000

(4,000) 85.1% 11.9% 0.0% 0.0% 57 8 0 0 2

日本笑いヨガ協会　横山　正子　氏
日本アロマ環境協会認定スクール
　アロマサロン＆スクールＡＬＣ　学院長　八木　孝通　氏

6,000
(4,000)
教材費
別途

77.1% 20.0% 0.0% 0.0% 27 7 0 0 1

71.2% 24.3% 1.6% 0.3% 548 187 12 2 21

全国民生委員児童委員連合会・静岡県民生委員児童委員協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　顧問　天野　隆玄　氏
全国民生委員児童委員連合会　顧問　堀江　正俊　氏
神戸女子大学　健康福祉学部　教授　小笠原　慶彰　氏

無料 - - - - - - - - -

一般社団法人心療対話士協会　理事長　石井　利幸　氏 無料 66.7% 24.4% 7.8% 1.1% 60 22 7 1 0

昭和大学　保健医療学部　講師　大谷　佳子　氏 無料 97.1% 1.7% 0.0% 0.0% 170 3 0 0 2

愛知尾北福祉教育・ボランティア学習研究所　所長　清水　将一　氏
愛知教育大学　名誉教授　増田　樹郎　氏
社会福祉法人　天竜厚生会　理事長　山本　たつ子　氏
静岡県教育委員会義務教育課　指導観　室伏　伸明　氏
静岡県中部難病ケア市民ネットワーク　事務局長　加賀　敦　氏
社会福祉法人　静岡県社会福祉協議会　福祉企画部長代理　西村　慎言

無料 41.8% 44.8% 7.5% 0.0% 28 30 5 0 4

ＣＳＲ・協働コーディネーター　池上 直樹  氏 無料 29.4% 52.9% 8.8% 0.0% 10 18 3 0 3

― 無料 28.8% 39.9% 27.0% 1.3% 109 151 102 5 11

第1部
　1日目　　天使の花仕事
　　　　　　　代表　深津　美穂　氏
　2日目    静岡労働局雇用環境・均等室
　　　　　　　室長　長澤　達士　氏
第2部　「福祉現場からのメッセージ」（第3部出展事業所職員より）
第3部　「福祉のミニ就職相談会」福祉事業所との個別相談会

無料 50.0% 43.1% 1.7% 0.0% 50 43 2 0 5

学校法人袋山学園　しらこばと幼稚園　理事長　菊池　政隆　氏 無料 91.1% 8.9% 0.0% 0.0% 51 5 0 0 0

Ｕｍｅｈａｎａ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ　代表　松原　美里　氏 無料 75.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12 0 0 0 4

Ｕｍｅｈａｎａ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ　代表　松原　美里　氏 無料 84.2% 5.3% 0.0% 0.0% 32 2 0 0 4

Ｕｍｅｈａｎａ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ　代表　松原　美里　氏 無料 85.7% 9.5% 0.0% 0.0% 18 2 0 0 1

講　師

人
材
課

(株)はあもにい　代表取締役　大野　晴己　氏

地
域
福
祉
課

研
修
課

（会員）
受講料

満足度（％） 満足度（件数） 担
当
課
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学んでなっとく!
はじめての介護講座（東部会場）

50 29 20
9/18
9/30

2 三島商工会議所

　　　　　　　〃　　 　　（中部会場） 50 60 49
11/12
11/18

2 グランシップ

　　　　　　　〃　　　 　（西部会場） 50 56 48
10/9
10/22

2
アクトシティ浜松研修交流セン
ター

学んでなっとく!
はじめての介護講座②（東部会場） 50 48 39

1/8
1/14

2 プラサヴェルデ

　　　　　　　〃　　 　　②（中部会場） 50 73 56
2/17
2/25

2 グランシップ

　　　　　　　〃　　 　　②（西部会場） 50 54 41
3/3
3/11

2 浜松市福祉交流センター

第1回静岡ＤＣＡＴ登録員養成研修 50 85 49
9/4
9/5

2 静岡県立短期大学
静岡ＤＣＡＴ登録員協力申出
書を提出した者

静岡県災害派遣福祉チーム（静岡ＤＣＡＴ）
として活動するための基礎知識を学ぶ

第2回静岡ＤＣＡＴ登録員養成研修 50 64 47
2/26
2/27

2
あざれあ
静岡県立短期大学

静岡ＤＣＡＴ登録員協力申出
書を提出した者

静岡県災害派遣福祉チーム（静岡ＤＣＡＴ）
として活動するための基礎知識を学ぶ

3,950 4,216 4,092

15,527 15,505 14,613

番号 研修名 定員
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地域福祉を支える力を身につける　小計

合計

地
域
福
祉
を
支
え
る
力
を
身
に
つ
け
る

116
これから分野での就職を考
えている方、介護に関心をお
持ちの方

”介護のやりがい”と”基礎知識”を
分りやすく解説

　※満足度（件数）は1日目と２日目の
　　　アンケート回答の合計数である。

日数 会場 対象 内容申込者 受講者 実施日分野
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満足 やや満足 やや不満 不満 満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

特別養護老人ホーム 御殿場十字の園　施設長　宮島　克利 氏
介護老人保健施設　星のしずく 看介護部長　髙口  光子 氏
静岡県介護福祉士会 飯田 泰子 氏　ほか

無料 76.6% 19.1% 4.3% 0.0% 36 9 2 0 0

特別養護老人ホーム 厚寿苑   施設長  中山千砂子 氏
介護老人保健施設　星のしずく 看介護部長　髙口  光子 氏
静岡県介護福祉士会 飯田 泰子 氏　ほか

無料 76.5% 17.6% 0.0% 0.0% 39 9 0 0 3

軽費老人ホーム 和松園　園長　板倉  幸夫 氏
介護老人保健施設　星のしずく 看介護部長　髙口  光子 氏
静岡県介護福祉士会 飯田 泰子 氏　ほか

無料 64.5% 32.3% 1.6% 1.6% 40 20 1 1 0

生活とリハビリ研究所　代表　三好　春樹　氏
（福）興寿会　教育実践研修センター
　認知症介護レクリエーション実践研修センター 所長代理 尾渡　順子 氏

無料 76.6% 19.1% 4.3% 0.0% 36 9 2 0 0

生活とリハビリ研究所　代表　三好　春樹　氏
（福）興寿会　教育実践研修センター
　認知症介護レクリエーション実践研修センター 所長代理 尾渡　順子 氏

無料 76.5% 17.6% 0.0% 0.0% 39 9 0 0 3

生活とリハビリ研究所　代表　三好　春樹　氏
（福）興寿会　教育実践研修センター
　認知症介護レクリエーション実践研修センター 所長代理 尾渡　順子 氏

無料 64.5% 32.3% 1.6% 1.6% 40 20 1 1 0

静岡県立大学短期大学部准教授　鈴木俊文氏
静岡市福祉総務課・静岡市危機管理室
静岡県災害福祉広域支援ネットワーク職能団体所属委員

無料 87.0% 9.3% 0.0% 0.0% 47 5 0 0 2

静岡県立大学短期大学部准教授　鈴木俊文氏
静岡市福祉総務課・静岡市危機管理室
静岡県災害福祉広域支援ネットワーク職能団体所属委員

無料 78.7% 17.0% 0.0% 2.1% 37 8 0 1 1

61.2% 26.2% 8.9% 0.6% 854 365 125 9 43

66.3% 27.1% 3.4% 0.3% 6,380 2,605 325 32 283

経
営
支
援
課

満足度（％） 満足度（件数） 担
当
課
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社会福祉法人静岡県社会福祉協議会 

〒420-8670 

静岡市葵区駿府町 1-70 

TEL 054-254-5248  FAX 054-251-7508 

平成３０年６月 

 


